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刊行にあたって

港北ニュー タウン地域は､昭和 30咋代 まで雑木林や竹林を主 とした山林 と田畑が地域の

900/Oを占めまとまった規模の自然状態が保たれてきましたo Lか し､昭和40年代の高圧7任所

成長共耶こ入って急速に周辺の開発が進み､1H〔為に放髄すればこの地域 も当然 これ らの去;壬幣を

受け､乱Z洞発による自然破壊が避けられないことは明 らかであったろうと思わjlます｡

横浜市は､従来か ら指摘 された郡市閑号巨に伴 うこうした弊害を未然にl防ぐため､昭利40年

2月に ｢乱r料苑の防LLJ｢都市JliS業の確立｣｢†1AJ民参加のまちづ くり｣を基本理念 とした港北

ニュータウン計画を発表 し､11獅Il44年 5月には土地区画整fEEi事業の区域および事業の決定が

なさjt書巻北ニュータウン建設事業がスター トしましたD

住宅 ･都市整仰公団は､港北ニュータウンの大半 を占める部分 を土地区画整理事業区域 と

して定め､先の基本理念を蹄まえて ｢緑の環境を広大Ⅰ規に保有するまちづ くり｣｢安全なまち

づ くり｣｢高い水準のサービスが得られるまちづ くり｣ という4つの韮本方針を設定 しました｡

この地区に架設 された橋の数は､歩道橋 を中心 として120柄 を超えていますOこれは安全な

まちづ くりと生活の利便性 を考慮すれば､ニュータウンの交通整イJilJとしてどうしても通過 し

なければならないもので した.また､先の基本理念 と基本方針か ら導 き出される ｢歩行者優

時に緑豊かな斜面緑地､時を7経て伝えられてきた由緒ある寺院､笹をLi_Yとした屈fJJTk林など､今

も残 さjtるJiti-重な自然iiと観にある橋や､近代的なタウンセ ンター内にある橋なと､計画に際

して周辺-,F.桝 との調和に非常な泊三譜を払い､煎り慾こ工夫を凝 らして桁を造ってきましたO

このたび､従来の桁の遣 り方に検討を力‖え､｢見られる桶｣｢風宗の韮繋な構成質素 として

｢港北ニュータウン桶書籍張｣にまとめました｡今後の都Tf了開発における橋梁引画､あるいは'ji･:

閥設計の参考としても利用 していただければ幸いです｡

最後に､橋の討画か ら完成のためにこ指主導､ご協力賜った横浜市の方々に狭い感謝を表す

とともに､直接従事 された公団職員の諸先王粒､ならびに関係諸機関の皆 さま方に厚 く御礼 申

し上げます｡

平成 9年 5月

住 宅 ･都 市 整備 公 団

港北開発局
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遺跡公tg歩道橋 (A)
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中川歩道堵 (FC-6)
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茅ヶ崎貝塚摘 (B-ll)-
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肴心歩道絹 (C･20)



学園歩道楕 (C-54)
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並木歩道橋 (E)
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匠橋 (C-49)



港北ニュータウン橋梁集

目 次

刊行にあたって 5

推北ニュータウンの橋梁計画- 24

港北ニュータウンの橋梁耐2三補強

株について

橋梁一覧表

l港北第 1地区の橋

欄古墳(FA-1) 38 古土埠歩逮横(FC-29) 9古

格井草♯(FA功 48 人速歩ZI半(FC-31) 96

あけぼの橋(FB-2) 42

水明すい道(FB-3) 44

四季♯♯(FBJ) 46

北山Im歩道橋(FC-33)- 102

青空非道柄(FC134) 104

等窪歩道橋(FC-35) 106

青が決や(FB-7) 48 夢速歩道草(FC-30) 108

沖ノ谷地下道(FB･8) 50

山旺['Lll'土橋(FB19) 54

水蜜ずい道(FB-10) 55

根上がり坂橋(FB･11) 56

谷戸田墳(FR12) 5B

鳥山jjh.退席(FC-1) 62

夕峡歩道橋(FC-3) 64

望みが丘歩道橋(FC-4)- 66

中川歩丑横(FC-6) (追

随迎え歩道橋(FC-7) 72

ろまん通り歩道橋(FC5)- 74

金子入歩道橋(FC-8) 75

あすなろ歩道橋(FC-9)- 76

十代非道橋(FC-14) 78

麦笛JS一道橋(FC-22) 80

絹風葬道橋(FC-23) 82

下小山歩道橋(FC-15) 84

明日実歩道橋(FC-24) 85

講地歩道橋(FC-25) 86

幸迩非道橋(FC-26) 88

山田大塚歩道橋(FC-28)- 92

南山田歩道橋(FC-27) 94

午が錘歩道橋(FC136)- 109

諏訪歩逝概(FC-37) 110

城山歩道橋(FD-1) 112

遺跡公Igl歩道樵(A) 114

並木歩丑横(E) 118

ほのか歩道橋(G) 122

センター北歩道桁(C)- 124
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港北第2地区の橋

タやけ♯(A-1) 128

都筑橋(A-2)

行遥梼(A-3)

萌輩橋(AJl)

lFの四半(A-5) 134

#門♯(A-6) 136

北川庚申橋(A-7) 137

木B槽(81) 138

御i.:ラ椅(B12)

渋沢橋(B-5)

竹G)や(BJ) 144

荏田南歩道橋(C-10) 182

+^#(Cll1) 184

三の丸歩道橋(C-12) 188

京塚歩道橋(C13) 190

苦水卓(C-14) 192

Tl'々 原歩道樵(C-6) 194

池田歩道橋(C-15) 195

ふれあい歩道橋(C-16)- 196

前高山歩道橋(C117) 198

Iflの漸歩道椅(C･19) 202

iii!J'心歩道橋(C-20) 204

茄栽培(R7) 146 平台歩道橋(C-36) 2兆

渋沢地下道(BA) 148 東前歩道橋(C-41) 208

r卜の瀬地下道(B-9) 149

茅ヶ崎地下道(B-10) 150

茅ヶ崎貝塚橋(B-ll) 152

せせらぎ橋(B-12) 156

北原地下道(B･13) 160

待山地下道(B･14) 162

持山椎(B115) 164

荏田歩講♯(C･1) 166

月山松公園横(D-2) 242

ささぷね橋(D-3) 244

鴨池公園頼(D-4) 246

典凹手石(DJ) 2尉)

中丸歩誼培(I) 284

開成歩道培(J) 256

茅ヶ崎東'歩道橋(H) 258

はなやぎ歩道橋(J')- 259

中村歩丑摂(K) 260

まちづくり非道桶(L) 262

春1歩逆手(M) 264

薪且塘(C-21) 210 k門歩道≠(N) 266

大原歩道橋(C-42) 211 そよ風歩道橋(0) 267

PJ泉や(C･13) 212

陽光,歩道橋(C-45) 214

丸沢歩道橋(C-44) 216

観音歩道橋(C-46) 217

新田歩道橋(C-47) 218

北原,歩道橋(C-48) 220

書斗填(C-2) 168 正せ(C-49) 222

頼1歩註♯(C-3) 170 輔汝歩話せ(C-50) 226

見花歩道樵(C･4) 172 七号歩道♯(C-51) 228

川和歩道坊(C-5) 173 折青田歩jif(C-52) 230

七面歩道樵(C-7) 174

大阪♯(C-8) 176

みずき歩道橋(C-9) 178

西山歩道橋(C-53) 232

学園歩道橋(C-54) 234

切酬 (Dll) 238

見Erl'fらし歩道橋(P) 268

みらい歩道橋(Q) 269

都筑ふるさと歩道橋(S)- 270

つどいJ,歩道橋(T) 272

センター南歩道橋(U)- 273

茅ヶ崎城剖二歩道橋(V)- 274

操山歩■横(W) 276

であいや(Y) 277
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港北ニュータウンの橋梁計画

団…竜北ニュータウンにおlJる立体交差
1-1 港北=ユ-タウン計画の基本理念と基本方董十

港北ニュータウンは ｢乱開発の防ILJ｢都咋JA某の
稚立｣｢Tll民参加のまちづ くり｣を基本理念 とし､討
画的E;fJ苑を行う公団施工土地区画整割増TPA=X区域では次

の 4.LF.を⊇左本方針 として事業が進められた｡

G) 緑のfiSi切をi鼓大限に保存するまちづ くり

(む ふるさとをしのばせるまちづ くり

③ 安全なまちづ くり

① T.■.lJい水郷のサービスが得 られるまちづ くり

すなわち､'-宏一全性●' 高水畔サービス という対画

的都市ならではの計画内容をより一層徹底 させるとと

もに､ここに住むであろう人々にとって､そnがお し

させのTiJE画的都市ではな く､ 第 2のふるさと●'とし

て親 しみはぐくまれるような ●●まち''に育てようとい

うものであるo

E2日 - 1 港北ニュータウンの住区モテル
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この基本理念､基本方針に⊇占づいてグリ-ンマ トリ

ックスシステムをはじめとする多 くの新 しい試みが行

われた｡その結果､人々と車を分離する立体交差が重

視され､その数は約 120カ所にも及ぶ｡港北ニュータ

ウンの立体交差､橋梁をどのようにとらえ.どのよう

に計画 し建設するか.それは､言行システムの成否に影

響を及ぼすのみならず,港北ニュータウンの基本理念､

基本方針に直接かかわる)臼】艦iである｡

書巻北ニュータウンの立体交差 ･桁JR.は､上記の基本

理念､去∈本方針に基づいて計画されたものである｡

節 1に､歩行者が!!LE牡なく歩けるような立体交差で

なくではならないし､安全で機能的でなくてはならな

いo

節2に､環境を演出するものでなくてほならないし､

人々から親 しまれ､愛されるものでなくてはならない｡

l-2 港北ニュータウンにおける立体交差の意義

港北ニュー タウンでは人々の生活が大切にされる｡

それは次のような諸富l画にも表れている｡

第 1には自動車がなくとも便利で安全で快適な歩行

者専用道路網 (緑道､歩行者ill･fIJ道路)の葦整備であるo

これは､幹線道路が掘割化 され､人と自動車は､立体

的に安全に分離 されるよう計画 されてお り (図 1-

1)､ここを歩 く人々は､大人 も子供 も老人も､自動

串を気にすることなく安心 して快適に過ごすことがで

きるからである｡ また､人々は､ここを歩いて行けば

あらゆる施設に行 くことができ､歩行者に犠牲を強い

る従来の自動車優先の歩道橋 とは本質的に異なるもの

である｡すなわち､それは､繰逝､歩行者専用道路網

を軸にしてあらゆる施設が有機的に連結 され､立体交

差によって歩行ルー トが遮断されずにつながっている

からである｡ もう1つの特徴 として､歩行者専用道路

と幹線道路の交点に橋梁が雛けられ､その足元にバス

ス トップ (バスベイ)が剤画 されていることであ り､

これにより人々は､ここを歩いて行けば近 くのハスス

トップに安全に行 くことができるo

これらのシステムにより､人々は緑逝､歩行者専用



道路を炊体 として塩かなコミュニティーを育てること

ができる｡これは豊:吉な立体交差により､ややもすれ

ば限定されがちな生活領域が飛上曜的に拡大 し､のびの

びとした豊とかな近隣生活を送れるか らであ り､橋のあ

る凧ilとが人々の共有の '-ふるさと を形作るか らでも

ある｡

第 2には､緑道を軸にした緑の豊かな空間の形成で

ある｡ここを歩 く人々は､都市の中にいることをふ と

忘れ､自然とのふれあいに身をゆだねることであろう｡

それは､ここを取 り巻 く空間が緑をより豊かにするよ

う入念に計画されているか らであ り､立体交差の守散底

により､純粋な自動車から逝断されているからであるO

緑道を歩 く人々にとっては､ここは比類なく大 きな公

園に一EEl.えるだろう｡それは緑迫を軸にして､保存緑地

○
立体交差箇所

Eg1-2 7巷北二ュ-タウン施設配置モデル図

や公園､そ して学校や運動場など多 くのオープンスペ

ースが巧みに配造されているか らであ り (図 1-2)､

立体交差の徹底により1つの大 きな緑の帯 として連結

されるか らである｡この中にいると､人々は ふるさ

と を感 じ､このまちに永任 したいと思 うだろうOそ

れは､桁のある凧講が､豊かな糸削こ溶け込んで､■■ふ

るさと､の思い出として残るからである｡

第 3には､満ち着いた住宅地を形成するための､明

快な段階構成をもった道路計画であるo通過交通は通

り抜けられない道路パターンのため､住宅地内に進入

しないし､また枠線道路は歩行者 との立体化が徹底さ

れ､信号 も少ないことから､ここを通る ドライハーは

適度のリズムで快適に走ることができ､過度な緊張か

ら耶放される｡また､緑のハスベイをかかえた橋梁の

ある風音とが心のやす らぎを与えるか らである｡

このように､港北ニュータウンでは立体交差､桶互牲

はきわめて重安な意義を与えられている｡それは単な

る通行手段にとどまらず､街づ くり､ふるさとづ くり

の大切な輩素である｡

1-3 三善北ニュータウンにおlJる立体交差の特徴

〔l〕 交差形態による分類とその特徴

港北ニュータウンの通行路 としては一般道路､歩行

者功二川道路､繰道および鉄道が計画 されてお り､立体

交差の形態を上Tの通行路の組み合わせにより分頬す

ると､次の形態に躯約できるO

A-

B-

C-

D-

一般道路

一般道路 一般道路

歩行者専用道路 ､ 緑迫

歩行者専用道路

一一般道路

緑道

一般道路

これらを形態別に見ると､表 1-1のようになる｡

表 1-1 交差形態による分莞頁 (B1位 ,箇所)

HL.r◆I三さ 交j斐ffj態 読-地区 蒲二地区 i+

.11 指 ◆I 一般道路A--二蚕豆議 ~ 2 7 9

一般道路 一般道路 9 13 22
a-一言再読福 豆高一､ ｢訂~盲 ~

歩 専 横 C-晋 29 52 81

接 遇 楕 提 道D-二 転i藩~ 1 7 8
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A形態の橋 (FA-1､稲穂橋)

C形態の橋 (C-1､荏田歩道橋)

まず第 1に粘北ニュータウンには立体交差がきわめ

て多いことがわかるoこれは､基本理念､基本万金十を

具体化 した結果であ り､いい換えるなら､港北ニュー

タウンにとって立体交差の計画が きわめて韮安な意益

をもっているということであるo Lたがって港北ニュ

ータウンの立体交差全体について､あらか じめ碓】萱は

した基本方針を定め､留7態.A.すべ き事項を盤埋 してお く

ことが不可欠であった｡

第 2にC形態､すなわち一般道路の上に架かる歩行

者専用道路が81カ所 もあ り､全体の 7割弱 を占めて

いる｡ここの橋梁 自体はE≡l立った存在ではないが､数

が多 く､また生活に密着 した桁であるだけに､過LJJな

基本方針を定めてお くことが必須であった｡

第 3にB形態､D形態､すなわち緑道に関越する橋

図1-3a 立体横断歩道橋
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D形態の橋 (D-2､日出松公園橋)

が少なか らずある｡いうまでもなく緑道空間は港北ニ

ュータウンの戊大の朋産であ り､緑道を利用する人に

とって橋のあ り方は大 きなF.rlH超である｡このような点

を踏まえ､緑道に関連する橋については特に憤重な検

討が加えられた｡

〔2〕 立体交差一横断歩道橋の反省

従来,既成市街地では交通事故lU)J止のため､いわゆ

る立体横断歩道橋の設置が盛んにな り､それな りの成

果を上げてきた (図 1-3a)0

しか し､同時に多 くの批判 と反省が生 まれてきたO

第 1は､これが人間如視､自動車優先の産物であり､

弱者に犠牲を強いるものだという点である｡

第 2は､7経済優先､長と観手放視の産物であ り､かえっ

て環境を損なうものだという点である｡この立体横断

- _i _ '/

EgH -3b 港北ニュータウンの立体交差



歩道橋は､ひと昔前の既成市街地内での応急処置であ

り､新都市の立体横断歩道橋設置に関してはこの反省

を仕J,与邑点にしなければならなかった｡

港北ニュータウンの立体交差は図 1-3bの形態を

基本 とする｡この形態は､

① 歩行者は.帳型なく快適に歩ける｡

② スピー ドが速い自動車交通からの遮断が徹底 さ

れる｡

⑨ 構造物が大 きくならずそれだけ周辺環境に溶け

込みやすいなどの特長をもち､港北ニュータウン

の基本理念､基本方針実現のための重要な役割を

果たす｡

〔3〕 バスベイをかかえる歩行者専用道路

歩行者専用道路や緑道と幹線道路の交差 となり､そ

のほとんどにはバスス トップ (バスベイ)が設置王され

る｡ここは歩行者の流れと自動車の流れの接点であり､

公共交通機関利用の足場である｡歩行者専用道路 とバ

スベイはスロープ (斜路) と階段で結ばれ､周 りは植

栽 を施 される (図 1-3C)O橋 とバスベイは一体で

あ り､ 1つの風景 として互いに強いかかわ りをもって

いるQここは歩行者にとっても自動車運転者にとって

も大切な空間である｡

l!4 景観としての橋
橋 とはそもそも障害物を越えて向こう側にl度るため

の通路であ り､｢渡る｣ という機能を備えた榊造物で

あるo同時に､橋は造形物であ り､崇観の一部として

人々か らとらえられる側面 ももっている｡橋は常にこ

ド孤 フ71

匡】212

それは不幸な事態をもたらすことになる｡

橋は安全に向こう側-渡れるという機能をイ瑞えでい

なければその意義は全 く失われる (図 2-1)o見苦

しい相はあ り得でも危険な橋､7度れない橋は許されな

い｡ したがって､橋は構造物 としてこの機能性 と安全

性を保rgiするものであることが第 1条件であるDそ し

て､施工性､経済性に優れていることも大切である｡

機能性､安全性､施工性､経済性などを71riも強 く規定

するのが橋の構造形式である (図 2-2)｡

構造形式は同時に橋の強度や横長､橋の基本的な形

や大 きさ､素材等を規定 し､景観に大 きな;誼3饗を与え

るものである｡構造形式を1.1代祝した橋のデザインは､

の二面性 を怖えてお り､と､ちらか一方を軽視すると､ 実態 として撫意味である｡

図1-3Cバスへイをかかえる歩行者専用道路橋

$2-l
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したがって桶の具体的検討を行 う似合､機碓性､安

全性 を第 1に考えて､その設挺場所の状況に合った構

造形式を枚数選択 し､そのうえで遣形的 ･景観的検討

と､施工性 ･経済性比較を行う方法が採用された｡

橋は造形物であ り､'i;i-秋の一部としての側面 ももっ

ていることは上述 したとお りである｡この側両は高度

ブ任所成長時代の社会においては､とか く軽視されがち

であったが､榔L析歩道論Ifllなどを通 じて徐々に見直さ

れてきた｡

｢億の美 しさ､周辺の'lI:.観との調和｣を論ずる場合､

批点 と視軸が問越王になる｡視点の位把 と視軸の方向､

視.lY.の移動速度などにより､課徴は朕なって くるOま

た､そのときの行動 日的 (退勤､ご■(い物､微少､デー
トなど)や行動方法 (自室馳王l王i劉転､仁川広中､徒歩など)､

またそのときの純朴状態 も見え方に微妙な影竹を与え

るだろう｡衣 2-1に視点によるifi観の違いを分類 し

てみた:｡

(Dはごくまれであ り､橋は周細のJJ,と観にJluもれてし

まう｡

くさの城合､lヨgJ山王l享述IfLT.一名にとっては桁の存在はあま

りまま,純されない｡

(参の場合､概の姿はあまり171,A-諭 されないが､横上両
の舗装や高月tlJ､あるいは).I,J辺の宕:.也の変化により､桁

の形lJRする空F'"rJが意識されるO

①の機合､③ と同株だが､特に).-.J辺の-1栗色によるシ

ヨノクが大きい｡

(参の場合､迎殺 して現れる類似のITと観が韮ね合わさ

れてまま識される｡ト-タルプランニングが必輩である｡

(参の粉合.概の形や素材感が周辺のiよ色の中で強 く

とらえられ､ヒ川;;生i舌の記憶 として残る｡

⑦の似合､柵の形や素材感が周辺の繋色 とのFJA連で
とりわけ強 く-71･Jt純される｡柄 を媒体にして向こうの空

間-の期待や好市心 といった微妙なl･.iWrlLiも引き起こさ

れ､また橋そのものが関心すりこもなる｡

(参の場合､傭全体の姿よりも.荊柑;の仕上げや素材

に関心が集 まる｡

｢橋の美 しさ､周辺の妖観との調和｣を論ずる似合､

周辺の空間のTi一体的内谷が描1湛lになる.公園の中か､

市街地かでは大いに異なる｡同 じ公凶でも､そのスケ

ール感や植栽の柾類などすべてに個性があ り､具体的

内容は異なる｡個々の倒閣の状況を十分精査 し､それ

ぞれとの調和 をまず考えなければならないO次に開法

となるのは桁向体の姿､形 (プロポーション)であ り､

さらにディテールとしての仕上げ､-X･材であるO
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A港北ニュータウンの橋梁計画
3-1 橋梁計画の指針

港北ニュ-タウンの立体交差部についてはすでに港

北ニュータウン邸紫の基本Fll.念や基本方針､それらに

alsづ くF.告別画等により､その怒毅や基本的課題が浮き

彫 りにされてきた｡それらを朽整理 し､港北ニュータ

ウン橋嫌建設にあたって指針 とされたものを述べる｡

〔1〕 橋梁計画基本理念

港北ニュータウンの橋梁は次の 3点を橋梁計画の基

本理念としている｡

(丑 安全かつ機牝的な橋づ くり

(参 人々とのふれあいを大切にする橋づ くり

(さ よりよいiIi･桃を演出する桁づ くり

〔2〕 橋梁計画基本方針

次に港北ニュータウン全体 として､以下のような橋

梁計画の韮本方針が求められた｡

(丑 練迫に関迎する橋架は､緑道の機能を十分に認

識 し､よりよい空間をi丸山するよう桐に綿幣な検

討を加える｡

(参 幹線道路の上に架かる橋梁は､路線ごとに トー

タルプランニングを行 う｡

(参 限定されたlR所に象徴的な柄礎をデザインする

ことにより､そこのポテンシャルを丁土,r;め､ニュー

タウンの構造を明確に11.:言批させる.

在) タウンセンターに関連する橋は､ トータルプラ

ンニングを行 う｡

〔3〕 橋梁計画留薯事項

(彰 耶前に周朗の状況や予想される人々の活動を稲

恋 し､そこに望ましい析栄のイメージをつかむ｡

(丑 計画設剥対象には橋凍周辺部も含める｡

(さ 土質守条件は柄造形式を限定することがあ り､こ

れをしっか りと把握する｡

④ 桝造物が他の用地にくい込むことのないように

する｡

(9 桁狭添加物については､関係機関と十分にt那依

する｡

312 線道に関連する橋

【l〕 緑道の意義

グリ- ンマ トリyクスの概念の中枢 となる緑道は､

公共用地 として用怒 される幅員 10-40mの帯状のグ

リーンベル トであるが､その槻能は必然的余裕空Z-糊と

いうB:並のほか､はっきりとした目的をもった交通の



図3-1 線道の断面

ための空間とは別の､｢非 目的的交通空間｣ という意

義づけもできる｡つまり､センター､駅､学校､ショ

ノビング施設などへの交通の用に供される歩行者専用

道路体系 とは異なった交通空間であるQたとえば公園

など､余裕空間相互をつなぐそぞろ歩 き､語 らい､子

守､日なたぼっこ､思索などのための空間で､明碓な

目的をもたない交通のために用いられる空間という意

味もあ り得る｡

このような非 目的的交通のための連続空間 (つまり

緑道)はなぜ必要であるのかについては､次のような

理由が考えられるo

lつは ｢自然｣あるいは ｢より自然なもの｣に対す

るアクセスをできる限 り均質化 させるべ きであるとい

うこと｡そ して公園など､この体系の中での拠点空間

の相互依存性を強めるべ きであるということ｡

またこのほかに､｢緑道｣が市民生活の軸 となって､

連帯感､ふるさと意識を育てるといった､市民が ｢ま
ち｣に対 して ｢アイデンティフィケーション｣をもつ

べ きであることO

さらにはより基本的には､都市に住む人々にとって

緑は憩いの場 として生理的に必要であること0線道は､

人々がみどりの雰ZZEl気の中にひた りなが ら移動するこ

とを可能にし､ダイナ ミyクなみ とりの変化の中で精

神的なやす らぎを提供するはずである (図 3-1)0

このような理由から､緑道は非 目的的交通空間とし

ての ｢連続性｣が必要なのであ り､それによってグリ

ーンマ トリックスの概念が構成されている.

なお､緑道によって体系づけらjtた必然的余裕空間

としてのオープンスペース体系は､結果的に地チ戒のコ

ミュニティーづ くりの契機 となるべ き役割を期待でき

ることや､防災上の道雄)レー ト､避維拠点 という棟能

をも果たすなど､多 くの働 きが考えられる｡

緑道に関連する柄は､以上のような緑道の意未をよ

り一層高めるものでなくではならないO

〔2〕 橋のとらえ方

緑迫に関連する橋のとらえ方は次の 4通 りに分けて

40l + + 9 ● ● ○ ● O - 9

Eg]3-2

考えることができる (図 3-2)0

① 緑道橋か ら一般道蹄を見おろす域合

(丑 一般道路の歩行者および自動車から緑追柄 を見

上げる場合

③ 道路橋の歩行者および自動車から緑道を見おろ

す場合

④ 緑道から道路を見る場合

①の場合､緑迫は橋梁によって急激に幅員を狭めら

れ､構造的にも異質な空間になりやす く､緑道として

の連続性が損なわれるおそjlがある｡ また､ここを歩

く人によっては棉全体の姿は視界に入 らず､橋梁その

ものへの関心は高 くない｡楠そのものの形よりも､橋

上部のデザインや植栽が間迫になるのであって､いか

にして下の道路空間と遮断 し､緑道 としての雰囲気を

保ち続けるかが主要な課趨となる (図 3-3a)0

②の場合､緑道 と歩道橋の差はさほど問題にならな

い｡

(彰の場合､自動車に乗っている人にとっては､橋を
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i度るという意識はさほど強 くなく､橋のデザイン等に

より下が緑道であることを認識させる必要性 もあまり

ない｡歩行者にとっては､下の緑道空間はより密接な

かかわりをもつ｡緑道はしばらくの問､直接 目にふれ

る空間であ り､わきを通過する自動車よりも親近性の

強い空間である｡ ときには立ち止まった り､緑通の方

へ行 き先を変えた くもなるだろう｡繰迫を歩 く人も､

ときには橋に駆け上が り､逆に緑道のプラを見おろした

くもなるだろう｡ このように､歩行者に対 しては意図

的に緑道 との一体感を作 り出すことが主要な課退とな

り､デザイン的にはアルコーブの設置や古訓判のデザイ

ン､車道との何 らかの遮断などが考えられる (図 3-

3b)｡
〔3〕 緑道から見える橋のとらえ方

道路橋は目的的交通が渡る線であ り､下の緑道は非

Ll的的交通が くぐる線であるDすなわち上は機能優先

の線であ り､下は "遊び''優先の線 といえようO港北

ニュータウンではどちらかを優先 し､他方を桟牡にす

ることは許 されないO機Ti旨性を満た したうえで緑道 と

しての要件 も満足 させな くてはならないDその場合､

2つの考え方が出てくるだろう｡ 1つは､植栽等によ

り橋梁を隠して､緑逝からは橋 を意旅 させ まいとする

考え方である｡ もう1つは､意匠等により線迫として

~遊び一親 しめる橋 をつ くり､積極的に橋のある風景

をつ くろうというものであ り､緑道をより盟かなもの

にするために､逆に横 を利用 しようとする考え方であ

るo

どちらの考え方が望ましいかは個々の状況により異

なり､即断は禁物であろう｡ しか し､前者の場合 も完

全に橋梁をF.召すことは不可能であ り､程度の差こそあ

れ､横に -遊びNの嬰素を付加することが大切なテー

マになろうO

〔4〕 象徴性とランドマーク

港北ニュータウンの緑道では､橋 を必姿態 とは考え

ず､逆に必要善 とするよう努力 した｡桁に …遊び… の

妥芽…を付加 し､緑道を主法かなものにするよう逆に橋を

利用すべ きである｡それは､橋 を完全に幡すことがで

きないという消極的理由のほかに､次のような横極的

なPJ!由があるか らである｡

(∋ 港北ニュータウンの緑道は総延長15kmにも及

ぶため､要所に個性ある橋 を架けることは､緑道

を散策する人のランドマークとしても大きな53･こ衣

をもつ｡

(参 橋は豊かな緑のI=I'でこそ本来の英 しさを見せ

る｡美 しく親 しみのある橋は ふるさと"の風fij',-

となり､人々の共通の朋産 となるo

③ 緑道は人と人とのふれあいの場でもある｡桁 と

その周 りの空けりは､ふれあいのための装ftrtとして

も有望である｡

緑迫 は､第 1地区で延長約 5km､第 2地区で約

10kmで､計15kmもの長さをもっており (図3-4)､

この緑道から見える橋,あるいは緑道が通る桁は､第

1地区 9倍､第 2地区16倍の計25橋である.平均す

ると両地区で約600mに 1億である｡これは一般的歩

行速度である時速 4km/hで歩 くとすれば､時間スケ

ール的には9分に 1つの桁に出会うことになる｡

1000n
単位 km 総延長153km 0_I_

図3-4 線道の長さ



しか し､これらの橋は､第 1地区ではほほ均等に配

置されているが､第 2地区では16橋のうち､ 5橋が

タウンセンター西側の約 1km区間に集中 している｡

ここでは､平均すると200mに 1橋で､3分･ごとに橋

をくぐることから､これら5倍については相互の関連

に十分注意 したテサ インが重要となるO

では､緑道はどのようなスケールの単位で使われる

のであろうか｡

緑道は ｢余裕空問相互をつなぐ､そぞろ歩 き､語 ら

い､子守､日なたぼっこ､思索などのための空間｣ と

意義≡づけている｡ とすれば,これはここに住む人々の

日常生.]舌圏の中での行動であ り､緑道はその範囲での

使われ方をするでこあろうOこれは一般的に考えれば 1

- 2km程度の距離スケー)I,と考えられ､人々にとっ

て緑道に架かる桶 は､一一ふるさとの橋●'としての象徴

性をもつ ものとなる｡一方､緑道は､週末の レクリエ

ーションとして､サイクリングや散歩など､多少行動

半径の大 きな使われ方 もするであろうOこの場合､緑

道に架かる橋はランドマークとして人々の生活の中で

使われるoこのように緑道か ら見える橋は､象徴性 と

図3-5 緑道に関連する橋
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≒ ≡ ~工 ぎ -

図3-6

ランドマーク性 をもつ必安があ り､デザイン的にも､

これを考慮 しなければならないo図 3-5は緑道から

見える桁の位位区lであるO

〔5〕 橋の形とテクスチュア

柵の下を通る人にとって､橋は見えてしまうもので

あ り､ くくり抜けなければならないものである｡それ

ならは楽 しく見たい､楽 しく通 り抜けたい､むしろ近

づいて遊びたいo緑道の桁はそのようなものでなくて

はならない｡

緑道の中で見て楽 しい橋の形､親 しみのもてる桁の

形､それは一般的には丸みを;Hl,-びたもの､不定形なも

のであろう｡たとえば､アーチ橋や太鼓橋である｡あ

るいは橋 というよりむしろ築碇 といった形態す らも考

えられるOまた､橋の桃道は単純でも､装飾や17j属物

で楽 しくすることもで きる (図 3-6)｡た とえは､

アルコーブの設置や､橋脚の新デザイン等であるO

くくって楽 しい橋｡それは内部のディテールや壁面

のテクスチュアの優れた冊である｡たとえは､明るく

カラフルな壁やおもしろ く装飾 された柱や壁であ り､

さらざら､でこぼこのテクスチュアである｡

近づいて遊びたい柄｡それはJP.J園に欠けている施設

を北ねた橋であ り､自然と人工が楽 しくふれ合 う桁で

ある｡たとえば緑道を見わたせるアルコーブのある橋

(Lgl3-7)や､恋人が待ち合わせに使 う楠であるo

桁の形やテクスチュア､付属施設の設lLti等は､きわ

めて微妙な領域の問題であるDそれは個々の環境によ

り興なるし､その回答は 1つとは限らない｡建設にあ

たっては､個々に綿密な検討を加えることが大切であ

る｡

3-3 歩行者専用道路と橋

〔日 歩行者にとっての橋

歩行者if,r用道路の桁の多 くは幹線道路の上を越える

32

太鼓橋やアーチ橋は親しみを感じる

形式のものであるoそれは完全な立体交差であ り､従

来のいわゆる立体横断歩道橋 とは本Ifl的に災なるo L

たがって歩行者にとって､桁は下からその全体像を見

上げるものではなく､歩行者専用道路の一部 として通

行するものであるO歩行者にとっては､橋の構造や遠

くから眺めた美 しさよりも､快適にiJ3Eること､楽 しく

渡ることの方が大切である (図 3-8)｡すなわち､

歩行者専用道路から橋-至る勾配をできるだけ緩やか

にし (図 3-9)､高欄や舗装面のデザイン､あるい

は周lg]の植栽等を工夫することが主繋な課,natなる｡

歩行者が道路橋をくぐり抜ける形式 も少なからずあ

るOこの場合の道上桁橋の橋長は､歩行者専用道路の幅

員に対応,しているので短 く､桶 というよりはむしろ ト

ンネルに近い｡構造型式 としても橋梁ではなく､ボ ッ

クスカルバー トと呼ぶべ きものもある｡ したがって､

この場合は橋の全体的な美 しさよりも､側両や桁Tの

テクスチュア､周liflの植栽等を工夫することが主要な

謙趨となるO

〔2〕 橋とハスス トップ

幹線道路を越える歩行者専用道路のノ脈には､その足

図3-7 Eg318



図3-9

元にバスベイをかかえたものが多い｡

この橋空間は､バス利用者にとってはかけがえのな

い空間である｡それは歩行者にとっても道路からの刺

激を和 らげるJil1-重な緩筋空間であ り､この空間は橋 と

一体に考えなければならない｡また､ハスベイ空間は

限られた空間であ り､橋 とハスベイ空間をLJ:jJ粧した設

割は全 くチグハグなものとなって しまう｡つまり､こ

の空間は歩行者にとって機能的であるとともに寅観的

にも優れたものであることが要求される｡

3-4 幹線道路と橋

〔l〕 渡る橋

幹線道路の橋 には渡る橋 (道路橋) と見える橋 (歩

行者専用道路橋等)がある｡前者の場合､自動車に乗

っている人にとっては橋をi度るという認識は弱い｡視

野に入る景色は一般道路 と大差なく､また一瞬のうち

に通過 してしまうからである｡ したがって特に桶 を認

識させる班由がない限 り､特別な桶である必要はないO

考慮を繋するのは､むしろ下の緑道や歩行者専用道路

から見た場合であ り､それは前述 したとお りであるO

〔2〕 見える橋

幹線道路は掘割 り化 され､そのうえにはかなりの密

度で歩行者専用道路が架けられているO一般市街地と

比べ 自動車の流れはスムースであ り､周辺の景観は落

ち着いているだろうo Lか し､運転者の視野は限られ

てお り､その限られた視野の中に歩行者専用道路橋は

その全体像をさらけ出すが､運転者はその橋を細部に

わたって凝視 しているわけにはいかない (匡13-10)0

注意は常に路面に注がれ､橋はその景観の一部として

感 じられ､微妙な感情の変化を引き起こす｡したがっ

て､橋は美 しいシ)i,エ ツトとして運転者のHに映るの

が好 ましく､周辺の景観にしっとりと溶け込んでいる

のが好ましい｡

橋が運転者の 目を引 きつけす ぎては危険であ り､

次々と桶が姿を変えて現れるのも落ち着かない｡運転

者にとって､その限られた視野の中で快いリズムと心

のやすらぎを与えて くれる桶空間が望 ましい｡それは

ス レンタ-な横であ り､桁下空間のやわらかい橋であ

るOそれは周辺のバスベイの緑 と誹挿ロした橋であ り､

落ち着いた色彩の橋であるO次々と現れる橋は互いに

亨洞和 していることが大切で､幹表現道路の上に架かる桁

は､そのシルエ ットと色彩 を考慮に入れて トータルプ

ランニングを立てた｡

また､第 1地区で 2カ所､節2地区で 1カ所の幹線

道路上に近接 して架かるツイン橋については､特にテ

サイン上白三意 し､バランスよく計画することに努めた｡

[.3〕 タウンセンタ-の橋

タウンセンターの中は､他の地区より高哲度に歩行

者専用の橋発が配置され､歩行者はある一定のレベル

で一般道路を連続的に越えて行 くことができるように

計画されている｡住宅地内にある歩道橋に比べ､これ

らの橋を使 う人々の数は多 く､その流れは定流化され

る場合が多い｡たとえは朝夕の通勤の人々であったり､

デパー トに向かう人々であった りする｡

すなわち､タウンセンターの橋は他の歩道橋 より以

Ir-I_._六二∴･_I.
図3-10 遷幸云者の視野は限られている
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上に渡る横能が優先 される橋であ り､多 くの人の流れ

を安全に､容易に渡 らせるような橋が第一衣である｡

これはいつのまにか渡ってしまっているような橋であ

る｡

後述するような象徴 としての橋は別として､他の多

くの橋は見 られる対象 と考えられるよりも､非行者専

用道路の延長と考えられるべ きであ り､個別的な橋で

あるよりは､統一的なデザインの道路であるべ きであ

る｡なぜなら､タウンセンターには橋 よりサイン作用

の強いさまざまに異なった建物や目印が立ち並び､橋

自体はそれらの中に埋没することが多い し､にぎやか

な街の中で､ことさら自己主張の強い目立つ橋 を計画

する必要はない｡すなわち､タウンセンター内の歩道

橋群のデザインは､あまりに個性の強いものより,局

辺のにぎやかさの中で､逆に落ち着いた統一感のある

ものを計画することが望 ましい｡

このように渡る権能優先の橋群ではあるが､橋のシ

ルエ ットとしても美 しいデザインが要求されるのは当

然であるoデザイン(馴こ特に注意することは､厄も日

に止まる歩行者専用道路の一部 としての丁朋nlデザイン

であ り､橋上の舗装である. また､楠のかたちとして
は,モダンなタウンセンターの中ということからすれ

ば､マ ッシプなものよりなるべ くスレンダーでシンプ

ルなものが､周辺の建築物 と調和するであろう｡

〔4〕 象徴としての橋

自動車運転者にとって､橋は細部を鑑貨する対象で

はなく､快いリズムと心のやす らぎを与えてくれる景

観の一部であることが望ましいo

Lたがって､幹線道路の上に架かる歩行者専用橋は､

周囲の景観と調和 した美 しいシルエ ットとして映るこ

とが好ましく､統一 されたポリシーが必輩であるoそ

れは個々の橋空間を検討する際､常に留意すべ き事項

5311

であるが､歩行者専用橋の場合は橋そのもののよりも

橋空間が対象になるであろう｡

場所によっては､橋そのものの象徴性 も大切である｡

それは､その場所のポテンシャルを高めるし､現在位

堤を確認させ,ニュータウンの構造を明示するのに役

立つ｡港北ニュータウンではこのような象徴 としての

橋が必安であるo

象徴 としての橋の設班秘所は限定すべ きであ り､慎

重に選定すべ きである｡多す ぎては象徴性が弱まり､

怒味のないところに設i訟することはかえって混乱を招

くことになろう｡

象徴性 をもつのは桶だけではない.時には建物が､

時には空間その ものが強い象徴性 を示すことがある.

したがって橋によって象徴 させることがぜひ必要な場

所を選定すべきである｡

同じ橋でも周囲の状況により､象徴性は弱 まって し

まう｡たとえば､周辺に大 きな構築物があるときには

特に注意が必要である｡

このようなことから､橋の架かる位層､周辺の土地

利用､橋の分布 と密度､さらにはその橋のもつポテン

シャリティー等を考賭 し､港北ニュータウン全体の橋

主削こついて見直 しを行い､象徴性をもたせる橋を位置

づけた｡

象徴性をもたせる桶の選定方針 としては次の 2つと

した (表 3-1)｡

① 車中の人にとってのランドマーク

(参 タウンセンタ-のシンボル
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港北第一地区



いなほはし
稲穂橋

この稔は日吉 ･元石川線をまたぐ道路

橋である｡

この道路は南北に広がる戸班ておよび

JJミ合住宅を結ぶ区画道路であり､西側に

は麦笛歩道桁が並んで架かっている｡

桁の形式は､桁高が大きくとれるので

一般的なPC単純中空味版の変断面を採

用している｡

親柱は端ポストとし､高欄はアルミの

パラスタータイプで標準的なものであ

るO

橋台は棉周りの擁壁と一体に垂直に納

められている｡

L設計概要】
●棟名

●所在地

●竣工年月

4上甑構造形式
●下部構造形式

●基礎構造形式

●精兵(支間)

●幅員

稲概傭(FA-1)

都筑区北山田5丁目1布

平成 1年12月

PC単純中空床版
辿T式機台

鋼管杭dI弧)x1500-1550
2610(2520)

150+600+150

●設計荷重 TL20

●適用示万事 道路備示方び ･同解説

S53､55
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､＼ 上 :, ;
●

この橋は佐江戸 ･北山田線に続く都市

計画道路K-4に架かる道路橋であるo

橋下は区画道路と歩行者専用道路であ

る｡この歩行者専用道路は西側がかくれ

んは公園に通じ､南側は山田富士公園を

経て緑道 ｢ふじやとのみち｣に至る｡

柿の形式は､径間長が短く桁高が大き

いなりさかはし
稲荷坂橋

くとれるのでRC単純T桁の上路橋としたO

高欄はアルミハラスターとし､親柱は

鋳鉄製の端ポストである｡櫓下歩道およ

び斜路の舗装はコンクリートブロックを

敷きつめている.橋台の高いコンクリー

トの軍司壁面は､自然石秩みで稚い､斑観

との融合を桝出している｡

40

【設計概要】

●橋名

●所在地

●竣工年月

.上部構造形式

+下部構造形式

+基礎構造形式

●橋長(支間)

●幅員

稲荷坂椅(FA-2)

都筑区北LIJ田6丁目42番

平成1年11月

RC単純で桁橋

逆丁式橋台

へノト抗

め1000×1400-1950

15971(15291)

(250+575)×2

●設計荷重 TL20

●適用示方書 道路橋示方flUr.同解説

S53､55



主桁断面図

中FZl釦 支点滋
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~＼･･､二二_二 はし
あけぼの橋

この柏は牛久保4丁目で牛久保 中川

線から北に分かれる区画道路に架かる道

路橋である｡緑道 ｢くさぷえのみち｣の

殺西端に位置し.橋下は快適な散策コー

スになっている｡

橋の形式は桁高が大きくとれるので､

PC単純T桁の上路棟である｡

高欄はアルミダイキャストの大きな束

柱と横桟を用い､重厚感のある雰囲気を

出している｡親柱も来社と統一されたデ

ザインが施されている｡

rv･,:.

地役,桁側面はたたき仕上げで柔らか 橋台前面､法面の植栽から見える橋の

みを出しているO桁下面には縦縞のアル 外観は緑道の堪西端にふさわしいiit観で

ミカバーを取り付け､法面には磁器質夕 ある｡

イルを敷きつめて暗くなりがちな桁下空

liiJを明るく演出している｡

緑道の路面舗装には自然石の肌合いを

もったコンクリ- ト平板を用いている｡

橋詰からのアプローチは橋下に広がる緑

地空間へゆったりと尊く動線とし､階段

は大きなコンクリー トブロックを用いて

辺りの自然景観になじませている｡

42

【設計概要】
●橋名

●所在地

.竣工年月

●上島構造形式

4下脚 造形式

●基掛弟造形式

+摘長(支間)

●幅鼻

●設計荷重

●適用示方書

あけほの楯(FB-2)

都筑区中川1丁目12番

平成 2年4月

PC単純T桁梯

逆で式臆台

ペノト抗

め1000×1000-1650

1800(1730)
150+900+150

TL-20

道路橋示方fu･同解鋭

S53､55
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このすい道は牛久保 ･中川鼓と緑道

｢くさぷえのみち｣の接点にある地下道

である｡

ずい道の西側は山崎公園に競いてい

るC東側が ｢くさぷえのみち｣であり.

緑道に沿ってせせらぎが流れている｡

山崎公園側は公園を包む斜面緑地の一

角にあたり､公園の出入口となるO

構造形式はせせらぎと緑道をまたぐ2

連のRCボックスカルバー トである｡

すいめい どう
水明ずい道

歩道の高欄はシンプルなデザインのア

ルミバラスターを用いている｡

山崎公園側は法面から胸壁にかけてツ

タがはっており､水面に映る姿は美しく

豊かな緑の祭軌をつくりだしているD

緑道側は胸壁より円形のひさしを出

し､公園へのゲー トとしての性格をもた

せている｡

ボックスカルバートの中程は丸ピアと

し､カルバー トの内部空間を広く見せる

44

工夫がなされている｡中央分離帯にグレ

ーティングを用いて明るさを確保してお

り､格子から漏れてくる陽光の陰影が美

しい｡

ずい道内の路面舗鼓は明るい色のコン

クリー ト平板を用い､自t投石のモニュメ

ントなどを置いて､暗くなりがちな地下

道を明るく演出している｡

【設計概要】
●橋名

●所在地

●竣工年月

●構造形式
●基礎構造形式
●内空断面
●幅員

●設計荷重

●適用示方書

水明ずい迫(FB-3)

都筑区牛久保西4丁目1番

昭和62年3月

RCボックスカルバ-ト

RC杭dP400×300-700
1200×360
ユ8∝)
TL-20

道路槍示方空F･同解説

S53､55
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しきまいはし
四季舞橋

この桶は中山 北山田線と緑道 ｢くさ

ぶえのみち｣の交差部に穀かる道路橋で

ある｡

橋の東側の緑道は近隣5号公園を抜

け､晋が渓橋に通ずる｡公Bl近傍には

′ト･中学校や集合住宅がある｡西側の緑

道は牛久保西公園グラウンドに接し､市

営地下鉄 3号あざみ野線中川駅方面に延

びている｡

槍の周囲は､これらの造成緑地および

保全緑地に囲まれた広く大きな谷間にな

っており,自然性の高い景域であるoま

た､公園の園路､バスベイおよび集合住

宅などとの連絡路がJJ主叶する大きな結節

点を形成し､多目的広域となっている｡

この橋を見る重要な視点は､柏の全景

を正面から見る中景視点と､柿下の囲み

および広場上の歩行者の近景視点である｡

したがって､櫛の横道はスケ-)I,の大

きな地形と一体化する形式とし､遠視性

の讃Iい橋下空間を求めて2径間速読薮桁

の上路橋とした｡橋脚には､構造的に有

利なV字脚を採用している｡

形状は谷状の地形と一体化するなめら

かな曲線を取り入れ､桁下空間の採光性

および透視性を確保したO

秋柱に自然石､高欄に鋳鉄を用い､景

観になじむ明るい茶色で統一している｡

広い禰上空間を引き締めるため､ トップ

レールは太めにして､東棟と親柱の形状

【殴計概要】

●橋名

●所在地

●漬工年月

.上知 這形式

●下榊 造形式

●基掛J造形式

●横長(支間)

●幅員

+投吉十荷重

四季舞稀(FBJl)

都筑区牛久保酉3丁目9番

平成 1年3月

耕V脚2径間速読転桁横

道で式横台

耕管杭

4)800×1000-1400
5000(1460+3460)
(300+725)×2

TL-20

●適用示方暮 道路橋示方む.同解説

S53､55
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は橋脚の扇形をモチーフにデザインされ

ている｡

軽快な桁のラインとⅤ字の橋脚が描く

曲線は.緑豊かなスケールの大きい広場

に親しみやすく落ち着いた雰囲気を与え

ている｡
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}Iあお たにはし
青が渓橋

この橋は､緑道 ｢くさぷえのみち｣と

佐江戸 ･北山田線の交差部に架かる道路

橋である｡

緑道は東側の近隣3号公園と西側の近

隣5号公園を結び､保全緑地と造成緑地

に挟まれた谷の中央を流れるせせらぎの

両側に遊歩道をもっているO

橋の形式は谷の中央に橋脚を置き､遊

歩道をまたいだRC2径間連続桁中空床

版を用いた上路橋である｡

高欄にはアルミのハラスタータイプを

採用し､親柱に白い自然石を用いた｡

橋脚は視野を遮らないよう円柱とし､

開放感を出すとともに､中央分離帯にグ

レーティングを用い､桁下の明かりとり

とした｡

桁下空間は緑道と道路の交差角が小さ

くて奥行が深く､暗くなりがちであるた

め､せせらぎおよび遊歩道などに遊園の

ような軽快な雰囲気をかもし出すデザイ

ンがなされている｡

遊歩道に設けられたゆるやかな階段

は､散策する人々の足を自然なかたちで

せせらぎに導く｡

橋周辺の豊かな緑と光に揺らめく水面

が､くつろげる広場を演出している｡



50 横 長 3350()桁 長 3340() 50
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】ll ㊨㊨
ll

緑道標準断面図
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おきのやちかどう
沖ノ谷地下道

この地下道は､中川′ト学校方面からひ

めりんご公園を経て牛久保 ･中川線に出

る住区幹線道路をく('り､牛久保近隣セ

ンターへの入口となる歩行者iilJ-用道路の

地下道である｡西側はさくらんは公園を

経て佐江戸 ･北山田線に出る｡東側は緑

道 ｢ふじやとのみち｣に至る｡

構造形式は､掘割りで道路幅が狭いの

でRCボックスカルバ- トを採用したo

高価はコンクリート壁に白い磁器質タ

イルを張り､山形のバターンをつけ､ ト

ップレールには渋茶で漁業した鋼材を用

いている｡親柱は水磨きした呆E!御影石を

置き､橋の節目としている｡

岸壁は曲面にして開口部に広がりをも

たせ､地下道への導入をスムースにして

いる｡カルバートの大きな胸壁および周

囲の壁には化粧型枠により単調なコンク

リ- ト壁両に変化をつけたO特に昭くな

りがちな地下道内部の壁面には､自然石

風な色鯛をもたせ､明るい雰田気をかも

し出している｡

路面舗装はコンクリー トプロyクで仕

上げ､アプローチの腰壁には自然石を積

み､四季折々の色彩豊かな植栽により､

自然な方と観をつくり山しているQ

【設計概要】
●楕名 沖ノ谷地下道(FBl8)

4所在地 着古筑区牛久保東lT日14番

+竣工年月 平成5年12月

.梢造形式 RCボックスカルバート

●基礎構造形式 PHC杭d)400×1200
4内空断面 780×400
●幅員 400

●設計荷重 TL20

●適用示方■ 道路嬢示方沓 ･同解説

S55.H2
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沖ノ谷地下道
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Jt一号lゝ一一 7-
やまたふじはし
山田富士橋

この桶は幹線縁辺 ｢ふじやとのみち｣

と日吉 ･元石川練との交差部に架かる道

路橋であるD

樵下の緑道の南側には緑地が広がり､

神無公園を経て､近隣3号公E削二通じる｡

北側は山田富士公園に接し､道はEl吉

元石川線と平行に走っている｡橋の西側

には山田富士バス停がある｡

機の形式はRC2径間連続変断面で桁

橋である｡

桁側面の左右対称アーチはコンクリー

トのたたきti:上げとし､左右の樵台はレ

ンガ張り､高欄は銚鉄である｡

南側緑地と北側緑迫の粥なる空r臼ほ 分

断するため､個性的なデザインを採用した｡

[設計枚要】
●橋名

●所在地

●竣工年月

●上告構造形式

●下缶構造形式

●基碇構造形式

+凍長(支間)
●幅員

●設計荷重

●適用示方書

山EEIi:首士禰(FB-9)
都筑区北山InlTE1番

昭和62年3月
RC2径IL!J逃殺T桁横

U型式腐台

RC杭d'400×900
ll00(517+5.17)
(370+725)×2

TL-20

退路櫛示-JJlリ･同解説

S53､55

状長110∝l ■■E ii■~=■-.:∋≧喜i
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＼丁一･
､･､/:I_一一

このずい迫は牛久保 ･中川根と､緑遺

｢ふじやとのみち｣の交差部にある0線

道を南下するとなつみかん公園に至る｡

北側は近憐3号公園の入口となっている.

構造形式は緑道幅員が狭いので､単径

間RCボックスカルハートである.

公園側の開口部は池と調和する丸い形

の広場を設け､公園とテラスを結ぶ階段

も円を描いている｡JdmEJは､大きな胸壁

が公園へのゲー トを表現し､植栽､自然

石fl'(みとゆるやかにカープして降りる階

段がケ- ト性を高めている｡

t設計概要】

●橋名

●所在地

●竣工年月

●構造形式

.基藤構造形式

●内空断面

●幅員

●設計荷重

●適用示方有

水まずい追(FB-10)

都筑区南山F]lTE15番

平成1年11月

RCボックスカルバート

PI寸C杭4'6(氾×1000
600×4(X)

500

TL-20

道路ノ恰示方び 同解艶

S53､55

すいうん どう
水雲ずい道
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ねあ ざか
根上がり坂橋

この柿は緑遺 ｢ふじやとのみち｣およ

びコレクター道路と幹線道路K-5との

交差部にかかる道路橋である｡

緑道は並列する国務､せせらぎ､およ

び並木と造成緑地からなり､コレクタ-

道路を隔てて一般住宅に揺する｡

緑道の北側には既存地絡､屋敷林など

を保全する歴史某域がある｡

M.r桁は桁下空間があるため変断面PC

蝉純T桁を採用｡F.'lT欄は銅材鉛製仕上げ

【設計概要】
●橋名

●所在地

●凍工年月

●上告状造形式

●下軸 造形式

●基礎構造形式

●横長(支間)

●幅員

●設計荷重

●適用示方書

根上がり坂墳(FB-ll)

･杯洗区北山LnユTEl15番

昭和61年3月

PC単純T桁債
逆丁式傭台

鋼管杭

dI400 XHC0-1250
2&00(2710)

150+900+150
TL-20
道路棉示方t!宇･同解説
S53､55

として縦桟を地獄部まで催川し､横側両

にリズム感を与えている｡

迫杵と緑道とのゆるやかな法面はコン

クリー トブロックを階段状に仕ってつな

ぎ､開放的な空間を前山しているE,

傭桁の変断面はやわらかなシルエyト

で､南側舷台を緑地に取り込み,北側を

宅地の石椛みと建設させている｡

iiJ側の椴台ウイングは､地松雄が張り

LLiす依於剤;と同じ形とし､陰影により壁

両が小さく見えるように工夫してある｡

高槻は目立ちすぎないように配牒しな

がら､ブラックで仕上げたシンプルなデ

ザインのものを採用し､南側アプローチ

部まで延長した｡

軌#_は､交差点に面しており､隷道の

入Llに-2'lたる南端部を引き締めるため､

茄感のあるiE厚な自然石をJlJいているC

56
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＼ヾ＼∴ I ･ , やとだはし
谷戸田橋

この橋は港北ニュータウン北東部に位

置し､掘割りの歩行者専用道路をまたく

道路橋である｡橋の南側は長泉寺境内に

至るO北側はやまびこ児童公園を通 り､

地区外に抜ける｡付近には集合運動場､

′ト 中学校､近隣1号公園およびあおぞ

ら公園などがある｡

柿の形式は､径間長が短く桁高がとれ

るので､RC単純中空床版を用いた上路
橋とした｡

高欄はコンクリートの壁高欄とし､開

口部にはカモメの羽ばたく姿をかたどっ

たダイキャストをはめて､くつろぎのあ

る棉上空間を河出しているO高欄を歩道

に沿う道路まで延長して､橋の外観を大

きく見せているO仕上げは鮮やかな白で

塗装してあるo

親柱は高欄の色彩に合わせて自御影石

を用いている｡

桁の張り出し部は光沢のあるアルミ製

外炎湖で預い､歩行者に与える重圧感を

和らげている｡

歩道の路面舗装には色調の異なるコン

クリー トブロックでパターンをつけ､th'-

】架な歩道に仕上げたo

橋台は傾斜した擁壁に合わせ､擁壁に

描かれた波形のレリーフを橋台まで連続

させている｡割り肌風に仕上げた撰壁面

【設計概要】
f橋名 谷戸肘橋(FB-12)

●所在地 都筑区東山田1丁目9番

●竣工年月 平成7年7月

●上部構造形式 RC単純中空床版柿
4下鋤弟還形式 盃力式橋台

+基礎構造形式 ベノト杭¢1000×1500
●橋長(支間) 1350(1280)

●幅員 150+600+150

●設計荷重 A活荷重

●適用示方書 道路橋示方沓･同解説

H2､6

58

は､路面の舗装制とともに自然な紫観を

つくり出している｡

歩道の両側に植栽城を設け､壁面には

カモメのレリーフをところどころに配し

て､散策する歩行者が楽しめるよう演出

している｡
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ヽ

この橋は牛久保 ･中川線をまたぐ歩道

橋である｡橋の西側は烏山公園に接 し､

歩道沿いには公陸Iの入口があるE,宿之人

からすやまほどうきょう
烏山歩道橋

. . 一 一t ~ ぎ

ス伴に辿紡している0

校の形式はこのルー トの標準タイプで

設計 されたPC単純 U桁の下鉛版であ

る｡

主桁のコンクリー ト壁が詫欄の役Elを

担っており､ トップレ-)L'にはアルミパ

イプを用いているO

横面舗装は斜路から迎祝してコンクリ

ートプロノクが敷きつめられ､落ち茄い

た雰囲気の造りとなっている｡

【設計概要】
●橋名 烏山歩道概(FC･1)
●所在地 都筑区中川2丁目7番

.竣工年月

●上缶構造形式

.下軸 造形式

●基掛再造形式

●橋長(支間)

●幅員

●設言十荷王

●適用示方暮

62

昭和63年3月

PC単純U桁低

逆T式舷台

A.直積基臥
A,PHC杭4･400×1050
2621(2531)
3(X)

肝炎L荷韮

道路冶示方む 同解説

S53､55
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ゆうばえほどうきょう
夕映歩道橋

この橋は都市計画道路K-3をまたぐ

歩道橋である｡

柄の北西仰‖ま宿之入公園多目的広域グ

ラウンドと中川西中学校の関を抜け､地

区外へ至る｡南東側はハウススクエア横

浜､戸放て住宅街を通り､中川西小学校､

山崎公園へと続いているo

斜路､階段はバス停中川了現中学校に通 なデザインとなっているD親柱は鋳鉄製

じている｡ 端ポス ト､横面舗装はレンカ状のコンク

桶の形式は､桁高が大きくとれるので リー トプロソク敷きであるo

pC神経中空床版の上路橋を採用したO

高欄はアルミの トノブレールに縦桟を 【設計概要】
組み合わせたシンプルな造 りで､アルミ ●橋名 夕映歩道椎(FC-3)

のシルハ-をそのまま生かしたシャープ .所在地 都筑区中川2TEll薪
●竣工年月 平成 1年3月

64

●上部構造形式

●下部構造形式

●基礎構造形式

●橋長(支間)

●幅員

●設計荷重

PClii純Irl空味版柄
迎丁式桁台

銅も杭4'500×450-600

2250(2160)

300

TL.-ill

●適用示方音 道路株示方iLr.伺解説

S53､55



65



のぞ おかほどうきょう
望みが丘歩道橋

この橋は日吉 ･元石川線にあり､あざ

み野駅から地区内に入って収初の歩道橋

である｡

北側は牛久保のぞみが丘公園に通 じ､

階段､斜路は研究所前のバス停と結ばれ

ている｡

桶の形式はこのルー トの標準タイプと

して設計されたPC下路概であるO

橋桁のコンクリー ト壁が高欄を兼ねて

いる｡ トップレールのアルミパイプはル

ー ト色の赤｡栃側面は大きくダイナミッ

クな曲線を描いている｡

(設計概要】

●橋名

●所在地

●娃工年月

●上缶状造形式

●下缶状造形式

●基礎構造形式

●橋長(支間)
●幅員

●設喜十荷重

望みが丘歩道楯(FC-4)
都筑区牛久保3丁目10番

昭和63年6月

PC単純U桁墳

A,逆T式構台､

A,箱式塘台
鋼管杭4500×900-1000
2605(2515)
3(相
即小TLllI.ll



平面図
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なかがわほどうきょう
中川歩道橋

/ta

この橋は市営地下鉄3号あざみ野線中

川駅rBfJにあり､牛久保 ･中川線をまたく

歩道橋であるo

稀の南側は集合住宅地を経て山崎公園

に通じている｡北側はILJJll駅で､その先

にひかりがおか公園がある｡西側は緑道

｢くさぶえのみち｣が近い｡

樵の形式は牛久保 中川線と中川駅前

広場をまたぐPC3径ILil連続桁と､区画

道路をまた くRC単純桁からなってい

る｡桁断面は桁高がとれるので､張り出

しをもつ中空床版の上路橋とした｡

駅前に架かる歩道橋であるから､橋桁､

橋脚､高欄などの外観のデザインは､ラ

ンドマークの役割をもたせるイメージを

追求している,

高欄はコンクリート壁で､外側は打ち

放しで仕上げ､地下鉄の車両の迎なりを

連想させるデザインを採用しているO内

側はグレーの磁器質タイル張りとし､ ト

ップレールはステンレス製の太いパイプ

を通して橋上の安定感を高めたO親柱は

高欄の内壁と同じ磁器書きタイルで覆い､

正面にステンレスを張り､橋詰空間にイ

ンパクトを与えている｡

構面舗装には自然石平板を用い､四角

形のパターンにより単調な構面にアクセ

ントをつけ､歩行者に快適なリズムを感

じさせる配慮がなされている｡

橋上およびアプローチの照明はステン

レスを用い､高欄と一体化したデザイン

がなされている｡

見上げたり見おろしたりされるl街段や

スロ-プは､変化に詰んだ直線を基調と

し､手すりのステンレスの輝きとともに

モダンな印象を与えておもしろい｡

橋桁､橋脚などの仕上げはコンクリー

トたたき仕上げとし､駅前広域の雰囲気

をやわらげているO

駅正面に設けられた橋を包み込む八角

形のルーフは､さらに駅前歩道柿として

のサイン性を高めている｡

(設計概要】

●橋名

●所在地

●竣工年月

●上部構造形式

+下部構造形式

4基礎構造形式

●楕長(支間)

●幅員

●設計荷重

+適用示方書

中川歩道橋(FC-6)

都筑区中川1丁目1希

平成 4年3月

pc3径間連続中空床版橋

+RC単純中空床版橋

逆丁式橋台､柱式橋脚

鋼管杭d)600 ×850-1550

8500

(2400+2500+2400,1035)

450

TL-14

道路橋示万岱･同解説

S55､H2
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中川歩道橋
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~二 :_ I- Li
ひむか ほどうきょう
陽迎え歩道橋

この桁は･牛久保 ･中川線の北側を平 桁の形式は､この地区の標準タイプと t設計概要】

行に走る区画道路をまたぎ､中川llEI して.設計されたPC単純U桁の下路橋で ●橋名

と牛久保西 4丁目をつなぐ歩道橋であ あるO

るO 高欄は橋桁のコンクリ- 卜壁であるD

柿の南側はIJjl瞥地下鉄3号あざみ野線 トノブレールはアルミパイプを採用し

IFlJll駅の広場に通じているo たo

●所在地

+竣工年月

+上部構造形式

●下書β構造形式

+基掛毒造形式

●楕長(支間)

●幅員

●設計荷重

●適用示方音

隅迎え,lh迫椎(FC-7)

都筑区Jlj川1丁目16市

平成1年3月

PC神経U桁橋

逆T式橋台

舗℃杭d)500x450-500

1610(1520)

3(氾

郡JJi1L:i韮

道路嬬示方tit･同柳説

S53､55



A,橋台正面図



どお ほどうきょう
ろまん通り歩道橋

この橋は､中川非道杓の北側に位置す

る区画道路をまたぐ歩道橋である｡北側

は牛久保西ひかりがおか公開に至る｡

橋の形式は､この地区の標準タイプと

して設計されたPC単純U桁の下路橋で

ある｡

橋桁のコンク7)-ト壁が祐欄を兼ねて

いる｡ トップレールにはステンレスパイ

プを用いた｡

橋而舗装には､色調の舛なるコンクリ

ー トブロックがランダムに敷きつめら

れ､空間に変化を与えている｡

壷 _i-= 二 _嶺 i t- _--1-

■-!■

【設計概要】
●橋名

●所在地

4淳工年月

●上部構造形式
.下缶状造形式

●基提構造形式

●横長(支間)

●幅月

.設吉十荷重

●適用示方書

ろまん通り非道柄(FC･5)

都筑区中川lT目20番

昭和61年1月

pC単純U桁墳
逆T式構台

頚管杭dI5COx16∝)～18.00
1550(1460)

300

TL-14

道路橋示方単卜 同解説
S53､55

A.橋台正面Ea
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[設計概要】

●橋名

●所在地

●竣工年月

●上部構造形式

●下部構造形式

+基港晴造形式

●横長(支間)

●幅員

●設言十荷重

金子入歩道椅(FC18)

都筑区牛久保西2丁目20番

昭和61年10月

PC単純U桁橋

逆丁式橋台

鋼管杭4,500×700～1400
2600(2510)
300
群銀荷重

●適用示方書 道路橋示方flH･同解説

S53､55

かねこいりほどうきょう
金子入歩道橋

この橋は牛久保 ･lH目線をまたく歩道

橋である.東側は戸建て住宅街を抜け､

緑道 ｢くさぶえのみち｣に至るO西側に

は山崎公園､南側にはききょう公園がある｡

橋の形式はこのルートの標準タイプと

して設言1されたPC単純U桁の下路橋で

ある｡

橋桁のコンクリー ト壁が高欄の役目を

果たしており､ トノブレールはアルミパ

イプを使用し､ダークブルーで仕上げて

いる｡親柱はコンクリー トの打ち放しと

し､橋面舗装は橋桁と同系色のコンクリ

ート平板を採用し､橋上空間を落ち着い

た雰囲気でまとめているQ

75



ほどうきょう
あすなろ歩道橋

この府は牛久保 中Jll森をまたぐ歩道 ~~＼ ーヽ

低である｡北側は牛久保西公園を在て縁

辺 ｢くさぶえのみち｣に至る｡南側は市

立都筑小学校 を経て兆合住宅地に通 じ

る｡束へ行 くと中山 .北山田親を渡って iゝ-1_

センター北駅に至る｡

概の形式は､このルー トの標準 タイプ

として.役L刺 されたPCi紬hU桁の下路橋

である｡

吉.W削ま横桁と一体のコンクリー トの壁

7,,lJ欄である｡ トップレ-ルにはアル ミパ

イプを川い､曲尊宅はダークブルーで仕上

げているC

G'M17舗装はグレーのコンクリー トプロ

yクを誠朋にして､白いブロックでアク

セントをつけているO

横桁の外所につけられた水平なライン

は桁T':.'J-からくる圧迫感を績和 しているO

iiI

【設計概要】
●橋名

●所在地

●竣工年月

4上敷構造形式
+下部構造形式

●基掛荷造形式

●横長(支間)

●幅員

●設吉十荷重

●適用示方書

76

あすなろ歩逝桁(FC-9)

杯洗区′rl久保西2丁目25番

E!Ll和63年3月

PC上ii純U桁椎
逆T武備白

銅℃杭4,500×1950-2150
2300(2210)

300

Tlノ14

iEL蛸柄示万世 同解説

S53.55



鍋し≡ 50桁 長 2290() 50 杭 500500

4〔)0支 間 22100 400

@ F ㊨
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この横は日吉 ･元石川線をまたぐ歩道

橋である｡

南側は牛久保コスモス公園に通じ､北

側は高等学校用地に接している｡

階段､斜路は北山田バス停につながるO

橋の形式は､このルー ト上の標準タイ

プとして設計されたPC下路橋であるO

橋桁､横面はともにルー ト上に架かる

歩道橋と同様の仕様.

中央分社帯の緑が横の長さからくる威

圧感を軽減している｡

じゅうだいほどうきょう
十代歩道橋

(設計概要】

●梼名

●所在地

●竣工年月

4上部構造形式

●下部構造形式

●基礎構造形式

●横長(支間)

●幅員

●設計荷重

●適用示方暮

十代歩道聴(FC･14)
都筑区北山田5丁目17番

平成 3年 1月

PC単純U桁俄

逆丁式橋台

A,鋼管杭¢500x1350･

A,直接基碇

27ー20(2630)

300
帯封主荷重

道路墳示方TLut 同解説

S55､Hz
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むぎふえほどうきょう
麦笛歩道橋

この億は日吉 .元石川線をまたぐ歩道

臆である｡

橋の米側には退路桁の稲穂横が並んで

柴かっている｡

南側は′ト学校.中学校用地を謹て､綜

道 ｢くさぷえのみち｣に通じるO

北側は7.'古等学校用地から,北山EE]′ト学

校を煮て､かくれんは公L益lへと通じ､子

供たちがLl々 行き交う道である｡

横の形式は櫛船橋とI'rlじPC単純中空

床版柄とした｡

【設計概要】
●橋名

●所在地

●竣工年月

●上部千舟造朽多式

+下甜書道形式

●基掛為遣形式

●横長(支間)

●幅員

●設計荷重

●適用示方書

RfltJ)Jt血統(FC-22)

都筑区北山l刀5TEH3番-

TT7-成 ユ咋12月

PClil_純rll空床版橋

逆T式構台

irLT杭4,5(氾×1300-ユ500
2620(2530)
500

TL-14

ia粍楯示方怨 ･同解説

S53､55 ] 二_i_--萱 堅 琶
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きぬかぜほどうきょう
絹風歩道橋

この橋は佐江戸 ･北山田線をまた〈歩

道橋であるO

東側は北山田しゃぽんだま公臥 神撫

公園に至り､西側はじゃんけん公園に通

ずる｡

橋の形式は､この地区の標畔タイプと

して設引されたPC単純U桁の下路橋と

したO

横長が長いので､主桁断面はウェブを

緋くすることにより重JliLiを軽減するとと

もに､テーパーのつくる陰影が橋を印象

的なものにしている｡

橋桁のコンクリート壁が高欄の役目を

担い､ トップレールの鋼製パイプはオレ

ンジ色に仕上げたO親柱はコンクリー ト

の手丁ち放しとし､橋面舗装にはコンクリ

ート平板を採用している｡

階段と斜路の法面を保泣しているコン

クリートブロック株みは､橋台正面まで

連続させ､橋の印象を和らげている｡

【設計概要】

●橋名

●所在地

●竣工年月

●上部構造形式
●下部構造形式

●基礎構造形式

●橋長(支間)

●幅員

●設言十荷重

●適用示方書

鯛風歩道橋(FC-23)

都筑区北山田4丁目21番

平成 1年11月

PC単純U桁橋
逆T式橋台

鋼管杭d)500×1550
2950(2860)

300
群Jj!荷兎

道路橋示方岱 ･同解説

S53､55
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しもこやまほどうきょう
下小山歩道橋

この橋は中山 .北山田線をまたぎ､近

隣5号公園の入口となる歩道概である｡

桁下空ru=こ余裕があるので,PC単純

中空床版の上路橋とした｡桁の張り出し

部には曲面を設け､やわらかさを出して

いる｡高欄はアルミパイプのシンプルな

デザインで､親柱は鋳鉄製の端ポストを

用いている｡舗装はコンクリー トブロッ

クである｡

主桁断面回 A.橋台正面包

【設計概要】
●楕名

●所在地

.竣工年月

●上知l還形式

+下鮒き造形式

.基麓構造形式

●楕長(支間)

●幅員

●設計荷重

●適用示方書

84

下小山歩道禰(FC･15)

都筑区牛久保西3TE19番

昭和63年3月

PC単純中空床版櫛

逆丁式橋台

直接益雄

28α)(2710)
300
群雛荷重

道路株示方砂 同解説

S53､55



あすみほどうきょう
明日美歩道橋

この橋は佐江戸 ･北山田線をまたく歩

道橋である｡橋の東側はしゃぽんだま公

園や神無公園に通じ､西側は緑道 ｢くさ

ぶえのみち｣に出る｡

柿の形式は､このルートの標準タイプ

として設計されたPC単純U桁の下路橋

としたo

高欄のトップレールにはアルミパイプ

を用い､塗装はオレンジ色で仕上げである｡

【設計概要】
●橋名

●所在地

●姓工年月

●上部構造形式
●下部構造形式

●基掛荷造形式

●橋長(支間)

●幅員

●設計荷重

●適用示方書

明日美歩道橋(FC-24)

都筑区北山田4丁目25番

平成1年11月

PC単純U桁橋
逆で式橋台

鋼管杭4,500×850-1000
2600(2510)
300

群銀荷重

道路橋示方沓 ･同解説

S53､55
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うけぢほどうきょう
請地歩道橋

この橋は牛久保 中川線をまたぐ歩道

橋である.橋の北側は近隣3号公園に至

り､南側は′ト･中学校に通じ.近傍には

ひめ りんご公園やさくらんぼ公園があ

る｡階段および斜路は､牛久保東バス停

に積読している｡

桧の形式は､この地区の標準タイプと

して設計されたPC単純U桁の下路橋 と

した｡

橋桁のコンクT)- ト壁が高欄を兼ね､

トップレールにはアルミパイプを用い､

赤で塗装されている｡

横面舗装には斜路と同じコンクリー ト

平板を用いている｡

【設計概要】

●橋名

●所在地

●竣工年月

4上缶IJ造形式
●下駄II造形式

●基提tk造形式

●横長(支間)

●幅員

●攻!†荷重
●適用示方書

詣地歩道橋(FC･25)

都筑区牛久保東1丁目21番

平成4年 7月

PC単純U桁嬬
逆T式祷台

鋼管杭dI500×2000-21CK)
24CO(2320)
300

群集荷重

道路橋示方恕 同解説

S53､55



A.橋台正面図
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さちあいほどうきょう
幸逢歩道橋

この株は､北山田センター地区を周回

する区画道路をまたぐ歩道橋である｡横

の西側には緑道 ｢ふじやとのみち｣があ

り､緑道は神無公園に続いている｡南側

は集合住宅地を抜け､小 中学校に至る｡

北側は北山田センター地区とつながって

いる｡

跨道都は桁高がとれるので､橋の形式

をPC単純中空床版の上路横とした｡北

山田センター地区へはループ橋の斜路と

階段で連絡しているOル-プ橋は4本の

柱と剛結されたラーメン構造であるO

橋は北山田センターの橋梁 ･デノキ群

としてトータルデザインがなされたO桁

下両に取り入れた傾斜が橋下での圧迫感

を和らげ､軽快な感じを与えているO

下から見上げたループとそれを支える

円柱の創り出す力強いシルエyトは､躍

動感を表現している｡

高欄は細いパイプの縦桟と太いトップ

レールを用いたシンプルなデザインと

し､菜種には77トライトを設置してあ

る｡

路面舗丑は臆面､斜路および階段とも

にコンクリー トブロックを使用したb

シンプルな橋梁部と力強く躍動感のあ

る斜路が生み出すモダンな姿は､北山田

センター地区にあって印象的である.

【設計概要】

●棟名

●所在地

1一対工手R

+上触書道形式

4下掛片道形式

4基掛書道形式

●橋長く支間)

4幅貞

+投計荷重

●適用示方書

88

幸速歩造林(FC-26)

都筑区北山田ZT日2番

平成8年3月

PC単純中空床版横
道で式禰台､柱式橋脚
PHC杭¢弧)×llC0-13(沿
2550(2457)
400
群iJ!荷蕊

道路橋示方at 同解説

H2､6
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pHC杭 50 偶 長 25500

500 楕 長 25470 30支 間 24570 00
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二_. ･J

この臆は都市計画道路K-4をまたぐ

歩道橋である｡

横の北側は典合住宅街を経て地区外に

通じ､南側はあおぞら公園と小学校用地

を抜け､炎合運動場へと通じている｡

稗の形式は.この地区の標準タイプと

して設計されたPC単純U桁の下路橋で

ある｡Lr欄､親柱はコンクリートの打ち

放しで､ トップレールには鮮やかなオレ

ンジ色に途装されたアルミのパイプが取

り付けられている｡階段､アプローチお

よび桶両には比較的大きなコンクリー ト

ブロックが欺きつめられている｡

【設計概要】
●橋名

●所在地

●竣工年月

●上鰍書道芳多式

.下缶快適形式

●基礎l書道形式

+橋長(支間)

●幅員

●設計荷重

●適用示方暮

山B]大塚歩道橋(FC･28)

都筑区北山Eq6TE151番

平成 4年2月

PC単純U桁橋

逆で式橋台､籍式橋台

PHCdI500 ×1000
2170(2094)
300
群姓荷重

退路横示方沓 同解説

S53､55

やまたおおつかほどうきょう
山田大塚歩道橋
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みなみやまたほどうきょう
南山田歩道橋

この橋は牛久保 ･中川線をまたぐ歩道 して設計されたPC単純U桁の下路橋で

橋である｡橋の北側は南山田ほうけん公 ある｡

園を経て小 ･中学校用地に至る｡南側は 高欄は桁と一体のコンクリート壁であ

戸建て住宅を軽て､緑道 ｢ふじやとのみ る｡ トップレ-JL,にはアルミ製のパイプ

ち｣に至るO を用い､鮮やかな赤で塗装されている｡

橋の形式はこのルー トの標準タイプと

最 良

94

(設計概要】
4摘名

●所在地

●竣工年月

●上部梢造形式

●下部構造形式

●基掛羊造形式

●橋長(支間)

●幅員

.投書十荷重
●適用示方書

南山田歩道嬬 (FC･27)

都筑区南山田2丁目12番

平成4年7月

PC単純U桁橋

逆T式橋台

直接基礎

2350(2270)

300

辞典荷重

道路楯示方坊 ･同解説

S55､H2



ふじつかほどうきょう
富士塚歩道橋

この橋は緑道 ｢ふじやとのみち｣と､

そjtに沿って走る区画道路をまたく歩道

橋である0倍の北側はLLrEB富士公園の入

口となり､南側は北山田地区センターに

至る｡

桶の形式は､谷の中央部にV脚をもっ

たPC2径間連続ラーメン橋であり､桁

高がとれるので端径間が中空床版､rFl央

径間が箱桁の上路橋としたO平面形状は､

駅も11広場に集まる動線をスムースにする

ため､ゆるやかな円弧を1Llhいているo

高欄はアルミパイプのシンプルなタイ

プを採用した｡

横面およびアプローチの舗装にはコン

クリートブロックを敷きつめている｡

雷士壕歩道橋(FC-29)

都筑区北山田7丁目3番

平成8年7月

PC2径間逆続V脚ラーメン橋

逆で式橋台､ラーメン橋脚

鋼管杭41800×1100

4900(3005+1805)

400

群柴荷重

道路琉示方fiF 同解説

S55､H2

iPl管杭≠800
し-11000
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この横は日吉 ･元石川線と駅前センタ

ーゾーンの幹線歩行者専用道路の交差部

に架かる長大な歩道橋である｡

歩道橋は日吉 ･元石川線を中心として

南側､東側の駅前センターゾーン道路を

またぐ3つの跨道橋で構成されている｡

それぞれの跨道橋はデッキで結ばれ､階

段およびスロープで路面に接している｡

メインとなる日吉 ･元石川跨道橋の形

式は桁高を最小限に抑えるために鋼床版

箱桁断面とし,三角の斜材と吊材から構

成されるローゼ桁橋である｡

アプローチのデッキの形式はRCの2

-4の迎杭ラーメン中空床版橋であり､

耐震性に優れている構造を採用してい

る｡

横上にある山型の主構はセンターゾー

ンのシンボルとなっている｡

地夜の外に開いたテーパ-面と桁側面

の丸みとの陰影が創り出すコントラスト

が､構造全体の軽快さを演出している｡

丸柱､角柱,階段スロープの腰壁の仕

上げは磁常詮‡rLタイル張りとし､高欄は2

本の鋳鉄による束柱上に太い銅パイプを

載せ､機上空間の両側を引き締めている｡

ともに駅前センターゾーンの近代的な感

じを表現している｡

照明は来社に埋め込まれたフットライ

トを採用｡構面､階段､スロープなどの

舗装は､茶系のコンクリートブロックを

用い､色調.並べ方などに変化をつけ､

親しみやすい空間を創りだしているD

【設計概要】
●橋名

●所在地

●竣工年月

●設計荷重

●適用示万事

96

人達歩道橋(FC-31)

都筑区北山田1丁目11番

平成8年4月

群iL主荷韮

道路橋示方沓･同解説

H2､6

ひとあいほどうきょう
人達歩道橋
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人達歩道橋

北側側面Cg] 北■取付岸壁 北■スロープ

36150 16750
北側デー)キ El吉 元石Jl儲 正絹
37250 32600

鴨 _碑 _ ヒ lI㊨ 写Z ㊧

一 一十 一- 一十 一一一十 一一-ト 専ト --一一せ ヰ㊨ 侮 -- 敏 一一一敏一.-.鞭 ---1----
く⊃To北側ス口-プ

3Fl■取付h一堂 東dIスl3-プ
19500 19100 2㈱ 0

l 9500 10000一 ㊤ ㊤ 10000㊨ 9100 l 13000㊨ ㊧ ー3000 ㊨l㊨lM弓喜



繭dllデ-/キ 南側取付誇並は

31794 255(X〉

12224㊧ ㊨ 12㈱ 7570竺L 聖

___@M8 i㊨ ㊦8▲

P C杭 7CO ■ l ら■PHC杭 700 50 PHC杭 7000. P■LHC抗 7

PLN橋脚正面図

61∝1

%02㌢ 帝

【設計概要 ･北則
600 ●上部構造牙多式 RCl径間連撲ラーメン中空床版砕

RC4径間連枝ラーメン中空床版壌

銅単純ローゼ鋼床版箱桁櫛

RC3径間連続ラーメン中空床版椴

+下書朗荷造形式 柱式橋脚

4基掛男達形式 PHC杭4,500×ユ600､
¢700×700-1600

●橋長(支間) 11839

(1400)(627+868+950+ll00)
(3260)(1222+1200+75)

.暗点 550

l ㊧l t3000㊨ 121〉OO㊨ 12000 27Sd柿2750 86006363 64002の55d2100210I57001 C-抗d500
I -1 PHC杭 5001L-15(叩O 5 pHCr̂ 500. 1 1iI 二ユ ■Li~pHalA lPHC杭500 P

oc

柵 車道は 壬■- 抹l l lV 北チツ与㊨ ･す

. ‥ _ 止 ⊥ 仁 ∴

--ーl_-_Hト-一一一 争-- -- 十1 --丁沓 一一一十 一 ト1 ト ?--=

【設計概要 ･東側】

●上缶は造形式 RC2径間速読ラーメン中空床版雀

PC単純中空床版偵
RC3径間連枝ラーメン中空床版墳

RC2径間連枝ラーメン中空床版椴

●下部構造形式 柱式橋脚

4基礎構造形式 PllC杭d,500x1500-1600､
4)700×1400-1500

●楕長(支間) 11105(1300+1300)(2500)

(1300+12(刀+1200)(&餌 +640)

+幅員 300
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人達歩道橋

南側側面CZ)

100

南側デノキ 南側朽逝横 南側スロー7 両dl取付擁壁

25500 24000 14600

(設計概要 ･南側】
●上細 道形式 PClri純中空床版低

RC2径関連穀ラーメン中空抹板橋

+下勧請遣形式 柱式蛾脚

●基礎構造形式 直接2B碇､

PHC杭d)7(氾×700

●楕長(支間) 4950(2500)(la00+12.00)

●幅員 400
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この稀は日吉 ･元石川線をまたぐ歩道

橋である｡

南側は戸支出で住宅街を通り,近隣2号

公園に通じる｡

北側は結迫 ｢ふじやとのみち｣につな

がり､階段斜路はセンター前バス停に通

じている｡

桟の形式はルー トの標単タイプとして

設計されたPC下路橋である｡

梼桁のコンクリー ト壁が高欄を兼ねて

いる｡ トップレールのアルミパイプはル

ー ト色の赤｡概側面には柿動感あふれる

大きなrll1線を配している｡

E設計概要】

●橋名

●所在地

●稚工年月

+上醐 造形式

●下軸 造形式

●基礎構造形式

●横長(支間)

●幅員

●設計荷恵

●適用示方書

北山田歩道墳(FC･33)

都筑区北山l刀1丁目14番

平成2年10月

PC単純U桁横
逆T式砕台

額管杭dI500×1650-1700
2830(2740)
3(X)

粁JJi荷重

氾路析示万有Lt 同解説

S53､55

きたやまたほどうきょう
北山田歩道橋
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54〔】 橋 長 28300 5D支 間 2740D 400

@ Jr ㊨

菅杭≠580:1650D

l

A.橋台正面図
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せいうんほどうきょう
青雲歩道橋

この横は肺市計画道路K-5をまたぐ

歩道桁である｡

億の北側は近隣2号公E歪】に接し､南側

にはサレジオ学院中 高等学校がある｡

階段､斜旅はサレジオ学院のバス伴につ

ながる｡

椴の形式はこの地区の標準タイプとし

て設計されたPC下路橋である｡

橋桁のコンクリ- ト壁は耗掬の役Hを

担い､横桟上部には内側に曲がったステ

ンレス製の-ilミ杜と3本のレールが歩行者

に弘 L･感を与えているo

階段脇の別所の植栽と反対側の橋台前

Tmのブロック榔みが高い橋台の垂直なコ

ンクリ- ト両をカバーし､やわらかな宗

秋をつくり山している｡

(設計概要】

●橋名

●所在地

●竣工年月

●上部構造形式
●下部構造形式

o基掛毒造形式

●横長(支間)

●暗点

●設計荷重

●適用示方書

IJJ'ELC少冶傭(FC-3LL)

榔筑区北山田2TE120番
平成2年10月

PClii純U桁柿
逆で式統台

i3ill'.ILJLt4,500×750-1200
17BO(1700)

300
FT叫!(.寸･Tt

逝紡機示方乎‡･同解説

S53,55
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Al橋台正面図
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てらくぽほどうきょう
寺窪歩道橋

この横は都市計画道路K-5をまたぐ
歩道横である｡

横の形式はこの地区の標準タイプとし 【設計概要】

て設計されたPC下路橋である｡ ●楕名 寄錘歩道硫(FC･35)

西側は近隣2号公馴 こ接し､周辺は戸 橋桁のコンク,)-ト壁は市欄の役目を .所在地 都筑区北山田2TEF18粛

建て住宅地であるo斜路とl特段で橋下の 担い､シンプルなステンレスの手すりを ●竣工年月 平成 1年 9月

寺窪パス伴につながる｡ 才紺 している0 4上朗 這形式 PC蝉純U桁橋
●下部構造形式

●基礎構造形式

●怖長(支間)
●幅員

●設計荷重

●適用示万事

逆T式橋台

近接基礎

1740(1650)
300
群処荷重

道路槍示方沓 同解説

S53､55
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ゆめあいほとうきょう
夢逢歩道橋

この柿は緑追 ｢ふ じやとのみち｣と､ 根の形式は､桁高が大きくとれるので､ 【設計概要】
それに沿って走る区画道路をまたく歩道 谷の中央に橋脚を設けたPC2径間連続 ●橋名 節速歩道橋 (FC-30)

橋である｡ 中空床版の上路橋とした｡ ●所在地 都筑区北山田1丁目10番

●竣工年月 平成8年10月

●上部構造形式 PC2径間迎続中空味版橋

.下部構造形式 逆で式橋台､蛇式橋脚

●基礎構造形式 Al,P,場所打ち杭

¢1200×650-1000

A,銅管杭 ¢80OX1250

●橋長(支間) 62249(3090+3065)

●幅員 600

●設言十荷重 群封ミ荷丑

.適用示方啓 道路橋示方Jlt･同脚説

H2､6



うし くばほどうきょう
牛が窪歩道橋

この橋は都市罰画道路K-5をまたぐ
少追憶である｡

南側に山EEl小学校､北側巧には′ト･中学

校やjJ…合運動場､公雷等が計画されている｡

横の形式は､地区の席準タイプとして

設計されたPC下粍機である｡

橋桁､横面ともルー ト上にかかる歩道

低と同様の仕様であるが､植栽や自然石

の右横みなどが道路景観に変化を与えて

いる｡

L設計概要】

●橋名

●所在地

●竣工年月

.上部構造形式
●下淋毒造形式

.基掛弟造形式

●横長(支間)

●幅員

●設計荷重

●適用示方書

牛が銀JJi-itL締(FC-36)

都筑区mLIHEr2丁目2番

平成 1句三9月

PC単純U桁橋
逆丁式総台

鋼管杭4.5(氾×900

1630(1540)

300

TL-14

道粍揺示方む 同解説

S53､55

A.橋台正面図
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すわほどうきょう
諏訪歩道橋

この橋は第-地区の北東､一番はずれ

に位置してお り､都市計画道路K-5を

またぐ歩道橋である｡

西側には公団コンフォール刃ミ山田集合

住宅､東側には東山附工業団地があり､

この 2つの地区を結んでいる

柿の形式は､地区の棟準タイプである

PC単純U桁の下路橋である｡

姓合住宅側は階段と斜路によってバス

停につながっているO

橋桁のコンクリー ト壁が高欄を来ねて
おり､ トップレールにはシンプルなデザ

インのステンレスパイプを採用した｡

横面舗装は落ち着きのある淡い茶系の

コンクリー ト平板を使用している｡

橋台は植栽によって預われ目立たない

よう配慮され､橋桁の約素な仕上が りを

印象づけている｡

【設計概要】
●橋名

●所在地

●竣工年月

.上潮葺造形式

●下部構造形式

4基藤構造形式

●橋長(支間)

●幅員

●設計荷重

諏訪歩道橋(FC-37)

都筑区東山田4TE15瀦

昭和61年 1月

PC単純U桁橋

迎T式僻冶

鋼琶杭4'500×1200-1300

2200(2日0)

300

TL14

●適用示万有 道路柄示方TLr･同解説
S53､55
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｢ じょうやまほどうきょう
城山歩道橋

この矧 ま日吉 元石川孤で区切られた

音読迫 ｢ふじやとのみち｣をつなぎ､日吉

万両から地区内に入って債初の,歩道橋で

ある｡

億の南側の緑道は､退路と宅地に囲ま

れた幅の狭い支孜であり､地区外につな

がるルートとして重安である｡北側の掠

迫はせせらぎをもつ幹線の末端で.ゆる

やかなカ-プを描く階段は城山バス停に

適じているO

概の形式は､ルー トの雌畔タイプとし

て設計されたPC下路概である｡

橋桁のコンクリー ト蛇は端欄の役目を

担い､ トップレ-ルはアルミの九パイプ

を他用し､色彩は落ち栗Eいたダーク系の

改装を施してある0倍側両には大きくダ

イナミックな曲線を配し､峨台の日吉側
佃両には自然石の親柱の上に犬のオブジ

ェを置いてあるD

全体に.地区外からの玄関口としての

戟しみやすさを燥じさせる配慮がなされ

ている｡

非述部から緑道へ上がるアプローチの

階段は.ゆるやかな曲線をもたせること

により､桁台周りに豊かな緑の全問を創

り山している｡

【設計枚要】
.1-ち

●所在地

●練工年月

●上鰍書道形式

4下部構造形式

●碁掛‡造形式

●橋長(支間)

●幅員

●1生計両立

城山歩道億(FD-1)

都筑区東山tEl3TE14番

平成 2年3月

pC単純U桁楯

迎丁式梼由

鋼管杭650)×1250-1500
2480(2390)

300

TL114

●適用示方書 退路横示力 む･ITiJ解説
S53､55



113



いせきこうえんほどうきょう
遺跡公園歩道橋

この橋は港北ニュータウン第 1地区の

南端に位置し.佐江戸 北山田線をまた

ぐ歩道橋である｡橋の架側は歴史公園で

ある大塩歳勝土追跡公園に通 じている｡

西側は横浜市歴史博物館に撲殺 し､北西

には市営地下鉄 3号あざみ野線センター

北駅がある｡

桧の形式は､桁寓が大きくとれるので､

歴史博物僅側に張 り山LをもつPCのT

型ラ-メン箱桁の上特価とした｡

歴史博物館側の斜路は､船底形の丸み

を帯びた断面をもち､3屑5径間の立体

ラーメン構造となっている｡

桁梁と博物館のペデデ ノキが連続して

いるため､橋のイメージは博物館のデザ

インとの統一を図っている｡

桁7L,Bは歴史博物館のベアデ ッキ桁に合

わせ､ゆるやかな曲線をもっているO

高欄､親柱､路面舗装などのエレメン

トはベデデ ッキと共通な紫材を用いるな

ど､モダンな外税に仕上げた｡

高欄はアルミの外枠にステンレスのメ

ッシュをはめている｡アプローチの階段､

斜路の入口および桁端には自然石の親柱

を設位し､横上空間にアクセントをつけ､

上部に取 り付けられた照明は柿面にソフ

トな光を与えている｡

桁の外装は明るい樹順扮装｡柱周りは

御影石を摸 した磁器質モルタルを吹き付

けてある｡桁から張り出しているらせん

階段は直線と曲線が交錯 し､幾何学的で

印象的な美しきをかもし出しているo

路面舗装は､淡色の磁器質タイルを基

調とし､モスグリーンのタイルをライン

上に配してアクセントをつけており､ま

た､地熱 二は緑色の陶器質タイルで化粧

し,横面の両側を引き締めているo斜路

には横面と同じ磁器質タイルを用い.階

段には自然石を敷きつめたo

公園側の橋台の縦壁には2本の柱を見

せ､蝉調なコンクリー ト両にアクセント

をつけている｡博物剛 1Uは2枚の壁をも

ったラーメン橋脚とし､博物館のペアデ

ッキを支えるスレンダーな角ビアとの整

114

合性を考慮したデザインである｡ 【設計概要】
機上では視野を遮るものはなく､端正 .橋名 迎跡公園歩道橋(A)

な歴史博物館のたたずまいとセンター北 ●所在地 都筑区中Jlr中央lTE18番

駅を眺めることができ､開放感がある0

億は歴史公園の閑静で緑の豊かな景観

と柄の直線的でモダンな空間のコントラ

ス トが美しく､鮮やかな白の横桁､銀色

に輝 く高欄､地苛の明るいグリ-ンのタ

イル､力強く屈曲して機に接合するアプ

ローチなど.印象的な外観をもつ橋であ

り､ランドマークとしての役割も果たし

ている｡

●淳工年月

●上執書道形式

●下軸 遣形式

●基礎構造形式

●棟長(支間)

●幅員

●設計荷重

●適用示方事

平成7年3月

T型ラ-メン箱桁横

逆丁式傭台､ラーメン式

墳脚

PHC杭46∝)×600
4270(3697)
4.25

群狐荷重

道路横示方恕 同解脱

S55､H2





追跡公園歩道橋
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p.橋脚正面Ea A2橋台正面図
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この橋は牛久保 ･中川親をまたぐ歩道

橋である｡南側には市営地下鉄3号あさ

み町税センター北駅がある｡北側は牛久

保西すずらん公園に通じ､緑道 ｢くさぷ

えのみち｣に至る｡斜路､l塔段はセンタ

ー北駅入口バス停に連絡している｡

橋の形式は､桁高がとれるので跨退部

をPC騨純中空床版の上路橋とした｡そ

れに続く斜路の接続lB,r;分は4割LrU長が短い

のでRC埠絶版桁を採用している｡

高欄はシンプルなデザインのアルミ高

欄で､ポリカーボネート枚が張られ､桁

上空間を明るくしているO斜路のアルミ

なみきほどうきょう
並木歩道橋

高欄には､波模様を浮き立たせてリズム

感を出している｡

橋と斜路の】妾続部には照明を兼ねた親

柱を設置し､駅のサインとしたo

横面舗装は､明るい色調のコンクリー

トブロック張りとし､斜路､階段へと続

いている.

桁および斜路側拍lのテーパーは変化に

諒･.'んだ直線を形成し､モダンなZri囲気を

生み山している｡

橋脚は桁のシャ-プさと対照的に曲線

を基調として､柿下空問に柔らかさを耽

り入れた｡

【設計概要I
●橋名

●所在地

+竣工年月

.上部構造形式

.下部構造形式

●基礎構造形式

●橋長(支間)

●幅員

●設言十荷重

●適用示方杏

jl仁木歩道桁(E)

都筑区牛久保西2丁目10希
平成8咋1月

PCiLi純中空床版桁､RC

lij純版桁橋

逆T式桶台､壁式橋脚

PIIC杭¢6α)×18.C0-19CD

3260(2420十795)

500

群Jjミ荷韮

迫田†橋示7111卜 ri711岬説

rⅠ2､6
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並木歩道橋
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スロープ橋側面図
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I
LJが
草
･

ほどうきょう
ほのか歩道橋

この続は佐江戸 ･北山田線をまたぐ歩 駅前広場に遡ずる｡東側にはさくらんぼ 高欄には細裂枠にポリカーボネー ト板

道標である｡ 公園がある｡ をはめ､束桂に照明を取 り付けているo

橋はセンター地区に位'RL､西側は市 柿の形式は,桁高がとれるのでPC単 親柱は自然石張 り､シンボリックにデザ

甘地下鉄 3号あざみ野細センタ-北駅の 純にF'空床版のJ:鉢橋としたO インされた照明を設けている｡

(設計概要】
●橋名 ほのか歩道櫨(G)
●所在地 都筑区中川中火lTEl27番

●妓工年 平成 7年3月

●上甑快違形式 PC単純中空床版億

.下静穏 形式 A.箱式揺台､A_逆で式臆台

.基掛J造形式 A.直接韮礎､

APHC杭d･600x1600
●橋長く支間) 3830(3740)
●幅員 5∝)

+設計荷重 肝炎荷韮

t適用示方f 道路怒示方16･同解説

112､6
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A2橋台正面図
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きたほどうきょう
センター北歩道橋

この橋は中山 ･北山田線をまたぐ歩道

橋である｡

橋はセンター地区に位置し､東側は市

営地下鉄3号あざみ野線センター北駅の

駅前広場に通ずるo西側は張合住宅街を

経て､都筑′ト学校に至る0

倍の形式は桁高がとれるので､PC単

純中空床版の上路橋としてある｡

内部空間は駅前広場を包む歩道のデッ

キのイメ-ジを樵上まで取り込み､西側

の橋詰で分節を明快に表現している｡

駅前広場の出入り口に位置するので､

橋梁の外部景観は橋の存在を知らせる象

徴性をデザインに取り込み､直線を基調

にしたスレンダーな橋に仕上げてある｡

高欄および路而舗装などは駅前広場橋

梁群とデザインの統一が図られている｡

【ぢ琵十概要】
●楕名

●所在地

4竣工年月

●上部構造形式

●下部構造形式

●基礎構造形式

●橋長(支間)

●幅員

●設計荷重

センター北歩道橋(C)

都筑区中川6TE11帝

も守uA_

PClii純中空床版鳩

逆丁式橋台､ラーメン式橋脚

直接基礎

3575(3460)

5(X)
辞触荷蕊

●適用示方書 道路橋示方沓 ･同解説

H2､6

A.橋台正面図



に



港北第二地区





ゆう はし
夕やけ橋

(設計概要】
+NEも

●所在地

●竣工年月

●上音別井違形式
●下書別井造形式

●基礎構造形式

+橋長(支間)

●幅員

夕やけ億(A-1)

都筑区見花山1番

昭和58年3月

PC堆純箱桁械

A,逆で式橋台,

At扶壁式橋台
直接基礎

3700(3590)

150十600十300

●設計荷重 TL-20

●適用示方書 iEI路棉示方nr 同解説

S53､55

128

この橋は縁辺 ｢ゆうはえのみち｣と平

行して走る周回区画道路にあり､中山 ･

北山田線との交差部をまたぐ道路橋であ

る｡

桁の形式は道路幅月が広いので.2主

桁とし､桁市が大きく取れるので､PC

単純箱桁の上路橋とした｡

高欄はアルミ怨で束杜にはダイキャス

ト､ トップレールにはパイプが使われ､

直線的で軽快な感じを出しているo

どっしりとした親柱はEFlr線をもった天

端と上部に円形の穴のある独特の形状

で､側両に由然石が711王られている｡

玉出感とやわらかさをもった親柱が､

高欄の軽快さを補給で引き締めているo





つづきはし
都筑橋

この横は中山 ･北山田線と､高山､大 桁とし､桁高が大きく取れるのでPC単

丸間を結ぶ区画道路との交差部に架かる 耗箱桁の上路橋としたO

道路橋である.栃の北東には千人橋が隣 高欄の トップレ-ルは2本のパイプを

接して架かっている｡ 通したバラスタータイプで､親柱が椅上

棟の形式は､道路幅月が広いので2主 空間のアクセントとなっているO

5d 横 長 27000横 長 26900 bol400b40()㊨ 支 間 26100l

l l ,逮yliF枕一000L-110001(×)警 欝 o ll"rI-ー~~~~､‖｢ 一一､--.F

【設計概要】
●橋名

●所在地

●竣工年月

●上部構造形式

●下部構造形式

●基礎構造形式

●精兵(支間)

●l岳鼻

●設計荷重

都筑傭(A-2)

都筑区大丸4番

昭和59年3月

PC坤純箱桁鳩
逆で式橋台

鋼管杭d)800×ll00-1300
27α)(2610)

150+900+150
TL20

●適用示方書 道路橋示方啓 同解説

S53､55

一 十 三 一 L- - ｢

ぎf l】Il中山北山田JI ー】lI 之㊥tJLJIJLILJLJLILLLJll
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ゆきあいはし
行逢橋

この橋は､荏田地区を南北に簸貫する 学校に至 り､北帆 ま地区外に通ずる｡ [設計概要】

区画道路と交差する新羽 ･荏EE]線をまた 槍の形式は桁高が大きく取れるので ●楕名 行逮傭(A･3)

ぐ道路橋である｡ PC単純床版の上路橋であるC掛 二添加 .所在地 都筑区荏Bl南5丁目20番

橋の南側は住宅街を岸て荏田東第-′ト 物があるので 2つの版桁を用いている｡

@+ El 写1 紺
l ≡ l

L 1l :LL? I I

1 岩 ー50 57501I.5750と50

●技工年月

4上掛共進形式
●下部構造形式

.基掛A造形式

●橋長(支間)

●幅員

●設計荷重

昭和56年11月

PC単純中空床版横
逆で式橋台

直接韮礎

2256(2166)

150+600+150

TL20

4適用示方暮 道路倫示プア軒 ･同節説

S53､55
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この桧は佐江戸 北山田線と緑道 ｢さ

きぷねのみち｣および並列する区画道路

の交差部にある道路橋である｡借上の歩

道は佐江戸 ･北山田線によって東西に分

断される緑道をつないでいる｡西側は大

原みねみち公臥 東側は茅ヶ崎公園に通

ずる｡

橋の形式は桁端が高 くとれるので､

PC単純T桁の上路橋とした｡

もえぎはし
萌黄橋

捺下は.比較的広い中央分離帯の植栽

と東西に広がる緑道によって緑豊かな景

観になっている｡

緑道の分節点を形成する通路桁である

ため､緑辺としての空問イメージを稔梁

部で分断することのないように.隷道へ

の眺望を考慮してアルコーブを設けると

ともに､エレメントのデザインに工夫を

こらした｡

[設計枚要】
●はも

●所在地

.汝工年月

●上皇81書道形式

.下缶状造形式

●基礎Il造形式

●横長(支間)
●幅員

前非横(AJl)

都筑区茅ヶ崎南4丁目7番

昭和59年3月

PC単純T型億

逆で式橋台

ifl管状4,600x600-700
3982(3892)
503+600+153

●設計荷重 TL20
4適用示方f 道路楯示方軒 ･同解説

S53､55

132

高欄はコンクリートの壁Fi.5欄とし､天

端には自然石を並べ､韮厚感を出してい

る｡アルコーブ部は開放感のある縦様の

シンプルなデザインを採用している｡

歩道部の橋両舗装は､橋詰から続く落

ち着きのある茶系のブロックを張り､ア

ルコーブ郎J'Jlは小舗石でアクセントをつ

けた｡



∴ 21 ll

1 ささぷねのみち
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さと せきはし
郷の関橋

この橋は九千 ･中山 ･茅ヶ崎線をまた

ぐ道路橋である｡

道路は東側で新羽 荏田線に合洗す

る｡西側はiJき合住宅街を抜け､つくし公

L監lに通じているO

橋の形式は桁花が大きくとれるので､

3径間速読T桁の上路橋である｡高欄は

倍率的なアルミのバラスタータイプ､親

柱はコンクリー トの壁を用いている｡

桁高は支点部と中Fu部を放物線で変化

させ.桁下空間に開放感を与えている｡

'ql路樹が大きな橋脚を校い､人工的な

柵造物のもつ威圧感をやわらげている｡

【設計概要】

●橋名

●所在地

●手‡=年月

●上缶状遣形式

●下謙tA造形式

●基掛書造形式

●橋長(支間)

●幅員

●設計荷重

●適用示方書

134

郷の閑梼(A-5)

都筑区勝田南ZTE]2番

昭和60年2月

PC3径間速読T桁橋

逆T式構台､壁式聴脚

A.直接基礎､傭臥
A,鋼管杭d)600×8.∝卜1200

63CO(1905+2400+1905)
150+600+150
TL-20

道路橋示方沓 同解説

S53,55
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まさかどはし
将門橋

この樵は新横浜 元石川線に架かる道 樵の形式は広い中央分鮭帯に橋脚を設 プレールにアルミの半円形カバーを取り

路低で､元石川方面から地区内に入って 置した2径間速読桁である｡桁断面は桁 付け､表面はルート色であるプル一系の

最初の跨道橋である｡ 高が大きくとれるので一般的な張り出し 塗装を施してある｡親柱の天端には 卜y

臆は仲町台LIT目住区と仲町台 lTEl をもった等断面PC中空床版である｡

の商業地区を南北につないでいる｡ 高欄はコンクリ- トの壁高欄で､ ト

【設計概要1
●楕名

●所在地

●竣工年月

.上部構造形式

●下毛朗共進形式

.基掛A造形式

●橋長(支間)

.幅員

●設計荷重

●適用示方書

将PEl椴(A-6)
都筑区仲町台4TEI3番

昭和59年3月
PC2径間連名完中空床版橋

迎T式林台､柱式横脚

鋼管杭4800×4jX)～1400
LI980(26SX)+2200)
150+600+150

TL20

道路磯示方沓 ･同解説

S53､55

プレールと同じ形状の自然石をのせ､橋

の両端を引き締めている｡

50l 横 長 4桁 長 499800700 J50
4d 支 間 26900 支 rq 22000 一oo

l

8苦iZl書状 一 ･l r l ー I l 菅坑≠800- 10000
I800I
lll l I喜.〟 00iFl書状一80○し-14tX)0 I川
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この橋は大f桔･東山田線に架かる道路

橋であるO椅下の路線は早 測3丁Elの住

区と第3京浜道路の北川､I;):r申坂地下道

とを結んでいる｡道路の幅員が狭いので､

橋台は左右の綻壁を連結させたU塑桁台

を採用 し､上部工はPCプレキャス ト部

材を用いている｡
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こかげはし
木陰橋

この橋は戸建て住宅街を周回する区画

道路上にあり､緑道 ｢ゆうはえのみち｣

をまたぐ道路橋である｡

区画道路の南側のルート上には夕やけ

橋があり､橋下の緑道 ｢ゆうはえのみち｣

は柿の西側で花見山かりん公園とつなが

っている｡

RCボックスカルハート構造を採用した｡

高欄はコンクリートの壁高欄､半円形

に丸められた天端の手すり部分は茶系の

タイル張りとなっている｡また､壁高欄

と一体となった親柱には白い自然石が張

られているO

部にはアーチ状の曲線を入れ､側面は丸

く面取りをするなと､公園の入口として

歩行者に威圧感をもたせない配慮がされ

ているO

自然石の石積みでできたアプローチ階

段は､両側を植栽の緑で覆い､周囲の自

緑道から見える桁､橋台はコンクリー 然景観の中に溶け込んでいる｡

構造形式は緑道幅が狭いので単径間の トの打ち放しであるが､ボックスの開口

[設計概要】

●橋名 木陸橋(B-1)

●所在地 都筑区見花山20番

●竣工年月 昭和57年8月

●構造形式 RCボックスカルハート

●基掛毒造形式 PC杭d)600×1100

●内空断面 800×380

4幅員 500

●設計荷重 TL-20

4適用示万苦 道路橋示方モぎ 同解説

S53､55
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この橋は中山 ･北山田線と緑道 ｢ささ

ぶねのみち｣の交差部に架かる道路橋で

ある｡緑道を北上すると鴨池公園があり､

南には富ヶ谷公園があるO

橋の形式は緑道の幅員が狭く､退路に

埋設物があるのでRCボックスカルバー

トを採用した｡緑道の大きなV字形の谷

間を､躯体の3At壁と擁壁でふさいでいるO

ボックス延長が艮いため､道路中央分碓

帯にグレーティングをはめ込み明かりと

りを設けてあるD

高欄は安定感のある壁高欄とし､笠木

には白い御影石を'Eき､重厚感を出したo

一体化した親柱にはオブジェを置き､趣

みかげはし
御影橋

のある雰囲気を出しているOまた､親柱

に続く俊美な曲線の御影石が､橋詰を引

き締めている｡

鴨池公Bil側には緑迫を見おろすアルコ

ーブを設け､くつろぎのある歩道空目liJと

している｡また､開口部には広がりをも

たせ､緑道へのつながりをスムースにす

るとともに､ボックスの内部空間を大き

く見せている｡胸壁と巽壁面の自然石は､

法面の他栽とともに落ち着いた雰囲気を

l諾わせている｡

9-ケ谷公園側の開口部にはひさしを設

性をさらに高めているO

せせらぎまで敷きつめた遊歩道の小舗

石､御影石の渡し､そして腰石積みなど

が辺りの自稚く景観に溶け込んでいる.

【設計概要】

●橋名 御影柿(B12)

.所在地 都筑区荏D]束ZTE125番

●竣工年月 昭和58年3月

+構造形式 RCボyクスカルパ-ト

●基掛発進形式 PC杭4'400×1000- 1100

●内空断面 800×380

●幅員 (300十725)x2

●設言十荷重 TL20

け､公園のゲー トとして演出した｡V字 .適用示方昔 道路橋示方む･同脈説

形に開いた法面から見える外紋がゲート
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しぶさわはし
渋沢橋

この橋は新羽 荏田線に架かる道路橋

である｡橋下はかたわらをせせらぎが涜

れる緑道 ｢ささぷねのみち｣が通ってい

る｡

橋の南側には鴨池公園があり､｢ささ

ぷbのみち｣に沿って/ト･中学校用地が

ある｡｢ささぷねのみち｣は､さらに聴

の北側で籍合公園とつながっているo

橋の形式は､横長が比較的長く桁高が

あまりとれないので､単径間の橋がもつ

扇平な感じを避けるため､3径間変断面

RC桁を採用している｡

桁はコンクリー トの打ち放し｡希台､

橋脚にははつりを施してあり､一部は塗

装で仕上げ､コンクリー トの冷たい肌合

いをやわらげている｡

比較的長い機長を生かし,高欄には鋳

鉄製の斜め格子を速読して使うことによ

り､シンプルな中にも伝統的な重厚感を

かもし出している｡

親柱には自然石の巣御影を張り.高欄

の端を引き締めている｡

橋台から橋脚にかけてゆるやかな斜面

に植栽をはわせ､緑道からの視界を開口

部に絞っている｡橋下の空間は高さがな

く､暗くなりがちであるので､中央分離

帯にグレーティングをはめ込み.桁下に

自然の光が射し込む配慮がなされた｡せ

せらぎが関口からの陽光を反映して､櫓

下をさらに明るくしている｡

[設計概要】

●摘名

●所在地

●竣工年月

4上部構造形式

●下部捕造形式

●基礎構造形式

●橋長(支間)

●幅員

渋沢櫛(Bl5)

都筑区荏田東4丁目4番

昭和58年3月
RC3径FU連続丁桁橋

逆丁式構台､壁式傭脚

杭韮礎

2900(765+1300+765)
(250十575)×2

●設言十荷重 TL･20

●適用示方書 道路橋示方び 同解脱

S53､55
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たけぞのはし
竹園橋

この橋は荏田東 1TEIと4TEほ 結ぶ 高欄は鋳鉄製の斜め格子でできてお 【設計概要】
区画道路上にあり､緑道 ｢ささぷねのみ り､天端を丸めた親杜には自然石が張ら ●橋名 竹園拡(B-6)

ち｣をまたぐ道路橋である. 九､落ち着いた退りとなっているO ●所在地 林筑区荏田rilミ4丁目7番

構造形式は緑道の幅員が狭いのでRC タウンセンターから緑道 ｢ささぷねの ●竣工年月 朋 162咋11月
●構造形式 RCl'■】塑カルバート

門型カJL,バー ト構造とし､躯体から張り みち｣への中人箇所でもあり,ゲー トと
+基掛弟造形式 鋼管杭4600×800

出した界壁と擁壁でV型の谷間を塞いで しての意味合いを付加したデザインが採 .内空断面 800×350
いる｡ 用されている｡ ●幅員 150+6α)+150

●設計荷重 TL-20

4適用示方書 jA掛胎示プアnt･同解脱

S53､55
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わかばはし
若葉橋

この地下道は新羽 ･荏田線の心行寺入

口交差点から南西に延びる区画道路をく

ぐる歩行者専用道路である｡

地下道の西側は′ト中学校用地を通り､

緑道 ｢ささぷねのみち｣に至っている｡

構造形式は歩道幅月が狭いので､RC

ボックスカルバートを採用した｡

カルバー ト胸壁が高いので.J岸=コ部に
面取りを施したり.ひさしを丸く突き出

(設計概要】
●橋名

●所在地

●竣工年月

●柵違形式

4基掛J造形式

●内空断面

●幅鼻

+設計荷重

苦楽櫛(B-7)

都筑区荏田東 lTE20番

昭和60年1月

RCポyクスカルバート

直耳基碇

450×360

150十600+150
TL20

すことで変化をもたせ､圧迫感をやわら

げている｡

上部道路の高欄はシンプルなデザイン

で､鋼製の縦様に白の塗装が施されてい

る｡

年月を程て胸壁面に茂った蔦と､掘割

りの擁壁を絞っている大きめの地裁が,

コンクリー ト壁の地下道から受けるfyl塞

感を軽減している｡
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【設計概要】

●権名 渋沢地下道(B･4)

●所在地 都筑区荏田東4丁目11番

+汝工年月 昭和61年3月

●構造形式 RC7-チカルバート

4基礎構造形式 PC杭4,400×400
●内空断面 600×430

.幅員 600

●設計荷重 TL-20

●適用示方暮 道路橋示方岱 ･同解説

S53､55
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しぷさわちかどう
渋沢地下道

この地下道は緑迫 ｢ささぷねのみち｣

の北端にあって､区画道路をくぐってい

/ る｡緑掛 ま竹の里梅花墓苑わきを通り､

荏旺l東 4丁目に至っている｡

構造形式は歩道幅flが狭いので､構造

的に有利なRCアーチカルバー トを採用

した｡

アーチの縁取り､袖壁に自然石を税み

上げ､地下道を周囲の緑の景観となじま

せている｡



この地下道は新羽 ･荏田線をくくる歩

行者専用道路である｡

地下道の南側はすいせん児童公園に通

じ､北側は区の総合庁舎を経て､総合公

園に至っている｡

地下道は斜路､階段で新羽 ･荏E郎泉と

結ばれているO斜路､階段を上ると荏田

碓ハス侍があるO

構造形式は幅員が狭いので､RCボ ッ

クスカルハートを採用している｡

カルハー ト胸壁が高いので､側壁を自

然石積みとし､歩行者に圧迫感を与えな

い配慮がなされている｡

【設計概要】
4橋名 中の轍地下道(B-9)

●所在地 都筑区荏l対束4丁目2希

●竣工年月 昭和58年3月

+構造形式 RCポyクスカルパ-ト

●基礎構造形式 RC杭¢400×800～1300
●内空断面 550×300

●幅員 (250+575)×2

●設計荷重 TL20

4適用示方音 道路橋示方‡娃･同解説

S53､55
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この地下道は新羽 ･荏田緑をくぐる歩

行者専用道路である｡

地下道の南側は茅ヶ崎′ト 中学校を抜

け､その先の茅ヶ崎公園に通じているQ

北側は戸建て住宅街を通り､茅ヶ崎グラ

ウンドへと続いている.

地下道は斜路､階段で新羽 ･荏田線と

ちがさきちかどう
茅ヶ崎地下道

掛fれており､斜路､階段を上ると茅ケ 澱計概要】

崎中学校前のバス停がある｡

構造形式は､幅員が狭いのでRCボ ッ

クスカルバ- トを採用している｡

カルバー トの胸壁と側壁の表面はたた

き仕上げを施し､法面に自然石を張るな

ど､歩行者にやすらぎを与えている｡

4楕名 茅ヶ崎地下道(B-10)

+所在地 都筑区茅ヶ崎東3TE16番

o竣工年月 昭和58年3月

●構造形式 RCポノクスカルバート

●基礎構造形式 -&接基礎

●内空断面 400×310

●幅員 (250+575)x2

●設計荷重 TL20

●適用示万事 道路凍示方沓 ･同解説

S53.55



il

151



この橋は新羽 荏Efl線に架かる道路樵

である｡傭下は,緑道 ｢せきれいのみち｣
になっている｡

橋下の ｢せきれいのみち｣を南へ行く

と茅ヶ崎公園に通じているOまた､北側

はjlんげ児童公園を経て､地区外へと抜

ける｡

橋の形式は,桁高が大きく取れるので

pC単純丁桁の上路橋とした｡

桁下がやや低 く圧迫感を伴うことか

ら､桁市を変化させ､大きな曲線のアー

チでやわらかさを演出しているO

桁下の全問が低く､暗くなりがちなの

で､中J)t分離符にグレーティングをはめ

込み､散策する人たちに配I,SLで､桁下

に自然の光が射し込むように工夫してい

る｡

橋台には淡い色の自軽石を積み上げ.

桁のやわらかな曲線を包み込んでいる｡

高欄は2本の鋳鉄製の束桂にコンクリ

ートの笠木を載せて安定感を高め､親柱

は自然石の御影石積みで韮J軌喪を出して

いる｡

｢せきれいのみち｣の舗範はかたわら

を流れるせせらぎに至るまで､自然石の

小舗石を敷きつめている｡また斜路は

ちがさきかいづかはし
茅ヶ崎貝塚橋

｢せきれいのみち｣と同様､′ト舗石で舗

装され､法両には自然石梯みが用いられ

ているDまた階段にも自然石を横み上げ

て使用するなど､使用されている原石が､

周囲の植栽の緑や水のある凧灘の中に溶

け込んで､落ちB'さのある自然な克:.-観を

創り出している｡

せせらぎが流れる緑道 ｢せきれいのみ

ち｣は､茅ヶ崎月塚槍の姿と相まって､

緑に富んだ快適な散策コースとなってい

る｡

【設計概要)
+権名

●所在地

●竣工年月

.上部弟造形式

●下敵情造形式

+基掛毒造形式

●橋長(支間)

●幅員

●設言十荷重

茅ヶ崎貝塚磯(B･11)

都筑区茅ヶ崎束2丁目1番

昭和58年12月

PC単純で桁横

道T式構台

鋼管杭dl600×900～llCK)

1800(1710)

(250+575)×2

TL-20

●適用示方暮 道路橋示方TLt 同解説

S53.55
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茅ヶ崎貝塚橋
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この僻は新羽 ･荏四線に柴かる道路桁

で,せせらぎ公園のほぼ中火にあり､同

公園を南北に区切っている｡

府の形式は遊,ih･道とせせらぎをまたぐ

RC2辿アーチカルバー トであるo

カルバー ト本体から大きく'張り出した

輿壁が緑迫の谷r目指 ふさぎ､シンメトリ

-に並んだア-チがいわゆるWLl鏡横を形

成し､印毅的な造りとなっている｡

御影TIでできた量感のある個性的な親

柱は､やはりしっかりした造りの鋳鉄巷注

高欄と相まって､どっしりとした重厚感

のあるたたずまいを見せているO

高欄はJjんIPから下が斜め格子､上部

が縦桟といった苗きった造 りとなってお

り､高欄全体のデザインも､檎中央部に

アルコーブをもつなど､億全体のアクセ

ントとなっている｡

横良が比較的短 く幅flの広い横面に

は､車道と舗道の境目に植栽を施し､機

上での歩行にゆとりを与えている｡

両サイドに膨らんだ7ルコープは､歩

行者にとって､立ち止まって下を流れる

せせらぎや公園の植栽の緑などを観fi'で

きる､盟かなくつろぎの場所となってい

る｡

胸壁は開口部周辺がコンクリー トのは

つり仕上げとなっており､周辺にいくに

したがい､大きめで不規則に並んだ自然

【設計概要】

●橋名

●所在地

.妊工年月

●構造形式

.基礎tF造形式

●内空断面
●幅員

●設計荷重

●適用示方書

156

せせらぎ械(B･12)

都筑区新東町17番

昭和57年6月

RC2逮アーチカルバ-ト

PC杭¢LIOOx700
(Six)+520)x2
(250+575)x2

TL20

道路橋示方号!デ 同解説

S53､55

はし
せせらぎ橋

石の石積み､小舗石の石積みへと変化し.

アルコ-プ下のレリ17とあわせ､横に

fB:かな表十F■ほ もたせている｡

眼鏡橋がもつふたつの柿下空Fi"は一つ

が遊歩道､もう一つがせせらぎの流れと

いうように敢然とふたつに分けられてい

るが､構造上必要な版下の111壁を横に断

ち切ることによってせせらぎを見せ､閉

塞感を凄和している｡また､億下空間が

あまり暗くならないようにILIJ)t分離帯に

広めのグレーティングをはめ込み､昼間

は桁下に自然の光が射し込むようにして

ある｡アーチ内部も打ち放しのコンクリ

ー トのままではなく､やわらかな肌色の

アクリル塗装が施され､暗い感じがしな

いよう配慮がなされている｡夜目IU用とし
ては､側壁に故光ilJのEl.EWlが拙め込んで

ある｡

この存在感あふれるせせらぎ橋は､公

園の中にあって､せせらぎの流れや植栽

の緑とよく謁il)し､せせらぎ公E劉全体の

怒枚上､大きなポイントとなっている｡



157



せせらぎ橋
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この地下道は､市営地下鉄3号あざみ

野採仲町台駅から近隣センターを経てせ

せらぎ公園に至る歩行者専用道路にあ

り､イ小町台2T目を周回する区画道路を

くぐる地下道である｡

構造形式はIi'Iflが狭く構造的に有利な

RCアーチカルバー トを採用した｡

開口部のJIE両は半円の片方を引っ張っ

たような左右非対称形状で､歩行者に独

特なE)1毅を与えている｡

区画退路の拓欄はアルミパイプの トッ

プレールにメノシュのステンレス梨ネy

卜が張られたシンプルなデザインで､親

株は茶系の紐袋を施された､鋳鉄製の端

ポストである｡

地下道内部の壁両はコンクリ- トの打

ち放しで､舗装はコンクリートプロノク

を欺きつめている｡

綻咋変化と兆に絡みついた植栽や苔

が､榊造物を自射ちの中に溶け込ませてい

る｡

【設計概要】
.楕名 北原地下iB(B-13)

+所在地 都筑区仲IT台2丁目19番

.竣工年月 昭和61年3月

+横道形式 RCアーチカルバート

+基掛A違形式 RC杭4.400 ×700

+内空断面 600×410

.幅員 150+900+150

●投計荷重 TL20

.適用示方f 道路傭示方沓 ･同解説

S53､55

きたはらちかどう
北原地下道
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早測川に架かる侍橋からつづく掘割り

の歩行者専用道路にあり､早捌3丁目の

区画道路との交差部をくぐり抜ける地下

道である.

構造やデザインはルート上にある待山

橋と耗-され､ほぼ同じ造りとなってい

るo採用 しているRC門型カルバー トは

待山橋よりも若干柴高が古く閉口部はや

や狭い｡そのために掘割り擁壁面の一部

に自然石の石積みで斜面を造り､開放感

を出しているo

高欄は待山橋と同株アルミに白の焼き

付け塗装を施してあるが､親柱の鋳鉄敷

端ポス トは待山橋のそれより太くがっち

りとした造りで､高めの梁志との調和を

考えたデザインがなされている｡

【設計概要】
●橋名 待山地下道(Bl14)

●所在地 都筑区早渦3T日42番

●竣工年月 平成4年11月

●構造形式 RC門型カルバート

●基礎構造形式 PHC杭4,700×700
●内空断面 750×300
●幅員 600
●設計荷Ji TL･20

●適用示方暮 道路橋示万世 同解説

S55.H2

まちやまちかどう
待山地下道



163



この椴は待機からつづく掘'割りの歩行

者専FT]道路と､早測3丁目の区画道路の

交差部にかかる道路株である｡

桁の梢道は幅口が狭 く報の市さが取れ

ること､また､歩道に下水管が埋設され

ることから､RC門型カルバー トを探m

している｡

掘割りの擁壁面や梁川所はコンクリ-

まちやまはし
待山橋

トの打ち放しで仕上げられており､歩道

に設置されている街路灯などと共に直線

を基調としたデザインでまとめられてい

る｡

梁吊を変化させることによりr井目コ部を

大きくし.左右の豊富な榔激とあわせ､

梶割りを歩く'11-行者に圧迫感を与えない

ようになっている｡

F.'J'欄は太めの横桟に光沢のある白塗装

を施してあり､親株の黒褐色の漁裳と鮮

やかなコントラス トをなしているC

歩道は落ち茄いた色合いのレンガ状コ

ンクリートプロノクが敷きつめられ､豊

かな緑と調和してJ;l然な}-;困気が感じら

れる｡

(設計概要】

●括名 樺山坊(B･15)

●所在地 都筑区早洞3丁目12番

●竣工年月 平成4年11月

4構造形式 RC門型カルバート

●基礎構造形式 PHC杭¢700×700
●内空断面 750×400
●幅員 150+600+15

●設計荷重 TL120

●適用示方f 道路橋示方怨 ･同解説

SSS､H2
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硫 壬-

この橋は新横浜 ･元石川線にあり､あ

ざみ野駅から地区内に入って最初の歩道

橋である｡

椋の西側は荏田高等学校に接し､東側

はとちのき児童公園を経て､折田不動公

園に通じている｡

債の形式はルー トの標準タイプとして

設計されたPC3径間連続U桁の下路橋

である｡中央分離帯に設置した橋脚には

2つの支点があるので､支間長が短くな

ることにより構造的に有利な連続桁とな

っている｡2つの支承部は曲面をもった

沓かくLが設置されており､桁や橋脚の

丸い面取りと相まって､橋全体が一体感

のあるやわらかな外観を皇している｡

橋桁のコンクT)- ト壁が高欄になって

おり､ トップレールのアルミパイプはル

ート色のプル-系で塗糞されている｡

【設計概要】

●保名

●所在地

●妊工年月

4上告附き還形式

+下綿羊造形式

+基敵兵造形式

+摘長(支間)

●幅員

4枚計荷重

●適用示方書

荏EEl歩道墳(C･1)

都筑区荏田南4丁目24番

昭和58年5月

PC3径間連続U桁嬬

逆丁式櫛台､壁式椅脚

ペノト杭4800×9∝卜950
3720(1570+500+1570)
300
群鵜荷盈

道路橋示方む 同解説

S53､55

えだほどうきょう
荏田歩道橋



167



{､
ヽ

ー
∴

＼

ー

藩

接

盲

㍉

L

けしょうはし
華蔵橋

手､

この橋は械浜 ･上勝生線から分岐した

新羽 .荏田練のルー ト上に架かる歩道橋

である｡

舵の西側はどんぐり公園に通じ､東側

は荏田南みのり公搾I､荏IIl南助椎固､荏

tu南小 ･中学校へと就いている｡

樵の形式は同じルー ト上に架かる爽風

歩道桁と外税のデザインを競- し､PC

中空床版を採用している｡

桁試は等断両のゆるやかな縦断曲線が

アーチを描き,近路空F川に開放感を与え

ている｡Tご:日和はアルミパイプの縦桟で､

シンプルなデザインとし､親柱は鋳鉄製

のnLポス トタイプを採用したo

怖TTI7紺裳はコンクリー ト平板で霞われ

ており､アプローチの階段､斜路の周辺の

植栽が少行者にやすらぎを与えている｡

【設計概要】
●楕名

●所在地

.竣工年月

4上鰍1造形式

.下軸A違形式

4基掛I造形式

●横長(支間)

4唱鼻

●設計荷重

●適用示方暮

雅栽偵(C-2)

都筑区荏田南3TE12番

昭和56年11月

PC蝉鈍中空床版磯
逆T式備台

鋼管杭4'600x800-1100

2440(23,50)

3CO
TL.14

道路墳示方替 同解説

S53.55
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さわかぜほどうきょう
爽風歩道橋

この橋は横浜 ･上麻生線から分岐した

新羽 荏EEl線のルー ト上に架かる最初の

歩道橋である｡

椋の西側は戸建て住宅地であり､東側

は荏田南′ト･中学校に通じ.近傍にはさ

くら児童公園､牛ケ谷公園等がある｡

斜路､階段は牛谷戸バス停に通じてい

る｡

棟の形式は桁高が大きくとれるので一

般的なPC中空味版橋を採用して､桁高

を変化させ桁下にゆるやかな曲線を創り

出すとともに､大きな橋台の壁面は道路

植栽によって覆い､柑割り道路構造の圧

迫感を解消している｡

高欄はアルミパイプの縦桟でシンプル

なデザインを採用しており､親柱は鋳鉄

製の端ポス トタイプである｡

【設計概要】
●楕名

●所在地

.靖工年月

●上郷 造形式

+下缶構造形式

●基礎構造形式

●横長(支間)

●幅員

+設言十荷重

爽風葬逝楯 (C13)
都筑区荏田南3丁目30番

昭和56年11月

PC雅純中空床版櫛
逆丁式傭台

舗管杭¢600×1550-1600
2430(2340)

300
群継荷盃

+適用示方書 逝胸傭示方TIuh 同解説

S53､55
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この橋は横浜 ･上麻生線をまたく歩道

橋である｡

橋の南西側は見花山住宅街を抜け､川

和高等学校に通じるO北米側は商業地区

を通り､大丸集合住宅地区に続く｡斜路､

みはなほどうきょう
見花歩道橋

階段は川和高校入口ハス停に連絡する｡ 橋桁断面は累紙上フランジが見えない

この柄は供用道路上に架かる上､比較 C型鋼を使用しているO

的長い橋長をもっているため､施工性､ 中央分維帯の植臥 街路樹なとで橋台

経済性を考えて鋼単純箱桁形式を採用 し や桁を戦い､橋の長さをあまり感じさせ

たo ない配慮がなされている｡

【設計概要】
●橋名

●所在地

●竣工年月

4上部構造形式

●下書朗青造形式

●基礎構造形式

●橋長(支間)

●幅員

●設計荷重

見花歩道橋 (C-4)

都筑区大丸20番

平成 1年3月

鋼単純箱桁楯

逆丁式橋台

ペノト枕d)8∝)x1600～1750

3970(3890)

300

群JJ主荷重

4適用示方音 道路析示方‡圭E･同例説

S53､55



この横は都市計画道路K-6をまたぐ

歩道橋である｡

橋の西側は川和台うめのき公園を通り

地区外に至る｡東側は緑iEL｢ゆうばえの

みち｣に通じ､川和中学､川利光′ト学校､

川和富士公園に続いているC

橋の形式は横長が短いので､プレキャ

ストによるPC中空床版桁の上路橋とした｡

かわわほどうきょう
川和歩道橋

SOL 横 長 18900柘 長 18800 50

300 壬 Fq 18200

I

TL一.I 800

g

害｢. ~∃ii?書抜一700L-BOW l 拙00 : .oo .l liLooM 菅抗≠IL亡=8000

E設計概要】

●橋名

●所在地

●汝工年月

●上教場造形式

+下缶構造形式

●基掛毒造形式

●橋長(支間)

●幅員

●設計荷重

川和歩道横 (C･5)
都筑区二の丸14帝

昭和61年3月

PC単純中空床版低

遡T式橋台

銅も杭4,700×800

1890(1820)

300
群銀制=韮

.適用示方暮 道路描示方at･同解説

S53､55
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しちめんほどうきょう
七面歩道橋

この橋は都市計画道路K-6をまたぐ

歩道橋である

この稔は東側の加賀原 1丁目と西側の

加賀原2TElを結んでおり､橋詰には民

間各社の研究所などが誘敦されている｡

橋の形式はルー ト上にある川和歩道

橋､賀々原赤道橋などと同じ､PC中空

簾版の上路柿であるが､橋長は)I,- ト上

で蔵も短い｡

高欄は格子ネットを張ったア)i,ミ製

で､椅而舗装はコンクリー ト平板を敷き

つめている｡柿台はコンクリートの打ち

放しで仕上げられ,直線で構成されたデ

ザインは研究所の門をイメージしている｡

(設計枚要】
●凍名

●所在地

●竣工年月

4上告州道形式

4下鰍J違形式

●萎#lI造形式

4横長(支間)

●唱え

●設計荷重

●適用示方書

174

七面歩道輝くC-7)

都筑区加賀原lTE17番

平成1年12月

PC単純中空床版横
道T式橋台

顛管杭4)700×1200
1370(1314)

300
群触荷並

道路橋示方笹 岡解説

S53､55
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おおさかはし
大阪梼

この橋は都市計画道路K16をまたぐ バス停に通じている｡ れている｡

歩道株である 樵の形式はこの地区の棟畔タイプとし 桁両舗装は歩行者専用道端と辿続した

橋の西側は加賀原ぎんなん公園に通じ て投計されたPC単純U桁の下路橋であるo 濃い茶系のコンクリートブロックが軟き

ている｡東側は集合住宅街を抜け､さる 高欄の トップレ-JL,はオレンジ系の塗 つめられ､諮ち着いた穿開気の遣りとな

すべり公園に至る｡斜路､階段は加賀原 裳が施された半円のアルミカバーで覆わ っている｡

176

(設計概要】
●体毛

●所在地

●竣工年月

●上告朗J造形式

+下書朗J造形式

●基礎構造形式

●橋長く支間)

●幅員

●設吉十荷重

●適用示方書

大阪禰 (CS)

都筑区加訳原1町E24番

昭和61年3月

PC単純U桁傭
逆T式場台

舗管杭¢700×800-1200
1830(ユ750)

300

TL-14

道路橋示方i!F 同解説

S53､55
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この橋は横浜 ･上麻生線から分岐した

新羽 ･荏田線のルー ト上に架かる歩道橋

である｡

磯の北側は折田不動公園の一部となっ

ており､南側は声建て住宅地や､集合住

宅地の住宅街となっている｡

階段､斜路は折田公園TJIIバス停に連絡

されている｡

億の形式は地区の標準 タイプである

PC単純U桁の下路橋である｡

公園側の構台位置は現存の地形を生か

すためセットバ ックしてあり､これによ

り椅長はこのタイプで茅ヶ崎東公園に次

いで長く,存在感のある非道橋となって

いる｡

主桁断面形状は標準タイプと異なり､

ウェブを細くすることにより桁重畳の軽

減を図っているC同時にこれによって生

まれたテーパーの陰影が長い横長をより

シャープに見せるのに一役rj:っている｡

橋桁のコンクリー ト壁が高欄の役Elを

担い. トップレールには2本のアルミパ

イプを用いているE,

この2本のアルミパイプは長いコンク

[投打概要】

●橋名

●所在地

.汝工年月

●上告状造形式

●下缶構造形式

●基礎け造形式

.橋長(支間)

●幅員

4設計荷重

●適用示方暮

178

みずき歩道橋(C-9)

者β筑区茅ヶ崎架3丁目9番

昭和58年12月

PC単純U桁価
逆T式揺台

直接基礎

3000(2910)

300
群兆荷重

iii路梼示方砂 .同解説

S53､55

ほどうきょう
みずき歩道橋

リート壁の単調さにアクセントを与えて

いる｡

親柱は落ち着いたレンガタイル張りと

し.橋名板には黒褐色の自然石を用いて

たO

横筋舗装も焼きレンガ張りとすること

により､コンクリー トの撫機質さに温か

さを与えている｡

階投､斜路などのアプローチは樹木が

覆い.中央分離帯には端正な格栽が施さ

れているO

完成から年を経て､ニュータウンの歴

史を感じさせる橋桁には､ツタがはうな

ど､風男!,-になじんだ趣のある橋となって

いる｡
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みずき歩道橋
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この橋は新横浜 ･元石川線をまたぐ歩

道橋である｡

橋の西側は住宅街を抜け､みのり児童

公園を碓て､荏田南′トIrll学校に通じて

おり､東tLll‖よもも児童公園に通じているO

斜路､階段は荏EE]南バス停に連絡して

いる｡

栃の形式はルー ト上にある荏田歩道橋

と同じ.ルー トの標準タイプとして設計

されたPC3径間速読U桁の下路橋であ

る｡

高欄は主桁のコンクリー ト壁であり､

トップレールには､丸いアルミカバーを

採用した｡

えだみなみほどうきょう
荏田南歩道橋

182

【設計概要】
f摘名 荏Etl南歩道橋 (C-10)

●所在地 都筑区荏田南5Tヨ1番

●竣工年月 昭和58年5月

●上部構造形式 PC3径間速読U桁僻

.下部構造形式 逆で式礁台､T型式傭脚

.基礎は造形式 AL直接基礎､
傭臥A,鋼管杭d･600×450
-550

●橋長(支間)4750(2085+500+2085)
●幅員 300
●投書十荷重 群が主荷韮

●適用示方書 道絡林示方空き･同解説

S53,55
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せんにんはし
千人橋

この横は中山 ･北山田親と､高山､大

丸FuJを結ぶ歩行者専用道路との交差部に

架かる歩道椴である｡橋の南西には都筑

橋が隣接して架かっている｡

橋台のIXJ口部にある階段は大丸バス停

に通じている｡

橋の形式は,桁高が大きく取れるので

pC単純袖桁の上路椴とした｡桁端部は,

歩行者iil/--JT]退路の帽flが広いので 2王桁

とし,FHH=下の退路に連絡する階段を設

けた｡桁中火部を2主桁とし､端部の左

右 2つに分かれた歩行者の動線がここで

合流する桃成である｡Ⅹ字形をした桁は､

階段につづ くl井目コ部と橋畔'央部のくびjt

が独特の形状で､橋の印象を高めているD

試柵はコンクリー ト製の壁で外側には

ステンレス枚が張り付けられ､ トノブレ

ールのアルミカバーにはオレンジ系の塗

装が施されている｡

橋台に造られたU字形開口部のまわり

の腰壁には､シンプルなデザインの鋼製

パイプでできた転諮防止柵が設置されて

いる｡

開口部から特捜に降りると､壁面には

レンガが張られ､階段もランダムな色彩

の磁器質タイルが張られていて､諮ち若

きを感じさせる｡

中山 北山田線上に無かる直線的でシ

ンプルなデザインのこの樵は.側面に張

られたステンレス板とオレンジ色に塗装

された トyプレールとのコントラス トが

緑豊かな道路景椴に映えている｡

【設吾十概要】
.備名

●所在地

●竣工年月

●上部構造形式
●下告別‡造形式

●基礎構造形式

●橋長(支間)

●幅員

●投吉十荷重

千人椀(C･11)

都筑区大丸1番

昭和59年3月

PC単純箱桁橋
迎丁式椎台

鋼管杭d)800×1100-1200
3710(3600)

980-600

TL.14





千人橋
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さん まるほどうきょう
三の丸歩道橋

少̀

この橋は横浜 ･上麻生根をまたぐ歩道

橋であるO西tRlJは戸建て住宅街を通り､

絞道 ｢ゆうばえのみち｣に至り､近傍に

は川和富士公園および川和東小学校､川

和中学校がある｡東側は戸建て住宅街を

通り､あかしあ公園に通じ､都筑地区セ

ンター-と続く｡

橋の形式は同ルー ト上に架かる見花歩

道橋などとの統一性をとって鋼単純箱桁

形式を採用した｡橋桁断面はフランジが

見えないC塑竺鍋を用い､景観上の配慮が

されている｡床版は鉄筋コンクリート床

版である｡

高欄はシンプルなデザインのアルミパ

イプを用い､軽快感があり､橋の長さを

感じさせない｡親柱は鋳鋼製の9;F占ポスト

であるo

構面舗装は､茶系のブロックを敷きつ

め､落ち発いた桶上空間を演出しているo

桁塗装はルート色のブルーで仕上げた｡

(設計概要】

●橋名

●所在地

●竣工年月

●上部構造形式

●下部構造形式

●基礎構造形式

●橋長(支間)

●幅員

●設計荷重

三の丸歩道橋(C112)

都筑区高Lll18番

平成1年3月

鋼単純非合成箱桁橋

迎丁式橋台

鋼管杭d)500×1000-1050

4120(4040)

300

TL14

●適用示方音 道路株示方日 岡解.3i

S53､55
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きょうづかほどうきょう
京塚歩道橋

この橋は新羽 ･荏田線をまたぐ道路橋

である｡

橋の南側は住宅､商店街､荏田東まつ

は公園を通り､荏田東小学校､集合運動

場に通じる｡

北側はたけのこ児童公園を通り､地区

外へと抜けている｡南側階段には斜路が

付き､みずきが丘バス停に通じている｡

橋の形式は新羽 ･荏田線のルー ト上に

隣接 して架かる行逢橋と同じPC単純床
版の上路橋である｡

親柱は鋳鉄製の端ポストタイプ､高欄

はアルミパイプの縦桟でシンプルなデザ

インとなっている｡

橋而舗装はコンクリ-ト平板となって

おり､アプローチの階段はレンガタイル

張りにして高級感を出している｡

高い橋台の壁面は樹木で校われ､ハス

【設計概要】
●橋名

●所在地

●竣工年月

●上部構造形式

●下書朗誇造形式

4基掛茶道形式

京塚渉道橋(C-13)

都筑区荏田東4丁目26番

昭和56年11月

PC単純中空床版椅
逆で式橋台

A,直接基礎､
A2鋼管杭d･600×650

侍の利用者に自然のやすらぎを与えてい ●橋長(支間) 2240(2150)
るo
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この橋は荏B]東 1丁目と3丁目をつな

ぐ歩行者専用道路上にあり､緑追 ｢ささ

ぷねのみち｣と､それに平行して走る区

画退路を速読してまたぐ歩道橋である｡

栃の形式は中火径間が区画道路と緑道

｢ささぶねのみち｣をまたぐ3径間ラー

メン構造となっている｡支間長を短く､

橋梁全体のスケ-ル感を小さくするた

め､V橋脚を採用し､桁および脚は鍋飯

の組み合わせ部材となっている｡

わかみずはし
若水橋

鋳鉄製の高欄は斜め格子がはめ込ま

れ､横面はレンガブロックの搭ち着いた

デザインである.また､白い自然石張りの

親柱が歩道橋の両端を引き締めている｡

下部がすっきりとした7-チ型橋脚

は､比較的狭い幅員でありながら､閉塞

感のない外観を創り出している｡

緑道とつながるアプローチ階段にはゆ

るいうねりを入れて変化をもたせ､周辺

の緑豊かな景観との調和を図っている｡

【設計概要】
●橋名

●所在地

●技工年月

.上告朗J造形式

+下缶絹遣形式

.基礎構造形式

●楕長(支間)

+l看鼻

4投書十両正
●適用示方書

若水椅(C-ユ4)

都筑区荏P]髄3TEl2番

昭和59咋8月

鮪3径間ラ-メン萩桁塘
L型橋台､V塑銅版脚

鮪管杭4500×550

2900(765+13(刀+765)
3(X)

TL-14

通路桁示方11卜 l司解説

S53.55
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かがはらほどうきょう
賀々原歩道橋

′ tY

､干'l･L･

この橋は都市剖P_TL道端K-6をまたぐ

'辞退橋である｡

億の西側はもみじ公Z削二通じ､東側は

小学校用地を経て月.lJ,松公園に至る｡

億の形式はルー ト上に隣接する川和歩

道橋と同じ､PCJr】空床版桁の上路橋と

した｡

[設計概要】
●橋名

●所在地

●竣工年月

●上部構造形式

●下缶状造形式

●基礎構造形式

●横長(支間)

●幅員

●設計荷重

●適用示方書

戟/IIl;捗 造機(C-6)
都筑区川和台27番

昭和613r=3月

PC坤純中空床版梼

逆丁式低台

鋼管杭¢700×800-1】00
1900(1830)

300
肝炎1u'f韮

道路qs示-JJ一宇.t 同解説

S53､55

主桁断面図
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いけだほどうきょう
池田歩道橋

この橋は新棟L';i･元石川線をまたぐ歩 じ､刺 "は住区を抜け､荏m･価 ねむのき 橋の形式はル- トの標嘩タイプとして

近橋であるo 公園に通じている｡斜織､桁段は池田バ 設計されたPC3径間辿続U桁の下路橋

橋の西側は荏田南やまぶき公園に通 ス侍に連絡している｡ である｡

*&.4750 CF長l47600500 50
5 支 Fq 20900 支 同!50 支 間 20900 350

(設計概要】
●橋名

●所在地

●竣工年月

●上部構造形式

●下軸考造形式

●基掛#造形式

+横長(支間)
●幅員

4設計荷重

●適用示方暮

池田'歩道機(C-15)

都筑区荏田東2丁目9番

昭和58年5月

PC3径間迎綴U桁橋

逆で式橋台､T型式磯脚

鋼管杭4.600×ユ100～1200
4760(2090+500+2090)
300

群JLi荷重

道路横示方抄 ･同解鋭

S53､55



この橋は新横浜 ･元石川線をまたぐ歩

道橋である｡柿下の中央分離帯には高圧

鉄塔が設置されているため､一般の中央

分離帯に比べ広くなっている｡

橋の南側は老人福祉センター､障害者

研修保養センター､プールなど都筑ふれ

あいの丘がある｡北側は葛ケ谷公園の入

口となり葛ケ谷グラウンドの脇を抜け､

緑道 ｢ささぷねのみち｣に至る｡揺下に

は都筑ふれあいの丘バス停がある｡

橋の形式は､中央分経常と道路端に橋

脚を設置したPC3径間連続とし､桁断

面はこのルー トの標準タイプと同じU桁

ほどうきょう
ふれあい歩道橋

の下路橋である｡

橋脚形状は､中央分縦帯が広いので一

般的な壁式橋脚としたO

橋桁のコンクリート壁が高欄を非ねて

おり､ トップレールのアルミパイプはル

ート色のブルー系で塗装されている.檎

面舗装には諮ち着いた色調のコンクリー

トブロックが張られている｡公団側の4

本の親柱は光沢のある自然石を用い､公

園入口のサインともなっている｡

車道から見える歩道僻は.橋台や橋脚

が樹木で預われ､長い横長を感じさせな

い配慮がされている｡

【設計概要】

●楕名

●所在地

●塘工年月

●上部構造形式

+下鮒先遣形式

●碁掛考造形式

●横長(支間)

●幅A

4設計荷重

ふれあい歩道橋(C116)

都筑区葛ケ谷5番

昭和59年3月

PC3径間連続U桁橋

逆丁式橋台､壁式揺脚
鋼管杭4.600×1750-2300
7500(2600+2670+2150)
3∝)
群触荷重

●適用示方書 道略儀示方沓 ･同解説

S53､55
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まえたかやまほどうきょう
前高山歩道橋

取り付け､トップレールにはアルミパイ

プを用いている｡主桁内側の縦リブには

ステンレスの手すりを取り付け､歩行者

保護を図るとともに､ トップレールとこ

の手すりが創り出すなめらかな曲線によ

って､シャープな橋にやわらかな雰囲気

を与えている｡

横面舗装は磁器貿タイル張りで､椅端;

には四角を､中央部には円を基調とした

色模様が配されている｡これにより､単

調な横面にアクセントを与え､ここをわ

たる歩行者に橋の長さを感じさせない配

感がなされているD

上麻生方面からの最初の歩道橋である

性格上､地区へのゲー ト性を考慮し､桁

側面､および下両にアルミの化粧板を張

り付けてあるO橋中央部分にトップレー

ルを立ち上げたオブジェをおいて､この

橋のゲート性をより一層高めたデザイン

を採用しているO

ブルーを基調とした塗装と､シャープ

な面と線で構成されたこの橋は､港北ニ

ュータウンの玄関としてモダンな外観を

誇っている｡

t''!:I:;'･:

この橋は横浜 ･上麻生線のルート上に

あり､上麻生方面から地区に入る最初の

歩道橋である｡橋の西側は二の丸こぶし

公園に抜け､緑追 ｢ゆうばえのみち｣を

通り､川和東小学校､川和中学校､反対

側の港北配水池へと続くO東側は集合住

宅街に接している｡

橋の形式は､供用中の道路上に架設さ

れ橋長が長いので､鋼板桁の中路橋で､

床版は鋼床版を採用した｡両端の橋脚は

一般的な鋼管を用いている｡

高欄は桁の上フランジに化粧カハ-杏

【設計概要】
●橋名

●所在地

●竣工年月

●上吾B構造形式

.下鮒轟造形式

+基掛茸造形式

●橋長(支間)

●幅員

●設計荷重

●適用示方書

198

前満山歩道橋(C117)

都筑区高山19番

平成8年3月

銅単純舗床版蔽桁橋

鋼製橋脚

鋼管杭¢500×650-750
4340(4088)

300

群jJ主荷重

道路橋示万古.同解説

S55､H2
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前高山歩道橋
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なか せほどうきょう
中の瀬歩道橋

この橋は中山 北山EEl線をまたぐ歩道 を程で中の傭地下道に過ずる｡ あるO

橋であるO橋の東側は茅ヶ崎南かきのき 楯の形式は､この地区の標畔タイプと 橋桁のコンクリ- ト壁が市欄になって

公園に至る｡西側は荏EEl東すいせん公園 して設計されたPC単純U桁の下路橋で おり､手すり部は赤で仕上げている｡

【設計概要】
.嫌名 中の渦歩道橋(C119)

●所在地 都筑区荏田東1丁目1番

4竣工年月 昭和59年3月

4上缶構造形式 PC興純U桁橋
●下缶構造形式 迎丁式W.r台

4基掛弟造形式 鋼管杭d)700×1650
●橋長(支間) 2810(2720)

●幅員 300
●設計荷重 群JJ!利=韮

●適用示方書 道路楠示方鮎 ･同解説
S53､55
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せいしんほどうきょう
清心歩道橋

この橋は新横浜 ･元石川線をまたぐ歩 中央分離帯に設置した橋脚には2つの れ橋全体の外観をやわらかく見せているO

道橋である｡ 支点があるので､支間長が短くなること 高欄の トップレールはルート色のプル

橋の南側は横浜市環境事業局都筑工場 により構造的に有利な速読桁となってい 一系で塗装されているO

に接しているO北側は葛ケ谷グラウンド るO橋脚の支殊部には沓かくLが設置さ 楠面舗装はコンクリート平板で,色調

に接し､緑道 ｢ささぷねのみち｣に至る｡ れており､桁や橋脚に丸い面取りが施さ は桁のコンクリ-トと同系色である｡

斜路 ･階段は都筑工場前バス停に通じ
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この橋は新横浜 元石川線をまたぐ歩

道橋である｡

橋の南側は戸建て住宅街を通り､平台

くりのみ公園に通じているO北側は戸建

て住宅街を抜け､大原みねみち公園､緑

道 ｢ささぷねのみち｣に至る.

ひらだいほどうきょう
平台歩道橋

中央分離帯に設置した橋脚には2つの

支点があるので､支間長が短くなること

により､構造的に有利な連続桁となって

いる｡橋脚の支東部には沓かくLが設置

されており､桁や橋脚に丸い面取りが施

され､楕全体を外観をやわらかく見せて

斜路､階段は平台ハス侍に通じているo いるo

【設計概要】

●橋名

●所在地

●竣工年月

●上部構造形式

●下部構造形式

●基礎構造形式

●橋長(支間)

橋の形式はルートの標準タイプとして設 高欄のトップレールはルー ト色のブル ●幅員

計されたPC3径間連続U桁の下路橋で 一系で塗装されている｡

ある｡

平台歩道橋(C-36)

都筑区平台10番

昭利58年5月

PC3径間連続U桁橋

逆T式橋台､T型式橋脚

銅管杭4,600汰500-700
4800(2110+500+2110)

300

●設計荷重 群縦荷重

f適用示方書 道路橋示方車F･同解説

S53､55
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ひがしまえほどうきょう
東前歩道橋

この橋はルート上にある中丸歩道橋と

同様センター両駅の南側に位置 し､新

羽 ･荏田線をまたぐ歩道橋であるO

櫛の南側はたんばは公許を通り､茅ヶ

崎公園に至っている｡北側は集合住宅地

に接し､その奥のなのはな公園へと連な

り､センター甫駅へと続いている｡

斜路､階段は大原バス停に通じる｡

横の形式はこのルートの標準タイプで

あるPC単純U桁の下路橋である｡

橋桁のコンクリー ト壁は高欄の役目を
担い､ トップレールはプル一系で塗装さ

れた半円のアルミカバーで襟われてい

る｡

胸壁および橋台はコンクリー トの打ち

放しで､舗装はアプローチ部分､構面と

もコンクリー ト平板を敷きつめてある｡

斜路の転落防止柵にはステンレスのメ

ッシュ張りが施されている｡

[設計概要】
●楕名

●所在地

●汝工年月

●上細 道形式

●下軸 遣形式

●基礎叫造形式

.横長(支間)

●幅A

4設計荷重

東前歩道橋(C-41)

都筑区茅ヶ崎東3丁目5番

昭和58年3月

pC単純U桁林
道T式壌台

直接基礎

2460(2370)
300
辞典荷重

+適用示万事 道路橋示方砂 同解説

S53､55
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･∵

この橋は新横浜 元石川線をまたぐ歩

道橋である｡

橋の南側は戸建て住宅街を通り東方公

園に通じる｡北側は茅ヶ崎宙′ト学校に通

じ､緑追 ｢ささぶねのみち｣に至る｡

席の形式は､ルートの標Etliタイプとし

て設計されたPC3径間辿統U桁の下路

橋である｡

しんせいはし
新星橋

r設計概要】

●橋名

●所在地

●媛工年月

●上部構造形式
●下部構造形式

●基掛A造形式

●橋長(支間)

●幅員

●設計荷重

●適用示方暮

新星冶 (C121)
都筑区平台21番
昭和59年3月
PC3径間迎税U桁棉
逆T式橋台､T型式橋脚

鋼管杭¢6COXllCX)～1650
4644(2032+500 +2032)

300

TL_14

道路墳示方笹 岡解説

S53､55
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おおはらほどうきょう
大原歩道橋

この橋は佐江戸 ･北山EEl線をまたぐ歩 橋の形式は地区の標準 タイプである り､桁重量の軽減を囲っている｡同時に

追橋である｡桶の東側は茅ヶ崎公園に通 PC単純U桁の下路橋である｡径間長が これによって生まれたテーパーの陰影か

じ､西側は大原みねみち公園などが近い｡ 良いので､桁ウェブを細 くすることによ 橋の長さを感じさせないO

寸1
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(設計概要】
●楕名

●所在地

.竣工年月

●上部構造形式

4下妙弟造形式

+基掛&造形式

●橋長(支間)

●幅員

●設計荷Ji

●適用示方暮

212

向原傭(CA3)

都筑区桜並木9番

昭和59年3月

PC単純中空床版聴
辿丁式構台､蛙式橋脚

鋼管杭dP600x750
4640(2250+2300)
300
TL-14

道路舷示方む 同解説

S53,55

この樵は新横浜 元石川線をまたぐ歩

道桁である｡

桁の南側はほおずき公園を通り､北側

はみかん公園を経て茅ヶ崎公園に至るO

斜路､階段は向原バス停に連絡している｡

橋の形式は中央分離帯に橋脚を股粧し

たPC2径間速読桁である｡桁断両はこ

のルートの標串タイプと同じU桁の下路

橋である｡

桁桁のコンクリート壁が高欄の役目を

果たしており､トップレールのアルミカ

バーはルート色のブルー系で漁装されて

いるO親柱にはF≡l然石を用い､桁端を引

き締めている｡

横面舗装はコンクリートブロックを放

きつめている｡

斜路の両脇には抽我が施さit､緑豊か

な果牧を提供している｡
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ようこうほどうきょう
陽光歩道橋

この橋は新横浜 ･元石川線､商業地区､

さらに区画道路をまたぐ水道橋であるO

樵の南側は住区を通り,地区外との境

界道路に至る｡北側は商業地区を抜け､

地下鉄あざみ野線仲町台駅に通ずるO

新横浜 ･元石川線の跨述部は中央分離

帯に梼脚を設置 した2径IiiJ速読桁であ

る｡商業地区をまたぐ部分は単純桁で､

区画道路跨道雄は2径IiiJ速読桁である｡

【設計概要】
+嫌名

●所在地

●竣工年月

.上缶構造形式

.下吾鵬造形式

4基掛再造形式

●横長(支間)

●幅員

●設計荷重

●適用示方書

214

商業地区と歩道橋は階段で結ばれてい

る｡

桁断面は張り出しをもつPC中空床版

であり.樵脚は逆テーパ-をもつ柱式で

ある｡

高欄は桁のコンクリート壁で､ トップ

レールのアルミカバーはルー ト色のブル

ー系で仕上げている｡壁高欄の外側には

ステンレス板を張り付け､駅前の歩道橋

であることを意識したデザインである｡

橋に拭く斜路の転落防止柵はアルミパ

イプの縦横を用い､手すり部分はステン

レスパイプを使用している｡横面舗装は

磁器質タイル張りで仕上げ､横下はコン

クリ-トブロックを敷きつめている｡

この歩道橋は地下鉄あざみ野絞仲町台

駅のサイン橋であり､構造物としての教

立性を主張している｡

｢

罷光歩道磯(C･45)
都筑区仲町台4丁目20番

昭利59年3月

PC2径問連枝中空床版横､
PC単純中空床版低
迎丁式禰台.僅式億脚

鋼管杭4600､800
x1600～1850
10250

(2@1555+2260+2@2305)

300

群地相ITi

道路橋示万態 ･同解説

S53､55
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まるさわほどうきょう
丸沢歩道橋

この柿は新羽 荏田線をまたぐ歩道橋 へと抜けるO斜路､階段は勝EEl丸沢バス

である｡

橋の南側はでんとうむし公BIを通り､

学校用地を経て緑道 ｢せきれいのみち｣

に至っている｡

北81はあかとんぼ公園を通り､地区外

侍に通じる｡

橋の形式はこのルー トの梯畔タイプで
あるPC単純U桁の下路橋である｡

216

【設計概要】

.楕名

●所在地

●竣工年月

4上告的造形式

●下缶構造形式

.基礎捕造形式

.横長(支間)

●帳見

●設吉十荷重

●適用示方書

九沢少道場(C-44)
都筑区勝Efl南2TEl7番

昭和61年3月

PC単純U桁傭

逆T式禰台

AE直接基礎･
A.親管杭¢600×750
24.80(23Ⅸ))

300

訂仏nL_4LL

道路橋示方qt PJ解説

S53､55



プ
T ヨJA

この臆は新横浜 ･元石川線をまたぐ歩

道橋である｡

橋の南仙 ま住区を抜け､仲町台かたつ

むり公園に通じている｡北側は商業地区

に結ばれている｡

橋の形式は)L,- トの標準タイプである

PC3径fEllJ迎競U桁の下路橋であるO

かんのんほどうきょう
観音歩道橋

主桁断面図

3800

∴~~ ~~

L設計概要】
●lIも

●所在地

●竣工年月

4上音飢弟造形式

●下部構造形式

●基礎構造形式

●橋長く支間)

●幅員

●設言十荷重

●適用示方書

観音'31-近位(C-16)

榔筑区11Fl町台4丁目19番

昭和59年3月

PC3径riFJ速読U桁横

迎T式偵台､T型式橋脚

紅接基礎

4880(2370+500+1920)
300

群舶神速

退路椅示方nt 同解説

S53､55
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にったほどうきょう
新田歩道橋

この橋は大熊 ･束LLJl韮l線をまたぐ歩道 PC坤純中空床版の上路橋とした｡

機である0 ㍍欄はアルミパイプの縦桟で､親柱は

つめている.

橋台の高い壁面は樹木でi'aわh､バス

樵は東西に分かれた新米町を結び､東 端ポス トタイプi･採用し､シンプルなデ 侍の利用者に自然のやすちぎを与えてい

側は新栄高等学校に接している｡階段､ サインとなっている｡ る｡

斜路は新栄高校前バス停に通じている｡ 横面舗装はコンクリート平板､77'ロ

機の形式は､桁満が大きくとれるので -チ部分はコンクリー トブロックを敷き 【設計概要】
+l一名

●所在地

●竣工年月

●上告朗J違形式

●下部II造形式

.基掛一道形式

●橋長(支間)

●幅員

●牧計荷重

●適用示方書

新田歩道横(C-17)

林筑区新栄IT14番

昭和58年10月

PC単純中空床版傭
逆T式場台

射管杭4.600×700
2690(26CO)

225

群雄荷ITi

道路楯示方tF･同解説
S53､55
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この橋は新羽 .荏E]]線をまたぐ歩道橋

である0

倍の南側は住区を過り､仲町台地区セ

ンターへと通じ､また北側はせせらぎ公

園の入口となっている｡

斜路､階段は北原横バス停に通 じてい

る｡

横の形式はこのルー トの標準タイプで

あるPC単純U桁の下路橋である｡

橋桁のコンクリー ト壁が高欄を兼ねて

きたはらほどうきょう
北原歩道橋

いるO トyプレ-)i,は茶系で塗装された

半円のアルミカバーで預った｡

胸壁および親柱はコンクリー トの手Tち

放しで､舗装は7ブローチEtllS分､構面と

もにコンクリー ト平板を敷 きつめてい

る｡

7ブローチの転諮防止策にはステンレ

スのメッシュ張 りが施されている｡

【扱き十概要】
4橋名

●所在地

●汝工年月

●上執書道形式

●下糾 造形式

●基礎tl遣形式

●横長(支間)

●幅員

●設計荷重

+適用示方f

北床歩道揺(C･48)

都筑区新来町16番

昭和59年8月

PC単純U桁騰

逆T式壌台

親管杭d.60)×950-loco
2460(2380)

3(X)

群狐荷立

道捲檎示方恕 同解説

S53､55
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この橋は新横浜 元石川から分岐する

大熊 ･東山田線を療初にまたぐ歩道橋で

あるO

橋の南側は横浜市営地下鉄3号あざみ

野線の鉄道橋が並行して走り､西側は地

下鉄仲町台駅に通じる｡東側はくわがた

公園を経て.地区外に至り､斜路､階段

は北棟バス停に通じている｡

ルートの最初に架かる低であり､大き

く威圧感のある鉄道橋をカバーするた

め､トラスを採用した｡

上弦材には2本のパイプ,下弦材には

大きなパイプを用い､斜材は角材を用い

るなど大胆なデザインになっている｡

橋の形式は両端に張り出しをもつ単純

トラス桁橋で.床版は鋼床版を採用し､

荷重軽減を図っている｡

上弦材の2本のパイプは端部で半円形

につながり､シルバーの塗装が施されて

いる｡また､斜材には異の塗装が施され､

上弦材に塗装されたシルバーと強いコン

トラストを措いている｡

ステンレス巷隻の高欄は太いパイプの笠

木と曲線をもった縦様で構成されてい

るoこの笠木に使われているステンレス

222

のパイプとシルバーで漁法された上弦朝

は､同じ半円形の端部をもち､形状､色

彩的に統一感をもたせいる｡

アプローチの舗装はコンクリ- トブロ

ックを敷きつめてある｡横面舗装にはア

スファルトを採用し､荷重軽減に役立て

るとともに､アプローチと色彩を区切る

ことによって横の存在感を山している｡

(設計概要】

●橋名

●所在地

●竣工年月

4上執古道形式

●下鰍書道形式

4基掛A遣形式

4横長(支間)

.幅員

●設計荷重

匠橋(C･49)

都筑区仲町台2TEl7番

昭和59年3月

瀬単純鋼床版トラスト桁橋

柱式橋脚

鋼管杭4800×1600～1700
4160(500+30∝)+500)

500

TL-14

+適用示方書 道路括示方む .同解説

S53､55
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この橋は､大熊 東山EE線の北川積商

バス停交差点から西側に延びる区画道路

をまたぐ歩道横である｡

橋の形式は､桁高が大きく収れるので

PClP純中空床版を採用 した｡桁高を変

化させることにより桁下空TZtほ 大きく見

せ､櫓下に圧迫感を与えない外観となっ

ている｡

市棚の トップレールと菜種は鋳鉄製で

ある｡縦桟に使ってある鋼板は.下部を

ねじることにより橋下車道からの視野を

絞り､歩道橋を渡る歩行者の足下が見え

ないよう配藤がされている｡

いなみほどうきょう
稲波歩道橋

(設計概要】

●純毛

●所在地

●按工年月

●上告別‡造形式

●下書糾l這形式

4基礎構造形式

●橋長(支間)

●幅員

●設計荷重

●適用示方暮

226

補液非道機(C･50)

都筑区早淵3TE19番

平成3年3月

PC単純中空床版構
逆で式橋台

鋼管杭¢5(対×700-850

2350(2260)

300

群銀荷重

道路磯示方番 同解説

S53､55
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この橋は大声巨･東山田線をまたぐ歩道

橋である｡

西側は緑道 ｢せきれいのみち｣に通じ､

近傍にやまどり公園があるO東側は地区

外に至り､第3京浜道路の神幡架道橋に

通じている｡

階段､斜路は港北工菜団地バス停に連

絡している｡

横の形式は､地区の標準タイプとして

設計されたPC単純U桁の下路橋である｡

橋桁のコンクリート壁が高欄を兼ねて

おり､トyプレールは半円のアルミカバ

ーで校いルート色のプル一系の塗装を施

してあるO親柱の天端にも同じカバ-が

取り付けである｡橋への導入部には鋳鋼

製の端ポストを設け､標準タイプのアル

ミ製転落防止柵により､橋へ接続させて

いる｡

路面舗装はアプローチと同じコンクリ

ート平板を敷きつめてある｡

【設計概要】

●橋名

●所在地

●拝工年月

●上缶構造形式

+下缶状違形式

●基礎横道形式

●横長(支間)

●幅員

●設計荷重

七塚歩道橋(C-51)

都筑区早測1丁目21番

昭和58年1月

PC単純U桁櫛

逆で式横台

鋼管杭 d)600×3加

2560(2480)

3(X)
辞典荷重

●適用示方暮 道路株示方笹･同解説

S53､55

ななつかほどうきょう
七塚歩道橋
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鋼管杭≠6W
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この橋は大熊 ･東山田線をまたぐ歩道

橋である｡

橋は西側の早捌3丁目と折三京浜道路

沿いの商業地区を結んでいる｡

階段､斜路は北川バス停に通じている｡

栃の形式は､地区の標嘩タイプとして

設計 されたPC単純U桁の下路橋であ
る｡

西側臆台の高い壁面はブロック積みで

覆われている｡歩道橋の縦断勾配は8%

に押さえ大きな曲率をもたせている｡

高欄は横桁のコンクリー ト壁であり､

トップレールにアルミの半円カバーを取

り付け､衷両はルー ト色であるブルー系

の塗装が施してあり､親柱の天端にもト

ップレー)L,と同様のカバーが取り付けて

ある｡

横面および斜路はコンクリー ト平板で

舗装した｡斜路の転落防止柵はア)t'ミパ

イプとステンレスメッシュ張りで造られ

ている｡

【設計概要】
●梼名

●所在地

.竣工年月

●上知書道形式

.下部細道形式

●基掛A造形式

●楕長(支間)

●幅員

●設言十荷重

●適用示方書

新吉田歩迫様(C-52)

都筑区早渦3丁目20番

平成 4年日月

PC単純U桁解
A,迎丁式墳台･A.格式楯台
射管杭4700×13CK)
2600(2514)

300

群弘荷重

道路橋示-)1-襲い 同解説

S55､H2

しんよしだほどうきょう
新吉田歩道橋

野 育 1.- 要 _ ～′屠 1 /㍗dA/i■,,-,.
.rl F I I t /AL. l
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にしやまほどうきょう
西山歩道橋

この橋は大熊 ･東山EEl線をまたぐ歩道

橋である｡

橋の西側はひばり公園に通じ､′ト･中

学校用地を経て､緑道 ｢せきれいのみち｣

へと続き､東側は第三京浜道路をまたぐ

西架道橋につながっているD

階段､斜路は西バス停に通じているD

橋の形式は新吉田歩道橋と同じ､地区

の標準タイプとして設計されたPC単純

U桁の下路橋であるO歩道橋の縦断勾配

にはゆるやかな曲率をもたせているO

橋台の高い壁面はブロック積みで覆わ

れていて威圧感をやわらげている｡

高欄､親柱､構面舗装などは新吉田歩

道橋と同一のデザインが採用されてい

るO

【設計概要】
●橋名

●所在地

●竣工年月

●上部構造形式

●下部構造形式

●基礎構造形式

●橋長(支間)

●幅員

●設計荷重

西山歩道橋(C-53)
都筑区早測1丁目32番
昭和58年10月

pC単純U桁橋

逆で式橋台

鋼管杭4,500×1050-1200
25(氾(2414)
300

群集荷重



A.橋台正面図

主桁断面Eg]

∴ -:

233



がくえんほどうきょう
学園歩道橋

この橋は九千 ･中山 ･茅ヶ崎練をまた

ぐ非道樵である｡

桧の西側は洗足学園大学 ･短期大学を

経て.東京横浜独逸学園に至る｡文字通

りの学園歩道橋である｡

米側は集合住宅術に接し､その輿は市

営地下鉄3号あざみ野毅の仲町台駅広場

へと通じている｡仲町台地区センターへ

の入口としての役目もあわせもった樵で

あるため､デザイン､材rTとも統一感を

考威した造りとなっている｡

橋の形式はPC放縦Irl空床版の上路橋

で､西側橋台はアーチ形の開口部をもつ

ラーメン構造となっているO

橋桁はゆるい縦LFr曲孤に合わせてカ-

7'を描き､橋桁をよりスレンダーに見せ

ている｡また､テーパーのついた地霞と

コンクリート桁との2両構成はコントラ

ストが陽光に映えて鮮やかである｡

芯欄はしゃれたデザインの鋳鉄製で､

焼きレンガと同じ色調の茶系色で塗装さ

れている｡

横面および階段の舗装は磁器質タイル

ilF(り､橋台および階段には焼きレンガ張

りと､グレードのT.:'lTいヨーロッパ度しのた

たずまいが落ちIITfいた雰囲気をliヲ'わせて

いる｡

【設計概要】
●楕名

●所在地

●竣工年月

.上缶構造形式

●下各様造形式

●基掛善道形式

●横長(支間)

●幅員

●設三十荷重

学園'歩道樵(C･54)

都筑区茅ヶ崎繭2丁目2番

平成3咋10月

PC蝉純や空疎版横

A.ラーメン式磯台･
A,逆丁式橋台

PHC杭4500×450- 500
3100(3010)

Ll00
訂IJlf:iJTL

●適用示方書 道路橋示-JI一怒 .Fl解説

S53､55
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学園歩道橋
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晶

鞄

f
L

パ
外

あさぎりはし
朝霧橋

封 ′

1∴

r熟予 ノ

この柏は横浜 ･上麻生線をまたぎ､禄

逝 ｢ゆうばえのみち｣を橋上で結ぶ歩道

橋である.

橋の東側は集合住宅があり､｢ゆうば

えのみち｣の北側には､からたち公園､

鴨池公園､牛ケ谷公園､さくら公園があ

る｡西側は木陰横をくぐり花見山かりん

公園を経て､川和富士公園に適ずるo斜

路,階段は高山バス停に迷路している｡

この横は,供用中の道路上に架設され､

椎長が長いこと､桁TjJが大きくとれない

ことなどを考慮し､銅桁フィーレンデー

ル桁の下路橋を採用した｡床版は鉄筋コ

ンクリー ト床版であるO柄iTfi舗装は自然

石平板を敷きつめ､地役にも自然石を並

べている｡

主桁には耐侯性銅材を用い維持管理を

等易にするとともに､鐙咋変化によって

落ち着きを増すよう配慮されており､ま

た上 .下弦材と垂直材よってできる窓の

四隅を丸くして､樵をやわらかな表情に

仕上げている｡

高欄は上弦材が笠木の役目を担うとと

もに､開口にはアルミの縦桟をはめ込み.

すっきりとした横面空I.rりを創 り出した｡

橋桁の高欄に比べて大きな親柱は､アプ

ローチから見る構端の眺めを引き締めて

いる.

機の縦断曲線が描くゆるやかなシルエ

ットは長大な橋に軽快なリズムを刻み､

衷両にコンクリートのたたき仕上げを施

した独特な形状の橋台壁而とともに､緑

の駄観の中に自然に溶け込んでいるD

【設計概要】

●橋名

●所在地

●汝工年月

+上缶構造形式

●下射考造形式

●基礎構造形式

●横長(支間)

●幅員

●設言十荷重

朝霧税(D･1)
都筑区大丸10帝

昭和58咋3月
銅単純フィーレンデ-ル横

道T式塘台

辞管状dI700×1100-1500
4497(4444)

300

TL-14

●適用示方書 道絡傭示方壬F.同解説

S53､55
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'uVllて
r i
llh I

この僻は緑道 ｢ゆうはえのみち｣の南

端に位置している歩道橋である｡

橋の北側は横浜市水道局の港北配水

池､神奈川県広域水道企業B]､港北調整

池､港北ポンプ場など公共施設へと通じ

ている｡南側は月出松公園の入口となっ

ている｡

橋の形式は､Ⅴ字形に開いた掘割りの

道路構造をRC固定アーチでまたぎ､側

径間は3径間のRC連続スラブで構成さ

れている｡

高欄は鋳鉄製で､縦桟に橋脚のアーチ

に照応した曲線を連続的に用いて､やわ

らかな感じを出している｡また､比較的

[設計概要】
●梼名

●所在地

4娃=年月

+上缶状造形式

●下部構造形式

●基礎構造形式

●橋長(支間)

●幅員

●設計荷重

月出松公園蜂(D･2)
都筑区加賀原1丁64番

昭和62年2月

RC固定アーチ櫛

L型式橋台

PHC杭45∝)×1300
2900(2850)
300

TL-14

●適用示方暮 道路株示方沓 ･同解説

S53､55

つきでまつこうえんきょう
月出松公園橋

大きめの親柱は､天端を丸めた自然石張 気を与えている｡

りで､威圧感を感じさせない造りとなっ 法面の自然石郡みと植栽の緑は､橋全

ている｡ 体のもつやわらかなやさしいイメージを

高欄は､橋而柵装に使用しているレン 一層引き立たせているO

ガブロックとの色彩的な調和を考慮して

茶系で仕上げ､歩行者に落ち茄いた雰囲

242



30 摘 長 29000桶 長 28940 30
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この椴は緑道 ｢ささぷねのみち｣のル

ー ト上にあり､緑道と平行に走る区画道

路をまたぐ歩道橋である｡

橋の西側は鴨池公園の入口となってお

り､東側は戸建て住宅が放ち並ぶ住区で

ある｡

横の形式は桁高が大きく取れるので､

RC変斬而の梁をもった門型ラーメン構

造とした｡梁断面は中空床版を採用して

いる｡

はし
ささぶね橋

桁側面は~部コンクリ- トのはつり仕 【設計概要l
上げで､高欄には重厚な鋳鉄製の斜め格 ●橋名 ささぶね億(D-3)

子が設置されているO ●所在地 都筑区荏田東3TEl2番

横面､アプローチ､および広めのステ ●竣工年月 昭和60年1月

yプを確保した階段には､自然石平板が

敷きつめられている｡樵台にランダムに

積まれた自然石や､年月を経てT.llJ'柵に巻

き付いた樹木が周囲の自然と調和し､重

厚で落ち新いた雰囲気をかもし出してい

る｡

●構造形式 RCL.t】型ラーメン橋

f基掛毒造形式 ペノト杭41ユCHX)×650

●横長(支間) 1680(1320)

●幅員 380+1ー20

●設言十荷重 TL14

4適用示方暮 道路墳示方替 .同解脱

S53,55
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かもいけこうえんきょう
鴨池公園橋

狭まるようにできているO公園からの導

入をスムースに感 じさせるデザインは､

橋の載荷重の軽減にも役立った｡

高欄はコンクリ- ト壁で､上部に鋼製

の2本のパイプをトップレールにもち､

落ち蔚いたデザインは広い縁遠空間に調

和 している｡

横面舗装は落ち着いた色調のコンクリ

ー トブロックである｡

樹木から見え隠れする桁および橋脚の

外装は,クリーム系の塗装が施され､特徴

的なV脚と併せて柿の印象を端めているO

[設計概要】
●橋名

●所在地

●竣工年月

●上敵弟造形式

●下軸 造形式

●基掛先遣形式
.横長(支間)

●幅員

4枚計荷圭
●適用示方書

較池公園桶(D一月)

都筑区荏EEl東3TEl2番

昭和58年3月

PC連続V脚型ラーメン塘
V塑l塘脚

束管杭66COX550-750
5904(850+1800+600
+1800+850)

500

TL-14

通路桁示方沓 同解説

S53.55

uBIJ Sr

懲

この橋は新横浜 ･元石川線をまたぎ､

両脇にある鴨池公園を結んでいる歩道橋

である0

倍の形式は､中央分離帯と左右の端径

Ii;=こV脚を設置した､PC速読ラーメン

構造の上路橋である｡

主桁断面は大きな張り出しをもつ中空

床版であり､V脚は辞い壁構造である｡

横面には.公園との速読性を維持するた

め､左右に低木植栽を施し､桶を意識さ

せない造りとなっている｡植栽スペース

の帽は橋の端部で広く､中央に向かって

246
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ほたるみはし
蛍見橋

この橋は区画道路をまたぎ､緑道 ｢さ

さぷiaのみち｣と総合公園をつなぐ歩道

橋である｡近傍には､渋沢橋､竹園横な

ど緑道をまたぐ橋がある｡

樵の形式は区画道路の幅flが狭いこ

と､桁高が大きく取れることから､RC

単純T桁の上路橋を採用している｡

桁高を変化させることにより､狭い橋

下空間を広く感じさせている｡

高価は鋳鉄製で､矢来垣のイメージを

耽り入れた斜め格子を採用し､茶系の塗
装を施してあるC

親柱は鋳鉄製の9;㍊ポストで､高欄と同

色の茶色の漁装が施されており､周辺の

繰出かな空間になじんでいる｡

連続する掘割りのブロックfl'tみの法両

は､樹木で預われ､圧迫感を感じさせな

い｡

248

(設計概要】
●橋名 盤見桁(D-5)

●所在地 都筑区荏mrAiLITEllo希

●竣工年月

●上鮒 道形式

●下軸書道形式

●基礎構造形式

●横長(支間)

●幅員

●故王十荷重

●適用示万事

昭和61年3月

RC単純丁桁傭

逆T式塘台

A】鋼も杭d･500×500,
A,直積基礎

1470(ill00)

6(X)
TL-14

退路椅示IJFか･同解説

S53､55
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みしきはし
美四季橋

この横は緑道 ｢せきれいのみち｣と丸

子 ･中山 ･茅ヶ崎線との交差部に架かる

歩道橋である｡

緑道 ｢せきれいのみち｣は橋の西側で

洗足学園大学 ･短期大学の脇を通り､茅

ヶ崎公園へと逮する｡東側はノト･中学校

用地に接し､せせらぎ公園に至る｡橋の

南側には学風非道樵が隣接して架かって

いる｡

桁の形式は､桁高が大きくとれるので､

道路端に橋脚を設挺した3径間連続中空

床版の上路橋とした｡長い橋桁を支える

橋脚は､逆テーパーをもった壁式橋脚で

ある｡

高欄は壁識欄で内側に自然石をランダ

ムに張り付け､笠木には半円形のコンク

リートブロックを服せている｡

禰而舗装はレンガ状のコンクリートブ

ロックを敷きつめ､親柱も高欄と一体の

デザインでできあがっているD

壁高欄が車道への視野を遮り､また路

面および高欄と親柱の統一的なデザイン

によって､億上空間と緑道との一体感を

確保している｡

(打計概要】

●摘名

●所在地

●竣工年月

●上部構造形式

●下掛書道形式

●基掛#造形式

●橋長(支間)

●幅員

●設計荷重

●適用示方書

250

英四季椀(D-6)

都筑区茅ヶ崎南1丁目3番

昭和60年2月
PC3径間速読中空床版橋

迎丁式橋台､壁式横脚

鋼管杭¢500×600-1400

4800(1155+2400+1155)
300

TL.14

道路橋示方昏･同解説

S53､55
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はるさめはし
春雨橋

この橋はせせらぎ公園から北に延びて のあるト7プレーJL,と､細かい間隔で並

くる緑逝 ｢せきれいのみち｣にあり.主 んだ縦桟とが相まってどっしりした感じ

-iG地方道横浜 ･生田線をまたぐ歩道桧で

ある｡

階段は新栄訂.5校北口/くス伴に通じてい

る｡

桁の形式は､桁T"')が収れるのでPC単

純中空床版を採用している｡

鋳鉄fIEyの7.'.'JA柵は､l瑚jfJく太めで韮量感

■
卜＼

を与えている｡親柱は白い御影石の角柱

に両取りを施し､アプローチ部分に設置

されたアルミパイプの転落防止柵と調和

を囲った｡

アプローチ部分の白と､茶系の塗装が

施された桁部分は.桁の存在感をより一･

屑詰めている｡

252

【設計概要】
●橋名

●所在地

●姓工年月

●上鰍玉造形式

.下部構造形式

●基礎構造形式

●橋長(支間)
.幅員

●設計荷重

●適用示方暮

額田J柄 (D-7)

郁銑1亘iiI測 1TE13蘇

平成1咋3月

PClii純中空床版横

逆で式場台

A,鋼管杭d･50DX700-8E)､
A.鮎接基礎
2580(2490)
300
TL-14

迫粍冶示方砥t.同解説

S53､55
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なかまるほどうきょう
中丸歩道橋

この樵はセンター南駅の南側に位置 側はタウンセンターに至る｡ おり､ トップレールはルート色のプル-

し､新羽.荏Efl線をまたぐ歩道橋である｡ 桁の形式は,このルー トの標準タイプ 系で塗装された半円のアルミカバーで鞍

桶の南側は茅ヶ崎南つゆくさ公園を通 であるPC単純U桁の下路橋であるO われている｡

り､大原みねみち公園に通じており､北 横桁のコンクリー ト壁が高欄になって 胸壁および橋台はコンクリートの打ち

放しであるが､舗茄はアプローチ部分に

レンガタイルを用い､横面は焼きレンガ

を敷きつめてコンクリー トの冷たさをや

わらげている｡

【設計概要】
●橋名

●所在地

4竣工年月

●上部梢造形式
L下部構造形式

●基礎構造形式

●橋長(支間)
●幅員

●設計荷重

●適用示方書

中丸妙逝樵(I)
都筑区茅ヶ崎中央15番

日脚n58年3月

PClii純U桁橋
逆丁式傭台

鋼管杭¢600×800-900
2LI40(2350)
3∝)
TL14

道路傭示方む ･同解説

S53.55
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かいせいほどうきょう
開成歩道橋

この低は新羽 .荏En練をまたぐ歩道桁

である｡

橋の南側は茅ヶ崎南かきのき公開に通

じ､北側ははなやぎ歩道柵を渡りタウン

センターに通じているO

斜路､l堺段は中丸パス仲に辿紡してい

る｡

府の形式は､桁高が大きく取れるので

pC単純で桁の上路桁とした｡

タウンセンターと住宅街を結ぶ億なの

で､タウンセンターの谷間Z坑を生かし､

橋台からアプロ-チにかけての壁面は7荊

酒なレンガタイル張りを施しである｡

芹.')欄は2本の鋳鉄製のrifミ杜にコンクリ

ートの笠木を服せ､安定感を講●LJめており､

シンプルなデザインは親しみやすさを感

じさせる｡

【設計概要】
●橋名

●所在地

●竣工年月

●上榊 造形式

4下書朗‡違形式

●基礎梢造形式

●橋長(支間)
●幅員

.設計荷ZB

●適用示方書

256

lAI成歩逓倍(∫)

都筑区茅ケ掛P火17番

昭和59年3月

pC単純で桁偲

逆丁式横台

鋼管杭¢800×600-700
2390(2310)
550
TL-14

退路楯示方,Lt 同解.A

S53､55
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ちがさきひがしほどうきょう
茅ヶ崎東歩道橋

この橋は佐江戸 北山田線をまたぐ歩 長いので.ウェブを細くすることにより.

道橋である｡北西側にセンター両駅があ 桁重量の軽減を囲っている｡同時にこれ

り､東側はたんばぼ公園に適ずる｡ によって生まれたテーパーの陰影が橋の

橋の形式は､地区の標準タイプである 長さを感じさせない｡路面舗装には焼き

PC単純U桁の下路橋であるO径間長が レンガタイルを採用したo

258



ほどうきょう
はなやぎ歩道橋

この橋は新羽 荏EEl線と隣接して平行 はダイキャスト､ トノブレールはパイプ

に走る区画道路に架かる歩道橋であるO が使われ､縦桟部分には曲線を組み合わ

橋の形式は､供用中の道路に架かるの せているO橋面は磁器貿タイル､階段､

で､桁高の低い鋼単純鋼床版叙桁を採用 アプローチ部分にはコンクリートプロy

している｡高欄はアルミ製で､束柱部分 クの舗装が施されているD

側面図

38767(擁壁部) 横 長 20310 2970()

【設計概要】
●橋名

●所在地

●竣工年月

●上部構造形式

●下部構造形式

●基掛茶道形式

●橋長(支間)

●幅員

●設計荷重

●適用示万有

lP90 10022 1D 1(】990 10 9885 1 m l7800 1013@600■7800210014@60018400

-

はなやぎ歩道橋(J■)

都筑区茅ヶ崎中央14番

平成9年2月

鋼単純鋼床版鮫桁橋

L型橋台､T型式橋脚

直接基礎

2031(1950)

360
群北端=韮

道路橋示方Tit 同解説H6

主桁断面図

4400
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この橋は中山 .北山田線をまたぐタウ

ンセンター内の歩道橋である｡樵の西側

は都筑区総合庁舎の南西側の区画道路に

達する034王側は商業 ･公共施設が建ち並

ぶセンター地区となっている｡また､柿

下には都筑区総合庁舎バス停がある｡

橋梁は､タウンセンター橋梁群のひと

つとして トータルデザインがなされ､広

場空rJjJの統一性に配慮しながら､都会的

な横能美を追求した｡

横の形式は.桁高がとれるのでPC中

空床版の上路橋とした｡

筒欄には韮)_gなデザインを採用し､東

棟にアルミダイキャス ト､ トップレール

に太いアルミパイプを用いた｡階段の高

欄はコンクリー ト壁に切 り換え､歩行者

の視野を較り込んでいる｡

横面と階段舗装には焼きレンガが用い

られている｡同系色で塗装された階段の

(設計概要】

●橋名 中村歩道椎(K)

●所在地 都筑区茅ヶ崎やJ火24番
●竣工年月 平成8年6月

+上缶構造形式 PC単純中空床版偵

●下勤A造形式 L型構台

●基礎横道形式 直接基礎

●横長(支間) 3390(3304)

●幅員 3(氾
●設計荷重 群JJ!荷韮

●適用示方書 道路橋示方雀F･同解説H6

なかむらほどうきょう
中村歩道橋

照明ポ-)L,によって､閉ざされた階段空 ウンセンタ-に入る最初の橋であり.白

F''n二アクセントを与えた｡ い橋桁と大きな階段の側壁は､ゲー トの

この橋は中山 ･北山田線を北上してタ サインとしての役割を果たしている｡
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この橋は,北側のまちづくり館前交差

点と荏田東交差点を結ぶ区画通路をまた

ぐ歩道橋で､南側は都筑区総合庁舎に隣

接している｡

柿の北側のまちづくり前交差点付近に

は､港北ニュータウンまちづくり館､住

宅都市整備公団港北開発局などがある｡

橋の形式は.桁高がとれるのでPC単

純中空床版の上路橋を採用した｡

高欄は､近隣の歩道橋と同じアルミ製

で､曲線を採用したダイキャスト製の来

社とパイプ製の横桟で構成されている｡

桁仰丙につけられたテーパーは､橋の

外観をスレンダ-に見せ､橋両舗装用に

放きつめられた焼きレンガの描き出す剤

かなバターンが､落ち着きのあるしゃれ

た表情を見せている｡

センター地区に架かる他の樵と競-感

のあるデザインが施され､周辺の景観に

自然に溶け込んでいる｡

【設計概要】
●橋名

●所在地

●竣工年月

●上告封書造形式

●下缶構造形式

●基礎1J遣形式

●横長(支間)

まちづくりjji･迫橋(L)

都筑区茅ヶ崎中央32番
平成7年9月

pC単純中空床版構

箱式墳台

A】PHC杭d5W X700､
AZ直接基礎
2510(2432)

4幅員 420

4設言十荷重 群熊荷重

4適用示方書 道路橋示方恕 同解説H6

ほどうきょう
まちづくり歩道橋
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屯h

この橋は都築区総合庁舎人口交差点

と､まちづくり館前交差点を結ぶ区画道

路をまたぐ歩道橋で､南側は都筑区総合

庁舎と直結している｡

橋の形式は､桁高がとれるのでPC単

純中空床版の上路橋を採用したO

高欄はアルミ製で トップレールから桁

はるかぜほどうきょう
春風歩道橋

を包み込むゆるやかな曲線で構成され､ ている｡

束柱にダイキャスト､横桟にパイプを用 直結する稔合庁舎との一体性を考慮

いて､高欄からの視界に開放感をあたえ し､横面舗装なども歩道部の舗装との迎

ている｡ 続性をもたせるなど､違和感を与えない

高欄と同じ曲線で構成された親櫨は桁 よう配慮がなされているo

端を引き締め､桁側面につけられたテー

パーが橋側面の外観をスレンダーに見せ

264

(設計概要】

●橋名

●所在地

●竣工年月

●上部構造形式

●下部構造形式

●基礎構造形式

●橋長(支間)
●幅員

●設計荷重

●適用示方書

春風歩道橋(M)

都筑区茅ヶ崎中央33番

平成8年6月

PC単純中空床版橋

辿T式橋台

A.PHC杭¢600×600､
A2直接基礎
2490(2410)
500

TL14

道路橋示方督 ･同解説

H2､6





みどりもんほどうきょう
縁門歩道橋

この楠は都築区総合庁舎正面と春風歩 で､桁高の低い鋼単純鋼床版叙桁構造を

遺構を通り捨合公園に至るベデデッキの 採用しているD高欄､路面舗妾などはセ

北端に位置し､区画道路をまたぐ歩道橋 ンタ一地区の橋梁部と共通のデザインで

である｡

橋の形式は供用中の道路に架かるの

ある｡

＼ 平 面 図lli引 と㊥
■ ■ - ■ ■ ■ i i l■一IJLJLJLIVLALJLILLLLBIJLJLIL'

3500 !創l73500＼＼＼ 空ごつ＼＼＼ 空ごつ
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緑Pl歩道橋(N)

都筑区茅ヶ崎中央36番

平成9年1月

舗単純鋼床版転桁揺

避丁式橋台､壁式橋脚

直接韮確

1900(ユ854)

460-520

群触櫛韮

道路壌示方昏 同解鋭H6

主桁断面図



かぜほどうきょう
そよ風歩道橋

この橋は中山 ･北山EB線の西側に隣接 穂のデザインは春風歩道橋と統一され

する区画道路をまたぐ歩道橋で､北側は ている｡

稔合公園と接し､南側は商業 ･公共施設 橋の形式は径間長が短いのでRC単純

が建ち並ぶセンター地区となっている｡ 中空床版桁の上路橋を採用している｡

高欄は周辺の歩道橋と共通のアルミ製

で､束柱に曲線をもったダイキャス ト､

トップレールと横桟にはパイプを使用し

ている｡

周辺歩道橋とはデザインの統一が図ら

れ､駅前広場の景観に一体感をもたせて

いるO

A,橋台正面図 主桁断面図

l llO
lLr'

叫⊥L⊥⊥⊥ ク -二 と

【設計概要】

●橋名

●所在地

●竣工年月

●上部構造形式

●下部構造形式

●基礎構造形式

●橋長く支間)

●幅員

●設計荷重

●適用示方書

そよ風歩道橋(0)

都筑区茅ヶ崎中央39番

平成9年1月

RC単純中空床版横

道で式橋台

pHC杭¢700×700-lock)
1770(1685)
500

群朝…荷重

道路橋示方啓 同解説H6
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この橋は､中山 ･北山EEl線と交差する

区画道路をまたぐ歩道橋で､紀合公園に

通ずる.

橋の形式は､センター地区内の緑門歩

道橋と同じ鋼単純鋼床版鍍桁橋であるO

【設計概要】

●橋名

●所在地

●竣工年月

4上部構造形式

●下書朗讃造形式

●基掛弟造形式

●橋長(支間)

●幅員

●設計荷重

●適用示方書

見晴らしJ,歩道橋(P)
都筑区茅ヶ崎中央40番

平成9年1月

鋪単純鋼床版鮫桁橋

箱式橋台､壁式概脚

PHC杭4,600×1100
2210(2164)

460

群JJi荷重

道路橋示方び ･同解説

H2､6

みは ほどうきょう
見晴らし歩道橋

l
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ほどうきょう
みらい歩道橋

この橋は中山 ･北山田森をまたぐ歩道 つながっている｡ 東側には階段､斜路のほかに.歩行者

横である｡機の東側はセンター南駅に通 横の形式は､桁拓がとれるのでPC中 の昇降の負担を軽減するため､エレベ-

じ､西側はセンターを抜け､籍合公園に 空床版を用いた上路橋とした｡ タ-が併設rt'されている｡

隣接するセンター地区のベデデッキ群に

BflE1.,...雲............過 / L 確 li.ー ＼

十 一 一一 一一 一1 -- -月 ,リ｣L[｣ .uiLLLLLLLLLLLLL山iui

】1 】 l l 】 】】1 】 l l 】 】
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この橋はタウンセンター内にあり､中

山 ･北山田線をまたぐ歩道橋である｡

橋の東側はセンター南駅に至り､西側

は都筑区畿合庁舎が隣接する0倍を過ぎ､

まちづくり歩道横を渡って緑道 ｢ささぶ

ねのみち｣に通ずる｡

架設位置がシンボル広場とビジネス地

区という異なった性格の地区を連結する

ため､空間の連続性を表現することによ

り､自然に移行できる配慮がされている｡

つづき ほどうきょう
都筑ふるさと歩道橋

橋の形式は､桁高がとれるのでPC中

空床版の上路橋とした｡

傘道の両側を植栽城にして緑を速読さ

せ､くつろぎのある横上空閥をつくり出

している｡また聴の中央部には尖塔のオ

ブジェを置いて坊のサインとしている.

市棚はコンクリート壁とステンレスのネ

ットでつくり.植栽を包み､路面および

市棚には自然石平板を全面に張り付けて

いる｡

270

【設計概要】
●揺名

●所在地

●技工年月

.上細 道形式

●下缶的造形式

4基掛!造形式

4横長(支間)

●幅員

+投計荷重

4適用示方書

都筑ふるさと歩道構(S)
都筑区茅ヶ崎中央5番

平成 7年3月

PC単純中空床版備

逆T式構台

A,直接碁敵
APHC杭d･600×900
3850(3750)

6(X)

TL-14

道路橋示方督 ･同脈鋭H6



捕 長 38500 .50450
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ほどうきょう
つどい歩道橋

■■

この横はセンター南駅西口に通じる区 の構造でできている｡

画道路をまたぐ歩道橋で､PC単純箱桁

【設計概要】
●橋名

●所在地

●竣工年El

●上部構造形式
●下部構造形式

●基掛再造形式

●横長(支間)

●幅貞

4放言十荷重

つどい傘近状(T)

都筑区茅ヶ崎中央4番

平成9年2月

PClli純箱桁橋

A.和式析台､AZ逆で式橋台
∬TE非碍

3480(3392)

350

ef仙lIT瓜

●適用示方f 道路柄示方TB･同解説

H2､6

lllI 買l l… l…… … … … lll
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みなみほどうきょう
センター南歩道橋

この横はセンター南駅前広場に接 して 横の形式は､PC単純中空床版構造を
いる歩道棟である｡ 採用している｡

臥 Ill ㌔ .@

一 ｣ Llll""L]日 "ll1】ll"lllllq ー『 ==∃[届
打ち杭≠1500
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ちがさきじょうしほどうきょう
茅ヶ崎城祉歩道橋

この橋は佐江戸 ･北山EEl線をまたぎ､

地下鉄3号あざみ野線のセンター南駅前

広場の一角にある歩道橋であるC

桶の北西部の住宅街と､南t州の駅前セ

ンターを結んでいるため､通行丑も多く､

よくE=こ触れる歩道株である｡

椋の形式は鮪単純鋼床版鋲桁の下路橋

である｡

高欄.親柱ともに全体を擬雅な曲線を

もったステンレスのカバーで稚い､桁の

内側とトップレ-)L'はステンレスのシル

バー､外側は白の塗装が施してあるOさ

らに親柱に紫の塗装を施すことにより､

桁の存在感をより一層高めているO

駅前であることから､!訳に号巨岩する列

車をイメージしてデザインされたこの横

は.地区内でも独特の雰囲気をもった歩

道橋である｡

【設計概要】
●橋名

●所在地

●竣工年月

●上部構造形式

●下静夫造形式

●基蓬横道形式

●横長(支間)

●幅員

●設言十荷重

●適用示方暮

茅ヶ崎城祉'hlih締(V)

都筑区茅ヶ崎中火2番

平成3年7月

飼単純鋼床版較桁橋

逆T式蒋台

直接基資

33_20(3250)

450

TL-14

道路橋示方P_F･同解説

S55､H2
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フレ

この橋はタウンセ ンター北端に位置

し､中山 ･北山田線をまたぐ歩道橋であ

る.橋の東側にセンター南駅があり､西

側は総合公t削こ隣接する｡

橋の形式は桁高がとれ､供用中の通路

に架設されるので､単純鋼床版薮桁の上

さくらやまほどうきょう
桜山歩道橋

路橋とした｡

高欄はアル ミのダイキャス トを採用

し､親柱は明るいブルーのタイルで仕上

げ､桁端にアクセントをつけている｡

横面および階段の舗装には磁器質タイ

ルを採用してある｡

[設計概要】

●棟名

●所在地

●竣工年月

●上部構造形式

●下部構造形式

●基礎構造形式

●揺長(支間)
●幅員

●設計荷重

桜山歩道梼(W)
都筑区茅ヶ崎中央56番

平成8年12月
餅単純鋼床版鋲桁橋

壁式橋脚

直接基礎

3350(3210)
500

辞典荷重

●適用示方暮 道路株示方番 同解説

H2､6

300 10500 1虻 .05叩 000J 雪≡ ㊧@6品■PHC載350L=5000
コ｢ ll 写l

oT

コ⊂]コ□ 帰 冒tH LE十
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棟の形式はボックスカルパ- ト構造､

高欄は側面にパンチングメタルのステン

レスを使用している｡

広めで開放感のある構面は大あきレン

ガ張りである｡

(設計概要】

●棟名 であい嬬(Y)

●所在地 都筑区茅ヶ崎中央4番

●竣工年月 平成7年9月

●構造形式 RCボックスカルバート

●基掛耳道形式 PHCd)600×900
.内空断面 800X350

●幅員 700

+投書十荷重 群鵜荷盈

●適用示方暮 道路機示方む 同解脱

H2､6

はし
であい橋
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港北ニュータウンの橋梁耐震補強

平成 7年 1月17日に発生 した兵庫

県南部地震では､多数の橋梁で大 き

な被書が発生 した｡このため､平成

7年 2月27日 ｢兵雌県南部地震によ

り被災 した道路橋 の復 旧に係 る仕

様｣ (以下 ｢復旧仕様｣ とい う)が

建設省 より通達 として出され､当面

の措置 として新設橋梁の設計および

既設橋の補強についても道路種別な

どに応 じて､この授旧仕様を参考と

することが通知された｡

抵北ニュータウンの橋梁 もすでに

110橋に及ぶ歩道橋､道路橋が併用､

あるいは架設されてお り､10致橋が

工科中の現状であった｡こうした背

京とのもと､港北開発局においでも早

急に工事中の橋梁について ｢復旧仕

様｣による見直 し作薬がなされ､配

筋方法､支承構造､落櫛防止 システ

ムなどの設計変更を行い､工事に反

映されt二｡

引き続 き既設樵についても､復旧

仕様に基づ く耐Ei性照査､支承およ

び落楠 防止装置の検討 な どが行わ

れ､平成 8年 9月より順次橋梁の補

強工事が実施されている｡

｢従来設計法｣と｢役旧仕様｣の設計

内容の対比を､図-1に示す｡
図1 ｢従来設計法｣と ｢律旧仕様｣の対tt.フロー図



橋脚の耐震性照査と耐震補強

橋脚のある橋梁について ｢復旧仕

様｣による橋脚躯体の照査を実施 し

て､照査結果が許等値をiljG足 しない

橋脚については､補強を行 うことと

し､補強後の断面が ｢復旧仕様｣の
条件を満足させるようにするO

既設棉脚における別荘性照査の流

れを区l-2に示すo

橋脚の補強工法 としては,一般的

に､(1)鍋飯巻 き立て工法､(2)鉄筋

コンクリ- ト巻立て工法､(3)炭菜

繊維巻立て工法などがある.

港北地区における補強工法の決定

は､経済性､施工性､さらに周辺環

境の制約などの比較検討がなされ､

対毅橋梁について､鋼薮巻立て工法

および鉄筋 コンクリー ト懇立て工法

が採用 されている｡橋脚抑強の実施

された橋梁を表 -1に示すO

表1 橋脚補強の実施 された橋梁

4港北郡一地区

EE)2 既設橋脚の耐菜性照査フロ-
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FC-9 あすなろ歩道橋

落橋防止装置の検討

｢復旧仕様｣に準拠すれば､従来の

浴槽防止装置のほかに､もう 1種類

を設置 しなければならないo

港北地区の対象橋梁のうち､床版

橋形式のPC橋 などは､設置には構

造的に無理である｡そこで桁のかか

り長くSE)に15倍程度の余裕をみて､

落橋防止装置の 1種 とすることにし

ている｡支承構造および落橋防止装

置の検討は図-3のような流れで行

われる｡

緑端拡幅工法は､鉄筋コンクリー

ト打設工法が採用されている｡

[:千 :]

l 終 了 憎 さ薄志諾 霊 宝

格言寸フロー

FB12 あけぼの橋

橋台緑端が拡幅された橋梁

●7)B北第一地区

落橋防止装置の実施(追カロ)された橋梁

+港北鰐-地区
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橋について

序 歩道橋の歴史

日本での歩道橋の歴史は,ロ-マオリンピックにローマ

市の交通混雑対韓として歩行者横断用の歩道橋を採用 した

ことが伝えられた昭和35年頃から始まる｡

特に､昭和39年の東京オリンピ ック開催前後より全国

的に設態され始め.自動ilf交通の伸びと歩行者申故の,蛋,増

に対処するため､昭和41AI三に成立 した ｢交通安全施設等

艦備中菜に関すると捺,{ilt手削tJL法｣に貼づいて､那 1次 3カ年
貫十画が立てられて以来､本格的に地殻されてきたoこの3

カ年にfLE設 された数は3500カ所にものぼった｡ついで､

第 2次 3カ年計画が昭和44年からスター トしたが､予想

以上に交通事故が政増 したことに対処するため､昭和45

年に成立 した ｢交通安全対策基本法｣に迎づ き､昭和 46

年度から､道路安全対策部紫 5カi悶 ト画が範定された｡

横断歩道橋は.歩行者ZJi故の防止を日的とし､道路を横

断するための手段 として有効な方法とされてきたが､一方

で､歩道橋は､人FLrl,HEP=視 碑優先恩怨の産物だとして､設

iEt反対迎互助等が起こっている｡

この中には､デザイン不在の見苦 しい歩道橋が､手当た

り次第に都市にはびこってい く現状に対する不満､批判が

含まれていたが､より根本的には本来人のためにある ｢道｣

が､串に占領され､人が肝段を上って下るといった苦労を

強いられる歩道橋自体の構造的形態に起因していたと思わ

れるo

Lか し､これらの横断歩道橋はあ くまでも既成市街地内

での応急処置的なものにす ぎなかった｡近年､これらの横

断歩道橋への批判､反省を踏まえた新 しい非道橋が各地で

建設されるようになった｡特にニュータウン開発において

は､計画段階からjJjll'串分離の原則が巽かれ､多 くの立体交

差が生まれている｡港北ニェ-タウンもそのひとつであ り､

人間優先の思想がより-IFl徹底され､総計120カ所を超え

る立体交差が計mJ'されたが､特蟹すべ きはこの立体交差､

棟梁が環秋の構成要素として積極的に位位づけら九､港北

二ュ-タウンのまちづ くりに大きく貢献 しようとしている

点である｡

1 橋の分類

l-1 通路の位置による分類

椿の分≧桁として伯 もわか りやすいのは､路面の位了とHこよ

る分要続であるo柿桁に対する通路の位Fi引村係から､次の4

つに分けられる (図 111)0

(D 上路橋 通路が橋桁の上方にあるもの｡一般的にい

って特別の非情がない限りは上路橋 とするのがよい｡

(参 下路橋 通路が横桁の下方にあるもの.

上納 / 緬 'A道'

中指JA
一日｡こぞ面(hn)

湖 紳 面 軌̀並)



(卦 中路橋 通路が橋桁の高さの中間付近にあるもの｡

(む 二層橋 :通路が2段に分･かれ､たとえば上方が道路,

下方が鉄道用となっているもの｡

一般に上路桶は､橋上での視界を遮 られることがなく開

放感がある一方,橋の特徴を出しにくく象徴性をもたせる

ことが難 しい｡また下路橋は､上部構造物が多いために､

嬬下を通過する際に威圧感を与える傾向が強い｡逆にこの

上部構造物によって特徴を出しやす く､シンボルやランド

マークとしての橋 となる｡

横軸に対する通路の位置関係から､次の 3つに分けられ

る (図 1-2)｡

① 直橋 橋軸が両岸に垂直であるもの｡

(参 斜橋 :機軸が両岸に対 し,斜めになっているもの｡

(参 ELh線橋 横軸が曲線であるもの｡

1-2 構造形式による分類

橋の構造形式から､次のように分類される (匡11-3)a

(か Iii縦横 主桁または主構を両端に【正いて､ill-純に支

持する橋で,主桁 または主構に作用するLulげモーメン

(日 単純純 (2)連捷捕

(4)桁 楕

JA AL

(7)アーチ嫌

､- ｢

(10)吊 純

∴ _

図1-2

図1-3

Fヨ ほ!

ト､歩を断力などはすべて応用力学上の単純バ リとして

計算されるものである｡

(丑 連続橋 _2径ru以上にわたって連続 した主桁 または

主構を使用するものであって､連続パ リまたは連続 ト

ラスの理論によって計許される橋 (連続桁橋または速

読 トラス橋)である｡

③ ゲルバー橋 :連続橋中に適当なヒンジを挿入 して､

静定構造にしたものである｡

(む 桁橋 :いわゆる丸木橋のように木桁､鋼桁､鉄筋コ

ンクリ- ト桁などを水平方向に架け渡 した橋｡

(9 トラス橋 桁橋の代わりに櫛の主体に トラスを使用

するもの｡

⑥ ラ-メン橋 ラーメン構造を主体とするもの｡

(む アーチ橋 主構造をアーチ構造 とするもの｡

(参 'r]hり橋 タワ-を結ぶケーブルによって桁を吊 り下

げる構造の橋である｡通常は補剛桁 または補剛 トラス

で変形 と振動とを小 さくする補剛rTJり柿 とするD

@ 斜張橋 斜張橋の力学的ll;てFJ主は､ひとことでいえば

高い塔から直積桁をケーブルで吊 り上げ､補剛するこ

とである｡

2 橋の構成要素

2-1 倍の本体

橋梁を構成する部分は､一般には上部11'/)適と下部構造に

大別される｡上部構造は歩行者や自動恥などを直接支持す

る部分をいい､下部構造は上部IIVj述 を支える部分をいう

(図2-1)｡しかしながら､すべての橋梁が上部構造と下

部構造に明確に分けられるものではなく､たとえばラーメ

(5) トラス捕

/1＼J/1＼J/Nへ

(8)5>#-～

歴 聖 喜ヨ

(ll)斜享&体

操 壌

(3)ゲルJt-a

ゝ ; ･一一イ ; i

(6)ラーメン捕

.｢｢
(9)lj-ゼ練

･二 ｣-

283



NLs

ン橋のように上部構造 と下部構造が一体となっているもの

もある (図 2-2)｡

上部構造を構成する主要部分･には､床版､床組､主桁､

機構､対傾柵､支承があ り.このほか伸縮装置､高欄､防

護柵､排水装置t､照明設備､点検設備などの付属設備 も含

まれる｡床版は､自動車や列車など交通荷並を直接支持す

る部分である｡道路橋では一般に､床版の上に舗装が施工

されるO床組は､床版を支持 しこれに作用する荷重を主桁

に伝える役 目をするもので,横桁､縦桁が挙げられる｡主

桁は､橋梁の主体 ともいうべ きもので､上部構造に作用す

る荷重 を支 え.これを下部構造に伝 えるものである(図

2-3)｡
横桁 ･対傾構は､風や地袋のような横方向の荷重を受け

た場合に､曲が りや振れを防止するため､あるいは自動畔

荷重を受けた場合に主桁相互に荷重を分配するために主桁

を連結するものである.文殊は､下部榊:道と上部構造の接

点に設けられるもので､上部構造からの荷正をスムースに

下部構造に伝えるものである｡

なお､上部構造は上記の構成部分がすべてあるというも

のではない｡たとえば一般の上路橋では､床版は直接主桁

で支持 し床組を設けない場合が多 く､またコンクリ- ト聴

(a)

(e)

図2-2 連続ラーメン株

Eg]211

には機構はない｡ また､合成桁のように､床版が主桁の一

部としての役 目をするものもある｡

下部構造は､橋台と橋脚.およびそれらの基礎を絵称し

たものである｡橋台は樺の両端に設けられて上部構造を支

持するもの､橋脚は中間に設けられて上部構造を支持する

ものである｡

さらに橋台や橋脚､すなわち躯体の下にあって地面に直

接凝 して荷重を支える部分を基礎 と呼ぶo しか しなが ら､

上部柵進と下部構造の区分と同様に､地盤に直接接する構

造物､すなわち基礎が上部構造を支持する橋台や橋脚 と一

体になっている場合 もあ り､必ず しも明確に区分できるも

のではない｡

橋梁の主要寸法を表す用語に橋長､支間,径間､桁下高

などがある｡桶長は橋梁の両端にある橋台のパラペ ット前

面間の距離で表す｡支rilrlは支承中心間距離､径間は禰台あ

るいは橋脚の前面問の水平距離である.桁下高は棟梁の上

部構造の下側に確保される空間の高さをいう｡

2-2 橋の周辺

橋梁自体 とは別に橋梁に関係する装置についてここで考

えてみる8



せっかくの空岸】がつぶれる

:Ⅹ ×■
↓

＼､芯 二 二か′
図2-4

これは下の施設への取付階段:やスロープ､さらにはバス

ベイに付属する小さなスペース等である｡これらは トータ

ルとしての周辺空間デザインで､まさにランドスケービン

グの問題である｡

階段やスロープが橋梁の桁の途中にプ妾続する場合､これ

までの耶例を見ると､コンクリー ト橋であるのに脚段部が

鋼偶過であった り､橋の高欄が垂直材を用いているのに附

段の手す りは概朝であったりして､チグハグなデザインが

目立つ｡これは橋梁本体 と階段部の設計が別であった り､

穏済性を優先させすぎた りすることから生 じていると,I且ゎ

れる｡このような場合,必ず トータルデザインとしての設

計を行 う必要がある｡すなわち､これらの素材は当然統一

すべ きであ り､マッシプなものはマ yシプに､スレンダー

なものはすべてをスレンダーに計画すべきである｡

法面や造成地盤の中に階段やスロ-プをつ くる場合､階

段等と棉染本体を構造的に分離させることが多い｡特に階

段部において､人の目に止 まるものは空間の中にある手す

りであ り､これは橋梁部や取付スロープ等の高欄 と全 く輿

質なものとすべ きではないD

掘削構造でスパ ンを長 くして桁下空間を広 くとる場合､

階段を桁から出すとせっか くの空間がつぶれ､あまり意味

がなくなる (図 2-4)｡この場合は､多少の遠回 りにな

るとしても法面に設けるか､造成地盤内に階段 をつ くり､

桁下空rL;qの確保に努めるべきであろう.

階段放置に伴 うRC擁壁や石積みは周辺の処理 となるべ

く統一 した方がよく､平面線形は周辺にスペースがあれば､

あまりに機能的なものは避けた方がよい｡

3 橋がつくる空間と美

3-1 橋と景観

歩道橋の景観というのは､歩道橋 を含む景観のよさであ

り,紫観全体に対する総合的な評価のことでなければなら

ない.この評価は､そのよさ､好ましさという仰lイ削二村す

る人々の心理的､主観的な判断であって､このような総合

的評価は､個別的に把握される景観ファクターの個々の価

値 (すなわち評価安国)に対する評価の総合ではあるが､

it 料

この評価要因間には互いに影響力があることを認識 しなけ

ればならない｡

評価要因間は､分析的要因として ｢橋の背景 となる周囲

の環境や自然のよさ｣と ｢橋 自体の美 しさ｣があ り､状況

的要因として｢橋 と周岡の環境の調和｣がある (図 3I1)0

背景のよさは一般にパースペクティブに現れる自然物の

割合に関係があ り､たとえば空や樹木などの緑が多いほど

籍合的な評価に対 してよい影響力を与えると考えることが

できる. これは､景観を構成する建造物としての橋が超高

層建築や鉄塔のように垂直に高 く立って自然と対立 して存

在するものではなく､水平に低 く構えて､自然の景観の中

に溶け込んでい くという性質をもっているためであろう.

すなわち､橋はその背景として､道路や建物のような人工

建築物よりも､空や水のような自然と調和 し､その調和が

棟 自体のよさを超えて橋のある紫観全体の穿開気や印象を

作 り出す ものではないかということである｡ある意味で､

背景のよさや背景と調和 していることが､橋 自体の美 しき

に強い影響力をもつ ときえいえるか もしれないo Lか し､

･逆に棉 自体の美 しきによってその背瑞のJiiiL観をより一層美

しく演出することは容易なことではない｡
楠自体のよさや､その形､色､胡TEが評価の対象 となる｡

なかでも､形態のよさが韮繋な形秒力をもち,特に現代の

時代感覚にマ ッチ した ｢プロポーションのよさ｣や ｢軽快

な感 じ｣の方が､｢重厚な感 じ｣や ｢緊張感｣よりも高い

評価を与えられる傾向にある｡楠が風発の一部として周辺

の自然に溶け込み､調和を作 り出すことに恵兼を認めると

すれば､橋の材質に自然の木材や石和を使うことが望まし

いといえよう｡ もちろん自然の材料のみが実的表現の方法

であるとはいえない し.鉄やコンクリー トが醜悪であると

決めつけるわけにもいかないが､自然材料の景観との調和

効果については､十分評価 しなければならない｡

結論的にいえば､棟を含む紫奴全体の総合的な評イ削こつ

いていえば､橋 自体の美 しきよりも背方tとなる周辺の環境

や自然のよさとの相関が高 く､ しかも周tZiIの環境が人工的

なものよりも自然的なものほど評価が高 くなる｡ 自然環境

こそが人工の建築物を演出し､それが自然 と人工の調和で

あるとすれば､これは特に橋の場合に強調 されることであ

る｡これらのことからすれば､新 しい住宅市街地内 (ニュ

ータウン)の歩道橋が､主に自動車の通行する道路路面を

近景として､遠景の集合住宅のような人工の建造物にうま

く調和 し､全体の景牧をよくすることは容易なことではな

い｡たとえば､橋の橋台部を石材や レンガによって意欲的

なデザインがなされたとしでも､道路の法面がコンクリー

トであれば､周辺との調和は生まれにくく,稀台がコンク

rT -t'

図3-1

リ.t主_垂亙 -≒亙 亘 車 重 益T
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ダイナミックを*1旺

図3-2

リー トでも､それが樹木などの緑のIuJに見え隠れすれば､

Jjil:観全体としてはよくなる甘｢能性がある｡歩道橋をどこに

設置するかということも_fri嬰である｡結局､住宅市街地内

の歩道横についていえば､それがないよりもある方が美 し

い景観を作 り出すとい う状況は残念なが ら想像 しに くい

が､大規模な橋などは別の見方をすればあるダイナ ミyク

な景在廷を生むというようなこともある (匡r3-2)｡

3-2 視点と速度

〔l〕 景観現象

景観とは､人々の通常の視点から見た由雛の地形､地物､

流水､植生､建造物などが形成する眺めの総体であ り､景

観が成立するためには､人間の視点と視軸の存在が大前提

である｡景観現象には次の3つがある｡

(a)遠視形態

これは最 も基本的な駅観現象である｡視点と視軸が与え

られることによって三次元的な配iEEをもつ茄観対象は､二

次元的な透視形態に変換 されて人間に知光される｡これは

景観の構図的なバランス､対象の見えの大きさ､視野にお

ける対象の位置などの知覚的現象を問題にする｡

透視は､空間透視形態 と構図に分けて考えることができ

る｡前者は道路曲線､地形などの空間局面､建物など卓在

する事物の透視が問題となり､後者では視点の微妙な移動

に伴う構匡Iの変化､構匡】の設定が問題となるo構図にはヴ

イスタとパノラマがある (図 313)O

ヴイスタは軸方向への視点移動に対 して､構図が基本的

に不変に保たれるもので､道路景観がその炎型である｡舶

木のある退路を進行方向に見ると並木の繰 り返 しによるリ

ズミカルな構図が得 られる｡このようなヴイスタ買約とい
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う両からみると､道路は直線的で､同じ樹種や大きさの並

木がよいことになる｡

パノラマは自然深観などを広大な仰暇衆 として見る構図

で､概 して遠景であるため視点の微妙な移動に対 しては安

定 している｡パノラマう詫枚では､水平方向に広が りのある

空EEfJに垂Jdi:に立ち上がる事物を視野に取 り込む安定感のあ

る構匡rが得 られることがある｡

(b) シークエ ンス

視点が空間の中を移動するとき､その視点に次々と展開

していくJ)詫観のこと､つまり継起的体験であるo視点の移

動は非行に始まって自動申､飛行機など､人が新 しい移動

の手段を開発するたびに新 しく展開するシークエンスを発

見 してきた｡景観の変化が作 り出す ドラマはシークエンス

景桝にとってばか りではなく､タウンスケープにとっても

重要なものであるO

(C) 景観のイメージ

問う退となる地域の果観に対 し､視点が不確定的に移動 し

て､多 くの透視形態を得､その苔桃によってその地域全体

のイメージを得る｡つまり､特定の静止 した視点と視軸を

前提 とする静的な透視形態ではなく､より抽象化 された視

覚経験のことである｡

〔2〕 視点の位置

主たる視点の位置は立体交差の上の道路か､下の道路か

であ り､視点の状態､すなわち景観を見る速度は車の中か

らか､あるいは歩行中かに分けて考えることができる｡串

の中の視点での景観現象はシークエンスである.

(a) 串から

車に乗っている場合､視界はウインドウによってある程

度制限され､また視点がかなりの速度で移動することから,



パースペクティブが刻々と変化するダイナ ミズムがある｡

ここでは景観の連名完的な変化によるリズム感､あるいは突

然の変化によるある感動が必要である｡この自動車から見

る来観の変化､すなわち移動するパースペクティブによる

快感や感動に､立体交差が何 らかの関与をし得るとすれば､

次のようなときであろう｡

たとえば､i正路の両側の法而や建物がほぼ同 じような背

う講の中で､視 在の主体が比較的目立たないIii耶な､同じ構

成や構造形式､あるいは同じ色調をもったオーバーブリッ

ジの下を通 り過ぎているとき､突然目の前の風iiT:が展開し､

そこに斜張橋やrTJり橋などのような天空高 くそびえる垂直

部材をもったモニュメンタルな巨大構造物が現出 した場

合､それは非常に効果的な演出であるといえるかもしれな

い○
しか し､ 1つ 1つの立体交差の作 り出す風宕:;は一瞬のう

ちに過ぎてしまうので.相当大規模で特殊な機空間でない

限 り､個々の梼空r'''rHま自動非から識別できないだろう｡ ま

た､車に乗って上の道路を通行する場合は.特別な高欄や

親柱等の人目を引 く榊造物のない限 り､立体交差はほとん

ど忠約されないまま通 り過 ぎてしまうであろう｡

(b) 橋の下の歩行者

i正路の歩道部､またはJ,歩行者専用道路から､その上に架

かる橋を見上げる場合であ り､多 くの住宅団地､ニュータ

ウンの中で数多 く見 られるDJ.L型的な立体交差､あるいは歩

道橋のある風-1芸である｡ただし､この中でも歩行者専用道

路 (緑道)から見る桁は､道路の歩迫から見る柄より､そ

れを見る横会は多 く､人々が受ける印象 も強い｡これは港

北ニュータウンでは､歩行者は歩行者専用道路や緑逆のネ

yトを使って生活を行うように計画されているからである

(LgJ3-4).

退路の歩道挑からは､バスス トノフ'上に和かる樵をパス

を待つ人々が見るということが多いと思われ､これは相当

至近の距離ということになるOこの場合は､楠 とその周辺

というような全体繋観ではなく､桁や橋台のような部分の

デザインやテクスチュアがElに入ってくる.

橋を見る機会が多いとか､またそれを見る人が多いとか

いうのは､すなわち歩行者 トリップ量が大きいということ

であ り､当然駅に近い位i聖の歩行者専用道路に架かるもの

は多 くの人が何回も見ることになる｡ただ し､これらの

人々は通勤､通学､只い物などの目的をもった行動をして

お り､その行動の中で櫛を強烈に意識することは少ないと

思われる｡

緑道を歩 く人々については詳 しく後述するが､非 目的的

交通が主であ り､そのスピー ドも濃 く､人々の視覚の中に

占める樵のウエー トは相当大 きなものとなるだろう｡

以上のように､Tから見る橋はその見る人の位1割こよっ

て､すなわち架かっている場所によって次のようにまとめ

ることができるo

① 道路の歩道か らの視線 見る機会 も見る人 も少な

く､歩行者サイ ドからは橋はあまり唐紙 した計画とす

jq 科

る必要はないo

② バスス トップからの視線 橋を至近の距離から定点

に停止 して見ることが多 く､決まった方向からのディ

テール､テクスチュアがElに入る｡ しか し周辺を含め

た全景は見えにくい｡

③ 歩行者専用道端からの視線 .人はある速度をもって

目的的行動を行ってお り,橋を強 く意言放しないが､サ

イン作用のあるラン ドマーク的なものについては､

人々は視覚､知覚 として感光的に記憶する｡

① 緑迫からの視線 定洗､定速をもたない非目的的行

動の中で人々は橋 を ｢見る｣｡人々は梢 を全体的に､

また部分的に見るし､砿接ふれることさえある｡桁を

含めた全体の景観のあ り方が問題となる｡

(C) 僻の上の歩行者

歩行者専用道路.あるいは緑道を歩きながら一般道路の

上を越えたり､道路の歩滋を歩きながら歩行者TTJ7用退路や

絞迫を越える場合である｡この状態で歩行者本人は.橋全

体を見ることはできないが､横を足の喪に体感する｡取付

部が階段であるような横断砂皿桁では､人は上下の移動を

行 うことによって､それを渡っていることを知るが､掘割

り榊延のような柿では､抗欄のような柿の17J屈物や､左右

あるいは下方に開かれた空けりによって楕上にいることを卸

先する｡ しか し､非行者専用道路や緑道の一般的通路部の

両側は椴親や建物によってLNまれた温か く親 しめる空間で

あるのに対 し､橋梁部ではT.‡欄等があるだけで冷たく開放

､'.i･幣 ご〒吋r
話指の歩道から見る

巳:==三 :=::i =T iì i二二二

項 ≡ ,r､,.

パスストップから見る

抜道､歩行青書用道路から見る

図3-4
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された空間である｡

3-3 デザインとテクスチュア

棟梁や高架構造物のデザインは最後には設計者個人の総

合的判断にゆだね られる｡たとえば桂や梁の形態として､

どのような形がよいかということは､本来各人の評価､美

恵織の問題であって非′削 こ難 しい問題であるOその中には､

従来から実学などで論 じられ､ある程度評価の定まってい

るといえるものもあるが､基本的には､個人により評価が

異なることも事実であ り､デザインにおいて絶対的な結論

はあ り得ず､最終的にはデザイナーの価値観､全人格的判

断､センスにゆだねられるべ きものである｡

しかし､今までに世間一般でデザイン的に注目されたり､

評価の高い稀や構造物を見ると､そこには共通 したデザイ

ン感覚が存在 しているように思える｡つまり､形態に関す

る基本的な問題に関しては､ある程度普遍性､形態表現の

法則性が存在すると考えてよいであろう｡これは ｢デザイ

ンの感覚｣ と呼ばれるもので､内容的には次の3つに分類

されるQ

① 構造の感覚 形態の骨組みをなす柵道糸の形のとり

方

② 面の感覚 碓々の面の取 り扱い方

③ 素材の感光 素材の取 り扱い方

〔1〕 構造の感覚

構造の感覚 というのは.荷重に対 して構造系がとる形態

から､その構造系に作用 している力のかかり方 (力の撮れ)

が視覚的に誼みとれるかどうかであ り､このような構造系

内部の力の作用を外に対 して視覚的に明快な形で表現する

デザイン的なセンスのことであるoこのような構造の感覚

は､構造物の美 しきの一要素である ｢力学的明快 さ｣を作

り出し､構造物のもっている力学的機能を､明快で純粋洗

⊥｣⊥] ナ｣(く
Eig3-5 面の方向性

.__ー∠ユ____
凪3-6 面の空間規定性
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練された形にまとめあげるために不可欠で重要な概念であ

る｡

【2〕 面の感覚

構造物の形態を構成 しているのは線 と面であ り､線は主

として構造そのもの､すなわち骨組み､軸組みといった基

本構造を形に表すのに盤要な要素であ り､そのデザイン上

の取 り扱いは構造の感覚で述べたようなことが葺き点 とな

るOこれに対 し､面は主として構造物周辺の空F.rilの努:囲気

を規定する点において重安な要素である.面のもつ視覚的

特性をよく認識 し､デザイン的にどう取 り孜 うかを考える

ことを ｢面の感覚｣ という｡

ここで､橋礎や高架構造物を対象に面の視覚的な特性を

考えてみると,まず両の基本的性質として次の3つがある

と考えられる｡

(》 面の方向性 と額域規定性

(多 面の組み合わせによる効果

③ 両の表情

(a) 面の方向性 と領域規定性

両の方向性というのは､図 3-5のように面の向いてい

る方向 (法線方向)の空間に､面の視覚的影称を強 く及ぼ

す性空Fであるo Lたがって､柱などの場合には､ 4つの面

からなる四角柱 と曲線からなる円柱 とでは､前者は面の向

いている2方向に方向性をもつが､後者は特定の方向性を

もたない｡

面の領域規定性 というのは､図 316のように､面画面

を外れた空間に対 しても面の延長方向を境にして空間を二

分するような影響を及ぼすという性質である｡

(1)鉛直な平面

橋梁や高架構造物で現れる平 らな鉛直面としては､主

桁側面､壁､高欄側面､橋脚などの面があ り､これらの

面は横面や地面の水平面と組み合わされて､橋面上や椅

- _ 一 ･二 二二一
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而下の領域を規定する｡その場合､鉛直な平面は特にこ

の働 きが強 く､鉛直面の延長方向を境 として､空間の雰

囲気を鋭 く二分する働 きがある｡たとえば横面下の空間

では､主桁の鉛直な側面の真下を境にして､外部の自由

空間と桁下空間とがはっきりと区別 して意識される｡こ

れは側面を形成する鉛直な平面に方向性があ り､その延

長方向の空間にまで影響を及ぼすためと､鉛直面 (主桁

側面) と水平面 (主桁下フランジ､あるいは床版面) と

が作 り出す直角のエッジが､下を通る人に鋭い印象を与

えるためではないかと考えられる (図 3-7)a

(2)傾斜 した平面

鉛直面の効果に対 し､これが傾斜 している場合には､

面の影響の方向が変わることによって､面によって規定

される空間の領域が変化 してくる｡たとえは桁下空間に

食い込むように内側に傾斜 している場合は､外部空間が

桁下にくい込んで くるため､桁下の領域は狭 まって､印

象が和 らげられるし､逆の場合は広がる (図 3-8)0

(3)曲面

すでに述べた 2つの平 らな面は､その方向性 と領域規

定性が強いのが特長であるが､これに対 し､曲面は､こ

のような性類が比較的弱い｡ したがって､主桁側面や下

面に曲線を用いた場合は､桁下の空間を明瞭に規定する

効果は少なくなり､外の周辺の空間と桁下空間とは､連

続的に変化する空間として認識されるOそのため､空間

の雰囲気の急激な変化が少なく､都市内の高架道路など

に応用された場合は､好ましいものとなる (図 319)0

両の領域規走性は､支柱あるいは橋脚についても全 く

同じことがいえるO曲面を橋脚に用いた一般的なものは

円柱橋脚であるが､円柱は角柱 と還って方向性がないた

めに､どの方向から見た場合でも違和感がなく､視覚的

に単純ですっきりしたものになり､インタ-チェンジな

どで､いろいろの方向からのランプウエーが立体交差す

るような場合でも､角柱 より円柱の方が空間の分断感は

少ないはずである (図 3-10)｡逆に支柱構造が長方形

の断面をもつラーメンで構成される場合には､その強い

空間的分断性のために､その内部の人にはすでに トンネ

ルの中にいるような印象を与えることになるかもしれな

いO
(b) 面の組み合わせによる効果

い くつかの面で構成される構造物をある方向から見た場

合､各々の面の明るさが異なるために､組み合わされてい

る面､形状によって視覚的印象が異なったものになる｡図

3-11は､主桁の外部の外側に張 り出 している床版が､

主桁側面に陰影をつ くることによって､主桁の桁高が薄 く､

スレンダーな感 じに見えるという効果であるO

(C) 面の表情

面の表情 というのは､面の視覚的印象であるが､これを

決める要素としては､素材 としての質感と人工的処理によ

るテクスチュアとがある0

両に人工的にテクスチュア処理を施すことにより､面の

I I
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図3-7 鉛直な平面による空間領域の規定
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図3-8 傾斜した平面による空間領域の規定

給直な側面 不達棟的変化
画然とした変化､明確な領域認定
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傾斜した倒｣面 段階的変化
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曲面

＼＼J 速脈 変化

図3-9 桁側面および下面による空間領域の規定



■ l1

ヰ ヰ 密 事一
二二二□二二三二二二□二二二二二□二二二二二二□二二二

図3-10 連続する権群と空間の分断性

R 光頴.･.｢｣

~= ≡~~
BE)3111 張り出し床版による院号Zの効果

印象を和 らげた り強めたりすることができるが.このよう

な両の衷十割ま､その周辺の罪BE気に与える重要なデザイン

紫蘇である｡ただ､テクスチュア処一郎は､各々に固有の貫訣

別可能距離をもってお り､この点を考畑:しなければ軸jhjrI味

であり､効果を党抑 しないことに注1=rLなければならない｡

たとえば､吹き付け仕上げやはつ り仕上げのように､ごく

近 くで見て効果のある処理は､建築的スケ-ル､ヒューマ

ンスケ-)L,のテクスチュアであ り､両に満をつけるなどし

て陰影をつけるような大きな処判!は､土木的スケール､マ

シンスケールのテクスチュアであるといえるが､このスケ

ールと識別距離 との関係が検討 されなければならないO

〔3〕 素材の感覚

素材の感覚とは､素材の美 しきを生かす感覚である｡材

料に備わる視覚的特性 としては質感と色彩がある｡鋭い､

軽快､メカニックといった形容が許されるし､コンクリー

トはぎらぎら､ごつごつ､穏やか､重厚､地味などで表現

される質感である.このような材料のもつ質感を的確にと

らえて､構造の表現要素の 1つとして生かして使 うことが

韮要である.たとえば､鉄は機能的､都会的で人工的環境

に適 していると考えられるし､コンクリー トは本質的には

土や石に代表される自然の延長として､自然環境 と血E型な

く調和 しやすいといえる｡都市内に高架橋などの構造物を

計画する場合でも､高層の班物が立ち並ぶ都心市街地では

鉄系の材料がなじみ､公園や住宅地､街路樹などとはコン

クリ- ト系の材料が周辺の環境にな じみやすいと思われ

る｡

また､材料には必ずそのもの固有の色彩があり､木材や

石材のように天然の素材をそのまま使った場合には.その
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色彩は無理なく周辺の自tEJ≒環境 と調和するが､塗装などに

よる人工的色彩は調和 しにくく､十分な検討が必･;Gである｡

制料の感党として､もう1つ重安なのは､材料のもつ加

工上の哨性の認織である｡たとえばコンクリー トは老生枠の

中に流 し込んで固めるから､その造形の自由度が大きいし､

鉄は鉄枚を切断し､曲げ､溶接 して組み立てるから平面的､

直線的な両をもつ部材をつ くるのに適 している｡この特性

を生かして使 うことが重要で､施工の容易きゃ省力化など

の面からのみ断面､形状を決めるような行 き方は､デザイ

ンの面からは目先の利害にとらわれた安易な設計といわざ

るを得ない｡

3-4 橋の美 しさ

【1〕 技術美としての橋梁

橋梁の多 くは河川の両岸を連絡 し､都市内の立体交差を

つ くるなどして､日常の生活空間の中で人々から骨に利用

され､眺められるものである｡これらの棟梁には次の2つ

のことが要求される｡

① 強度 と大 きさ 橋梁が通過物を安全に渡すには､

相応の強度と規模が要求される｡ したがって工学上の

諸条件を満足するように検討 されなければならない

が.それには工学技術が直接に関与する｡

くさ 造形･一･橋梁は､自然や他の人工物とともに､風景

の全体像の中に組み込まれ､架橋地点の環境や景観に

影砂を与え､生活の場に変化を与える｡このことから

好ましい心理的環境を形成する造形が要求されること

となる｡

このように橋梁は､｢工学的な面｣ と ｢心理的な面｣を



もつが､工学的検吉寸の結果が形として集約 され､それが視

覚､知覚を通 して心理的影響 を及ぼす以上､｢造形｣の問

題を軽視するわけにはいかないo(美 しい橋)という言葉

がしば しば使われるが､このような橋はおそらくこの 2つ

の面を非ね備えているからであろう.

橋主削ま心理的な面として次のような意味をもっている｡

･それ自体の外観が整えられ､周囲との調和がとれていれ

ば､さまざまな感情を誘起させ､快感ややす らぎを与え

る春美的対象となり得る｡

･地理的に記憶 しやすい場所につ くられる場合は､ランド

マークとして印象づけちれる｡周BIlの環境や風景に調和

した美 しい造形の橋発は､空間にシンポリyクに作用 し､

それが 目立ったものであるほど､その場所を印象づける

サインの役を果たすB橋梁が人々に与える影響は､視知

党を通 しでの形態から受けるシンボル作用とサイン作用

による面が多分･にある｡

･長い寿命をもつので.文化財としての歴史的道産とみら

れる｡

このように荷主削ま､本来の ｢渡す｣ という機能面だけで

なく,好 ましい心理的環境を形成する一両 も併せもつ｡こ

の点を考えて設計することが必要 となる｡｢橋三社の契 しき｣

の考え方の基本はここにある｡

古 くか ら美 を取 り放 ってきた美学が対象 とするのは､

｢芸術美｣と ｢自然美｣である｡ しか し､橋雑のような技

術の所産はいわば実用品である｡この点､芸術家の作品も

人工物であるが､使用El的に拘束されているわけではなく､

共的価値 と効用価値の関係は間道にならない｡ とすれば､

効用価値という非美的な動機からつ くられる技術の所産が

もつ美は､もはや ｢芸術美｣や ｢自然美｣の概念では解釈

されにくいoいま1つの英である ｢技術美｣の存在が認め

られ､橋礎の美 しきもまさにこの ｢美｣であるといえよう.

〔2〕 技術美を構成する基本的要素

それでは橋梁の技術柴を構成するものは何であろうか｡

これもまた種々の考え方ができるが､次の 3つにまとめる

ことができよう｡

くさ 形式美

(多 様能美

(丑 環境 との調和

がそれであるO形式美および横能美は橋染本体の造形に関

するもの､環境 との調和は橋梁とか墳地点の環境 ･風景と

の結びつきに関するものである｡

なお､これらは相互に有校的関連性をもってお り､最終

的には統一的にとらえられるべきものである｡橋梁の外観

上の特徴の中から,ここでは次の点に注目する｡すなわち､

･橋梁は一般に水平方向の次元が他の次元に比べて著し

く延長される｡

榊成部材が露出する｡

このような特徴は､次の間超を提起する｡

橋梁は､スパ ンが大きくなるにつれて､安全性を確保す

るために多数の都制で組み立てられる｡ ところが各部材が

it 科

特有のサイコ ･ベク トルをもつため､部材構成の形式に従

って複雑なサイコ ･ベク トルが混在する危険性がある (図

3-12)｡

また橋梁は通路の一部として水平に長 くなるので､他の

次元 とのプロポ-ションがとりにくく､美的比例法則を侵

犯する可能性がある｡

棟梁の部材は基本的に絃山するので､眉組みがTIE接人々

の目に入るOこれは外板や外壁で骨組みを寺生う航空機 ･船

舶 ･自動申 ･列車や辿祭物などと著 しく輿なる在であるO

株主糾ま､部材による直線 ･曲線 ･面が全体 として榊長く

組み立てられるので､上吉己の点に留意 しながら瓢湖構成を

考えなければならないわけである｡

ここで各部分が調和 してバランスのとれた形状につ くら

れた全体がもつ美 しきを (形式美)と呼ぶことにする｡そ

れでは､形式美構成のための要点は何であろうか｡次のよ

うなものが挙げられる｡

(丑 部材は単純､簡単な形状に組み立てること 一般に､

橋梁の部材構成は的坤で単純にするのが望ましい｡そ

のためには橋梁力学的に合】型的で経済的な柵迄を追求

する必要があるO

② 力の伝達が明確であること 橋梁に作用する外力

は､部利から部材へと伝えられて地盤に遊する｡部材

は力が流れる道であって､力の流れの状態が不明確な

部分は視党的にも煩わしく､すっきりしないO力の伝

達が簡単明瞭に看取 きれるものには､力の-11性があ

る｡

@ プロポ-ション 嬬於は水平方向の次元が:著 しく強

調 される｡普通､匡Ⅰ形または物体は縦横の寸法がほど

よく釣 り合うところに均整美があるとされ､傭梁のよ

うな水平方向の延長はプロポーションの法則に反 し､

美的比例法則侵犯の危険性をもっている｡

これを救 うのは垂直的な構造要素であるが､垂紅組は地

梓は水平方向の次元が強い

↓

:A: ･ ∴ 二./I-･′ ･'J-･･- {:/.
複雑なサイコ･ベクトル

図3-12 宇美溝なサイコ･ベクトル (参考資料 r横の造形j山本宏)
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■ t1

球の引力の方向を直感化するものであるから､水平線より

強 く印象づけられ､橋長よりはるかに短い垂直線で縦横の

不釣 り合いを硬和する｡しかし､過度の垂直線の使用はサ

イコ ベク トルを煩わ しくするので､かえって逆効井とであ

る (Lg13113)｡ また､ トラス橋の斜材のような斜線も同

様の効果を期待することができる｡

このような水平性の制御のほかに､部分相互の寸法比に

留意することも重要である｡スパ ン割 り､ライズ比､垂ilj:

比､あるいは トラス高とスパ ンの比､橋長と灯柱の市さの

割合等々である｡

以上は力学上の諸要素との関連をもつが､プロポーショ

ンの突をかちとって形式美を高めるための横棒的な安国で

ある｡

(I)シンメ トリー

橋与削ま一般にシンメ トリーにつ くられる｡力学的均衡

を符るための工学的要求からであるが､基本的な英的12<

現の)試製lでもある. シンメ トリーの印象は直感的にきわ

めて鮮明で､プロポ-ショナリティーに欠けるものであ

っても､これによって美的要求を補 うことができる (図

3-14)a
(2)線と両の誹搾日

柄貴酬ま紅組 ･ruJ線 ･面で構成されるので､その組み合

わせが正貨である｡太さや広が りをもって相互に調和を

保つようにしなければならない｡同時に同一の桃造-rA7-栄

が絞 り返されることも効果をもつ O統一性のない､変化

に7:I.'むものは見苦 しい｡

(3)i註

形式美には丑も関係する.もっともここにいう正とは､

橋梁の部材を不必要に大 きくして丘感を出すというので

はないE,これでは力学理論に反 し､不経済で機能美とい

う点から致命的である｡全体の規模の大 きさから受ける

こ昆感のことで.バランスといい換 えることもで きよう

⊂= = = = ===コ
過度の垂直線は

アンバ ラ/ス

図3113 図3-14
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(図 3115)O

このように橋梁の外観､すなわち形については種々のチ

ェック項 目があるが､都市の中にある樵､すなわち道路が

道鞄を越える立体交差の横に関しては､その横長 と橋の高

さがほぼ限定されて しまい､河川に貧L1-かる橋のように､地

形によってその形を多数考えることはできない｡都市の中

の立体交差はほほ10-30mの横長で､高さが 6～･7mが

標畔的なものであ り､このようなものについては水平方向

部材 (桁)があまりに太いと､全体的なプロポーション､

質感ともにバランスを崩すことは明白である｡逆に同 じ横

長でも深い谷などに架かれば､太い桁でも十分にバランス

がとれるであろう｡

315 人と橋のかかわり

橋は人々の日常生活に深 く根ざしてお り､人々の生活行

動を規定する要素 ともなる｡同時に人と橋 とのかかわりは

さまざまな体験を通 じて人々に心PJi的 .柵*Lr的影野を与え

ることもある｡ しか し､より荘i:接(糾こいうならば､人と橋

のかかわ りは視覚､知覚､触角といった感光的裡験から始

まるといえるだろうoこのうち橋の形やシルエ ノト､ある

いは周囲の景観との調和等は主に祝光的体感にかかわるも

のであるが､橋の一部分や付属物､テクスチュアなどは､

視党的体感と同時に触党的体感にもかかわるものである｡

i正路､公園､橋など､都市の公兆空rLrりに付属する多 くの

施設物のデザインは､公共空F柑そのもののデザイン的緊張

感を左右するほど重要なものである｡街灯.標識類､ベ ン

チ､橋の高欄や親柱等の施設は､通補機枕的デザインの既

製品で安易に済 まされて しまうことが多いCわが国では､

これら既製品に質の高いものが少なく､また種類 も限られ

ているため､既製品を配WLEiした結果.本来は非常に変化に

富んでいる都市空間が均一で味気のないものとなって しま

っている｡これらの施設のデザインは､もっと歩行者との

自然の中のシンメトリー

図3-15



スケールバランスをもち､親 しみやす く地域性のあるもの

とすべきである｡

しか し､特殊なデザインのもの (特注品)はどうしても

高価になりやすいので､その空間のヒエラルキーに沿って､

巌 も韮要な施設に優先的に用いるようにすべ きであろう｡

このように重要な軸､シンポ])ックな空間等の付属施設を

典中的に工夫することによって.その空間の意味をより明

確でシンボリックに浮き出させる効果をもつ｡

ここでは､人々は直接接 したり､至近で目にする高欄 と

アルコー7'のデザインについて考えてみる｡

〔日 高欄

高欄は､歩道橋の全体的な印象を決める韮要なポイント

である｡市棚は外から見た感 じとともに,歩道橋の内側か

ら見た感 じも塵輩であ り､また必ず しも真横から見 られる

だけでなく､斜めから見 られることを考慮 しておかなけれ

ばならない｡

たとえば幅の広いプレー トを使った櫛形の高欄は､プレ

ー トがルーバーのように重なった壁のように見えて､なん

とも虫苦 しい感 じになるし､一定間隔に太い僧三によって不Fi

重を受ける構造のものはやぼったい感 じになるO英 しいTGr;

欄 として必輩なのは祝斑の迎続性によるリズム感を作 り出

すことである｡[喜】3-16のように迎就的に剤｣いパイプか

屯

』

∵

†

…

FI ■】

角鋼棒等で､櫛 Elを構成するのは非常に有効で契 しい｡歩

i正桁が夕暮れの空にシルエ ノトを作るような風景を見ると

き､垂直材の連続するシンプルなデザインのものが優れて

いるように思 う｡高欄を丸､あるいは角バイ1のような鋼

材だけで作るのではなく､たとえば地殻を立ち上げたよう

なコンクリー トの高欄 との組み合わせ､あるいは下路橋の

場合などは植樹ボ ックスとの組み合わせ も考えられる (図

3-17)｡

人々は歩道橋の上にいるとき､下にある道路やそこを通

る自動車との交差を薄 く意識する｡すなわち､スケ-ルや

速度などで､歩行者道路とは異質な空間と直接的に接触 し

ているという違和感が生ずる｡ したがってこれを和 らげる

ような景観的な処理が必要となって くる｡ しかも単に垂直

方向のシェルターによって視線を遮るのではなく､平面的

な広が りをもたせなが ら､歩道部と同 じような雰囲気を作

り出すことが望ましいが､歩道橋全体の帽が広 くなりすぎ

て現先的には困難であろう｡ しか し画一的なパイプ製でペ

ンキを漁った高欄を作るのではなく､フラワーボックスの

椴栽などで歩道空間をBIlむなどの努力は必葦字であるO

〔2〕 アルコープ

アルコーブ (alcove)をEl本讃両駅すれば ｢床のJlu｣であ

るが､橋梁の場合､桁の中の歩迫の膨らみ部のことである｡

これは一つの展望装置であ り､人々の.GJ.1.い､たまりのスペ

-スであるO棟の機能 としては全 く不繁のものであるが､

そこに人々を立ち止まらせようというEl的をもった広が り

であり､人々に何かを見せようとする装iEEである (図 3-

18)｡見せようとするものは､美 しい河であった り､疎い

谷であったり､または美 しい公園であったりする｡人間は､

i'i_つ直 ('な同 じ幅の道の中で立ち止 まることには抵抗を感

じるが､そこに小さなよどみやベ ンチなどがあった場合､

渉をゆるめた り立ち止まった りすることは､実際によく見

かけることである｡これは水の流れと同 じことである｡
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角 料

近代の橋の事例においては､その様能と経済性が優先 し､

アルコーブを見つけることはあまりないOアルコーブの事

例 としてはヨーロッパ中世のアーチ橋にその例を多 く見つ

けることができ､ 日本においでは明治期の石橋やコンクリ

ー トア-チ橋に見つけることができるOアルコーブのテサ

インやそのスペースの大きさは橋全体 とのハランスや位置

と関係 し､適 した大きさや形は計画する橋によってそれぞ

れ異なる0

4 設計を規定する条件

4-1 荷重条件

橋に作用する荷重 とは､橋梁を構成する各部材に応力や

変形を生 じさせる原因となるものをいう｡橋の設計に当た

っては､施=中および完成後からその耐用諸1限までの間に

作用するすべての荷重を考慮 しなければならないO一般的

に橋に作用する荷重をその性質から分類すると表 4I1の

ようになる｡

道路橋の活荷重は自動車荷重 と歩道にかかる群衆荷重 と

からなるが､一般の場合､設計に対 して支配的となるのは

自動車荷重である｡ 自動車荷重については､床版､床組の

ような部制 と主桁のような部胡 とでは､大 きな応力を生ぜ

しめる救荷の状態や頻度はそれぞれ異なる｡すなわち､前

者に対 しては少数 (せいぜい数台)の自動車荷重が､後者

に対 しては多数の自動車からなる列荷重が問遇 となる｡こ

のため､床版 ･床組と主桁 とで､設計に用いる自動車荷重

をT荷重 とL荷重 とにそれぞれ区別 している｡

･床版､床組の設計に用いる活荷重 一事道部分にはT荷

塞 (単一自動車荷重)を､それぞれの橋の等級に応 じて負

表4-1 性責による荷重の分類

①永久荷丑 死荷重のように常時作用している荷重

(1)固定拙並 作用荷盃に抵抗するEl的で配位される棺の榊

成部材の生長

(2)ヰ正眼Tul重 舗装 地牧 ･軌道 T.Jj欄のように､作用荷重

にあた抗する目的をもたないが､椎としての槻

能上から必要となる部分の五五Lで､橋の寿命

中に荷重の大きさが変わることがあり粋る｡

(丑変動jTptl重 常時作用しておらず､作用する荷重の大きさが

変軌するもの

(1)しばしば作用する荷重 活荷盃､衝撃などのような服荷

の頻既の多いもの

(2)まれにしか作用しない荷重 地茂の影響､風荷重､衝突

荷盃等のように服荷の判定の少ないもの

③変形によってもたらされる荷重 温度変化､コンクリート

のクリープ.乾燥収縮 ･支右移動などによる変形の自由が拘

束されるために生ずる荷重

(彰プレストレッシングカ

表4-2 歩道橋の活荷重

珠版および床組を設計する場合 500kg/m=

主桁を設計する場合 350kg/m～
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3枚する｡自動車は縦方向には原則 として 1橋につ き1台､

横方向には台数を制限しないものとし､部材に最大応力生

じさせないようにj杖荷 し､赤道などには500kg/mZの等分

布荷重を負我するO

･主桁の設計の用いる活荷重 車道部分にL荷重を考え

ている点､または都制に最も不利な応力が生 じるように負

我する｡ L荷重は一つの線荷重 と等分布荷重よりなり､通

行自動車荷重を基礎にして定めたものと考えでよい｡歩道

等 に負 救す る等分布荷重 は､スパ ン80m以下 の場 合

350kg/m2であるO

以上､述べてきた設封に用いる自動車荷重 (T荷重､L

荷重)は橋の等級によって異なり､ 1等橋は設計 自動車荷

重20t(TL-20)､2等橋は設計 自動車荷重 14t(TL-14)と

して設計される｡

歩行者専用橋梁の活荷重については､表 4-2の通 りで

ある (r立体横断施設技術基準 ･同解説 (日本道路協会)｣)o

これは､前述 した一般i正路桶の歩道部の活荷重と同じ値

である｡ただし､ここで注意すべきことは､歩行者専用橋

梁としての位置づけが行われているものについても､緊急

車が通行するような橋梁は､2等橋の荷重､TL-14によっ

て､設計を行っておかなければならないことである｡

なお､港北ニュータウンでは､一般道路のほかに歩行者

専用道路および緑道が地区全域にはりめ ぐらされている｡

この歩行者のための ｢みち｣は一般車両の通行が禁止 され

ているが一部の路線については､道路､公園管理上､ある

いは防災計画上､特別な車両に限 り､通行が可能となるよ

う計画されてお り､橋梁の設計荷重にもこの点が考慮され

ているo

C形態の歩行者専用道路の約半数は緊急車両等の通行を

考慮 しなければならない｡橋梁は安全性が第 1であ り､設

吉1荷重が出発点になるので､この点特に注意が必要である0

4-2 橋長と構造
一般的に道路橋における椅長と構造の関係は力学的な妥

当性および維持 ･補修費を含めての低工費ということから

表 4-3のような目安がつ くられてきた｡

4-3 楕長とクリア

河川や運河､海峡を渡る橋においては､その下を通る船

の高さか ら､その橋の高さは決まる｡ しかし､港北ニュー

タウンの立体構造物のように､道路の上に架かる橋におい

ては､下の道路の種類によってその高さは決まって くるD

すなわち､下の道路の建築限界は道路構造令第12条に､

車道450m､歩道または自転車道には250mと決められて

いるoただし､一般道路では将来の舗装のオーバーレイを

予想 して470mとすることが望ましい0

4-4 添加物と桁形状

橋梁の美観の面からすれば､添加物 (埋設物)は徹底的

に避けたいし､見えなくしたい (図4-1)｡しか し､ガ



表4-3 横道からの横長の目安 (出典.括梁ハンドブノク)

形 式 支 間 曲線適否 栴高比
主絹道 横面

上路tR構 鋼板ア-チ(ローゼ)単純トラス連鎖トラス連続ガーター単純H型鋼摘斜張橋 ××××××××(⊃〇〇〇×× 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇× 1/6.51/81/101/201/201/201/251/20

ll l

中下絡まR揺 トラスアーチ鋼板ア-チ単純トラス連続トラス単純ガーダ-連続ガ-ダー ××l :××(⊃○ ×××××××× 1/6.51/81′10ー′171/17

PC楕 単純ガーダ一連親方-ダー穴あきスラブプレテン桁汀型ラーメン ○○××××○○×○ 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 1/171/221/151/171/171/201/221′221/151ノ30

l1l
llll

(TlL) (1)アーチとはJtの桁F'比は､Sag-ralLOを示すo
(Z)曲線適否で主鵬道の○印は柄梁榊道を曲射こ沿ってEH=1'られるもの｡

×印は億於構造を曲線に沿って曲げられないもの｡

横面の○印はブラケット等を用いることによって絡frli陳述だけ曲線となりうるもの.
×印は曲穀にならないもの｡

(3)桁満比は競計的なEl安を示す｡

ス管やその他の大 口径管の ように､添加不可避の ものがあ

る橋梁については､上部の構造か らそれを検討す るか､ま

たは 目隠 し鮫の ようなイてJ属物 によってノ汀をカバーすること

になろうO構造か らいえば､図 412の ような桁形状の楠

であるとか､多主桁の箱桁形状が考 えられる｡

また､ 目隠 し板 によるもの とLては､図 41 3のように

張 り出 し部 に添加 し､その前面 に化粧板 をつけることによ

って､多少 ともその見え方 をカバーすることが考えられるO

港北ニュー タウンの ように､橋梁デザイ ンや周岡の訳観

を重要視する場合､計画の修正段階においてはこの漆加条

件が､その橋梁の美観 を決めて しまう韮質な要素 となるか

らである｡

415 土質の条件

橋梁の構造系 を決める韮輩 な要素の 1つは､橋台､橋脚
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半端ガ-ダー

図4-2 楕形状による悪加物の目かくし

0000000

回4-3 Elかくし頓による黍加物のカバー

部の土質である｡たとえば､不静定のアーチ橋等は､支持

地盤がよほどしっか りしていないと､橋梁本体の破壊につ

なが りかねない.また､この地裁室条件によって､橋梁の工

歩数､すなわちElに見えない基礎高の工事乎ヤが非.̀ii‖こ高 く

つ くことになるし,不可能な構造 も出て くる.N値が50

以上出る約三紀の土炭層 (三浦屑)が､支持層 となるが､

地表からこの支持層までの深さは､橋台､橋脚計画位髄に

よるポ-リングデータによらなければならない.すなわち､

これによって､怒接基礎なのか､杭基礎になるのかを判断

しなければならず､各橋梁の設計の段階でのポーリングが

早急に望まれる｡

4-6 施工性

鋼橋の場合は､工場で製作加工 し､現場で組み立てる方

式が一般的であるが､コンクリ- ト橋の場合は､工場動作

と現場施工 とに大 きく分かれるO単純ガーダ一橋のような

ものは､ガーター自体はほとんど工場で釜廷作 され､現場に

運ばれて架設される｡この場合､運搬手段や撞路等に影野

されることが多いので､これらの要田を十分に調べ､施工

法の検討を行わなければならない｡ また､スラブ橋のよう

な現場敷設の接合は､-般的に支保工を組むことから､橋

梁の下 を通る交通に支障を与えた り交通遮断が生ずるた

め､その対策を十分に考慮 しなければならない｡ニュータ

ウン開発のように､下の道路 も同時に施工する場合は､オ

ールステ-ジング施工が可能であ り､また経済性からも好

ましい結果を縛る｡当然添加物等の設置 も同時に行 うよう

にし､工邸の盃初を避けなければならない｡

コンクリー ト構造物の施工の優位性は､小規模なもので

はカルバー トが第 1番であ り､次は運搬の間違亘を別にすれ

ば､プレテン桁等の工場製の桁を使うガーター桶であろう｡

現場架設のスラブ橋 も､オールステージングが可能であれ

ば､相当優位な施工法の 1つである(図4-4)O

中､艮大橋については､その架設位置条件によって施工

法の優位性は大 きく変化するため一概にはいえず､経済性

を含めそれらを十分に比較することが重要である｡
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多主桁箱桁

4-7 メンテナンスと経済性

上部工の形式が構造上安定 したものでなければならない

ことは論をまたないが､最大の要素は葎済性の比較であり､

この比較は上下部工一体として行わなければならない｡

工数が概略等 しい場合には､施工性 と維持管理の難易を

十分に考慮 しなければならない｡

近来､すべての土木､建築の構造物のプレハブ化が急速

に推 し進められている.これは長期的に見れば結局経済性

の追求であるが､現在必ず しも経済的であるとはいえない

場合もあるので､今後意欲的に推進すべ きであろうC

新工法の導入などの場合､施工の碓英側三に十分な資拳トを

欠 く場合もあるが､技術の進捗を考えるときには種々の検

討を行い､かつ小規模な工歩から試用するなどの順序を踏

んで､よいと思われるものは孤穣r糾こ採用することが望ま

しいo

また､経済的で施工性がよい形式でも､将来供用 してか

ら維持補修に手がかかるものであっては困るので､維持管

理の難易についても十分･配慮すべ きである｡

橋梁の計画では､ 1梼ごとに最適な形式および横長を検

[ヨ ボックスカルバート

j i i i i i-
[司 単純ガ-ダー棟 (桁嫌)

l
ー
E
j

1

-1
E
]

スラブ横 (床版嫌)

ポソクスガーダ-捕 (箱桁橋)

Eg14-4 施工のしやすさ



討 していくのであるが､計画の最後の段階で全部の橋梁を

総括的に検討 して統一の とれたものにしなければならな

い｡たとえば､不静定構造の小幅員の架道橋などでは､外

的条件から橋長がある程度異なった橋を 1桶ずつ架設する

よりは､工費的には多少のロスはあっても橋長の大きい全

く同一寸法の橋梁を架設する方が､設計費+工費の全体額

では経済的であるし施工面での能率 もよい｡多数の橋を計

画する場合は､形式はもちろん､その構造寸法についても

なるべ く標準化を図って､設計の画一化､設計照査の簡素

化､工事施工能率の向上を図ることが大切である｡

将来の維持管理で最 も問題となるのは､鋼橋の塗装であ

る｡橋梁の塗装は､一般的に5-7年に一度程度行われる

が､塗装のためのステージング等を考慮すると相当の費用

がかかる｡新 しい塗装の開発進歩で､耐用年数は徐々に延 Eg)4-5

びてはいるが､塗装のはげは鋼材 自体の腐食につながった

り､美観的な問題からも見苦 しいものである｡このような

ことからすれば､鋼橋はその必然性が強 くない限 り､メン

テナンス､特に塗装という問題からいえば､コンクリー ト

橋に優先することはない｡すなわち､補修､修繕数は別 と

すれば､維持管理費に関 してはコンクリー ト橋にはほぼな

いといえるが､鋼橋は確実に塗装饗の出資があるというこ

とである｡メンテナンスと経済性で最 も優位なものは､鉄

筋コンクリー ト橋であるo

全橋種の中で､鉄筋 コンクリー ト橋の占める比率は､わ

がBlでは諸外Egほど高 くないが､小支間橋梁に対 して広 く

用いられている.

鉄筋コンクリー ト橋の利点は､まず第 1に耐久力の大き

なことであって､良質のコンクリー トを用いて丁寧に築造

されたものだと半永久的な耐久性があるo特に､風雨に対

する耐久力は､鋼橋に比 してはるかに大きいものである｡

第 2に､維持費の小さいことで､鋼橋のような塗装替え

の必要は全 くない｡

第3は､構造材料の性質上､死荷重による応力の比､す

なわち死荷重/活荷重の値が鋼橋に比 して 2-4倍である

から､将来の活荷重増加に対する安全度がはなはだ大きい

ことである｡

第4には､地理的条件にも影響されるが､一般に工事費

が少ない｡

第 5は､鋼橋に比 して部材断面が大 きく自重が大である

ため､車両の通行に際 して振動が少なく､騒音がないこと

であるO施工環境の悪化､住民パワーが云々される昨今､

今一度見直されてよい橋梁であるが､戦後幣異的な発達を

遂げたプレス トレス トコンクリー ト橋にその座を奪われた

感があ り､純粋な鉄筋コンクリー ト橋 としては､現在短支

間のものしか施工されていないのが実情である｡

4-8 設計条件と構造型式

以上のような種々な条件を整理 し､あえて構造形式の一

般解を求めると､次のようになるであろうO

① 特に条件がなければ､コンクリー ト橋を計画する｡

～10m 匡ヨカルバ~ト

10-30m ⊂｢ rJ 誌 ,p呈プ
(床版棉)

30-40m L 一七 ≡ 汀J pc単榔

② 添加物が計画されている橋梁 (すべての道路橋)に

ついては､次のことを考慮するO

･橋長､幅員を基に多種桁の箱桁橋やガーダ一橋によっ

て漆加物を臆すことが望ましい｡

･これ以外の構造の場合は､日帽し板等で添加物を隠す

努力をする｡

③ 一般的な歩道橋については､スパンによって次のよ

うな目安で計画を行う (図4-5)0

～10m ･ カルバー トボ ノクス (ボ ックスまた

はアーチカルバー ト)

10-20m ･RC単純スラブ

20-30m ･PC単純スラブ

30-40m PC単純箱桁

40m～ ･･各型式を比較検討 (主にPC連続桁)

(む ランドマークやシンボル橋は､個々についてその位

置､地形､地質等を総合的に判断 し､その構造形式を

検討する0

5 実施に向けて

個々の橋梁部について､その具体的条件や状況によりふ

さわしい設計を行 うための留意事項などを以下に述べる｡

5-1 留意事項

(丑 工学的構造物 としての橋 橋は第一義的には工学的

構造物である｡すでに述べてきたような計画論やデザ

イン論はこのことを前提 としたものであ り､橋の安全

性､機能性の大切 さ､デザインの前提条件 としての構

造形式の重要性を再確認 してお くO

彊) ポーリング調査の実施 土質条件は構造形式を限定

し､ひいては計画やデザインに影響を与えるo具体的

な建設計画に当たっては土質条件をしっか り把握 して

おかなければならない｡

③ 用地の確認 橋梁用地は無限に確保されているわけ

ではない｡杭やフーチングが他の用地に食い込むよう､
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こ1

あるいは施工上他の用地に影響 を出すことのないよ

う､事前に橋染用地を確認 し､必要な手当てをしてお

くことが大切である｡

在) 周辺計画のチェック 周辺計画の一部修正により､

橋梁等が大幅に改沓される場合 もあ り得る｡周辺計画

をチェックし､可能な範匪lで修正することによって総

合的改善を匡】るよう留意すべきである (勾配 添加物

など)

⑤ 周辺環境の把握 計画､デザインの前拙条件である｡

現時点の状況のみならず､将来の状況もできるだけ正

確に把握 しておきたい (鉄道､建築､鉄塔､公園等)｡

5-2 橋梁設計の手順

橋梁設計は残念的な設計から､次節に細部にわたる詳細】

な設計へと進み､その途中において段階的にEi5t11'計の検討杏

加えてい く｡設計の手順､呼び方､およびその内答につい

ては設計を行 う当部者によってさまざまな方法があるが､

一般的なものについて述べれば図 511のようになろうD

これらは､その棉礎の規模によって途中を省略する場合も

あるC

① 一般図 flFlf造物の全体的な概念をrg]ifl7に表す程度の

設計をいい､その唆所において比較の対象となり得る

各形式の構造物の一般図を作成する作井をいう｡参考

資料 としての材料.数蕊および工数は既往のデータか

らの推定でよい｡

(卦 計画設計 構造物の形式比較に必翠な資料を作成す

る設計をいう｡桁市､主桁配置の骨組みを決定 し､主

要断面寸法､基礎寸法､杭本数等を計井により求め､
材料数量 も算出するものとする｡設計情報と既往デー

タより､これらの謁見を推定できる場合は､設計計算

を省略 してもよい｡

(卦 基本設計 プレス トレス ト･コンクリー ト構造､お

よび鋼構造を対象 としたもので､構造主体および高欄､

排水装置､伸縮継手､支番その他のイTj属桝造物の形式､

主要断面寸法､他用材料の種別と数瓦とおよび施工法を

明確にできる設計をいうO重安でない緋部の設計は省

略 して材料､取立 も推定によることができる｡

(む 詳細設計 構造物を正確に施工するのに必安なすべ

ての設計をいう｡詳細設計は施工のための設計である

から､施工に必要な注意事項を記述 し､施工担当者に

設計者の意図を十分に伝えなければならない｡

このように､個々の橋梁についての設計手順は､ある程

度確立 しているが､今回のように､広い地区での トータル

プランニングとしての橋のデザインは､図 5-1の痕初の

検討であり､これを受けて一般図の作成ということになる｡

5-3 設計条件シー ト

港北ニュータウンに架かる立体交差のうち､い くつかの

橋を逃出 してモテリレ設計を行ってきた｡ しかし､ほとんど

の府についてはここまでの検雷寸ができないため､｢立体交

差桃造物設計条件シー ト｣ として別途にまとめることにし

た.一般図作成の前段のデータシー トとして倣われる条件

と､周辺土地利用や:造成形状等からの留藩邸項を検討 し､

｢かたち｣の提案を固化 している｡これらの挫案は､特に

土質粂件の調査データがないため､そのままその構造形式

が最良というわけにはいかないし､条件によっては､構造

自体が不可能な場合 も生ずることを含んでいる｡また､道

路桁においては､添加物の切 り回しや､添加位置によって､

桁形状等のデザインは変化するし､それらは管理者との協

昆技が必要なために計画者サイ ドの提案にとどまっているO

一般的に橋梁の計画､設計を行う場合､面的広が りをも

つ トータル的なデザイン給については言及 しないことが多

いが､この設計条件シー トに提案されている忠匠や構造形

式は､全体から見たものであ り､逆に個々についての検討

は､あまり深いものではないOすなわち､このシー トの使

い方 としては､全体か ら見た基本的な考え方､｢かたち｣

の粒案であって､それをそのまま踏襲する必要はない し､

実際の計画段階においではそのデザインポリシーを何 らか

のかたちで表現できれば目的は達せられる｡このことから､

このシー トは計画､設計に入る前に､その個別の橋梁はど

のような条件で､どのような意図のもとに計画を進めるべ

きかを読みとっていくためのものである｡当然与件のデ-

タが変更されたり､新たに土質の調査データが得 られたり

した場合には､その都政秘策を再検討 し､変化させていく

べ きである｡

‖トータルプラン二ン州 - -[画 -一匹垂直:十一回 一一十車重:トー-匡萱国
団511
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橋梁一覧表

■港北第一地区

橋梁No_ 楕 名 所 在 地 #I年 月 上皇84荷造形 式 1.8叫 Fヽt形 式 基礎梢造形 式 横長 (支間) ●■ 慧雷 適用示方書 投 圭†所

FA-1 稲概傭 5TEII* 平成1年12月 迎T式肪由 4500×15.00-ー5.50 1.50+6.00+l.50 TLー20 S53､55 タン ト

FA-2 平成1年11月 ペノ ト枕i?]000×】Ll.00--19.50 (2.50+5.75)x2 TLー20S53､55 セ ン トラルコンサルタン トt仙

FB-2 あけぼの臆 TF)J2肺 平成2年4月 ペ ノ ト杭dI]000×】0.00､16.50 1_50+9.(拍+i.50 TL-20 S53､55 材斬

FEi3 水明すい道 酉LITH1番 昭和62年3月 パー ト - RC杭dI400x3r00～7_00 12_(XIX3r60 l8.00 TL-20沓 一同特写硯SS3,55 ヤリング㈹

FB｣ 【当季井聴 酉 3TE]9番 平成1年3月 仁もklb 逆T式輪台 粥苛税 50(刀 (lLl60 (3_00+725)x2 TL20 令 .同解放S53､55dI8LX)×10.00-14.00 +& 60) ヤ リングし柑

FB.7 平成2年3月 空床版磯 iFf管枕 (300 TL20蔀筑l呈｣ヒ山EZl4T H25爺 遭T式墳台.蛙式ノ蛤Jg dI800×550-.9.(×) 33.50(16730+16.30) +ラ25)x2 S53.55 ヤ リング(肘

FB-a iE 平成5年12月 J{- ト - pHC杭 7.80xLlー00 LI.00 TL_20S55.H2 ンサルタン ト

FB-9 lTE]18 昭和62年3月 桁橋 U重!式偲白 RC杭¢一100x9.00 ll.00 (5.17+5.17) (3.70+7.25)×2 TLー20 S53､55 腕ト1を 大

FB-10 lTll58 平成1年日 月 パー ト - i,600×10.00 6_〔X)×4.〔X) 5.(X) TL_20S53､55 セン トラルコンサルタン ト★lL

FB-ll根上が り-坂樵 昭和61年3月 Lb400×日.(め--12.50 1.50+9.00+】.50 TL-20S53､55 ルタン ト㈱

FB-12 谷戸田怒 平成 ベ ノ ト仇 150+GOO A括仲j瓦 タン ト】Tl】9-hi. 7年7月 &,i dI100 ×15.00 +lJ50 H2､6

FCl 都筑区 LrJJl】ZTI:[78 昭和63年3月 逆T式傭台 A2PHC杭¢400x10.50 3rOO 辞JJiLl't丸 ヤリング(柑S53､55

FC3 TlL1-蘇 平成1年3月 携 逆T式墳台 鋼帯｣抗dI5W X450-6.00 3rOO TL14553､55 ヤ リング畑

FC｣ 空!みが丘歩 昭和 91宇和lt 3rOO EFALlpri韮 S53､55i丘備 3Tl二日0苗 63年6月 缶､^2和式僻台 dI5a)×9.00-10.00 設計 コンサrL,タン ト

FC-5 ろまん過 り Tr-暮20-防 PEl和6ユ年1月 湘管肌¢50)×16.00 -18.00 15ー50(1LL60) 3.(XI TL14S53､55 タン ト

FC-6 平成 85_〔沿 LI,50 ′1､し14S55､1-Ⅰ2 (仙堤 大TF≡汀 蘇 4年3月 i)60)×8.50-15.50 (2LLOO+25.00

FC.7 揺 TE)16.Ht 平成1年3月 a)500×1,50-5.咲) 3.00 肝Ljilp'j三7ri ヤ リング(株)S53､55

FC-8 也 西 2TIニl208 昭衣】61年ュo月 4500×7.00 -.14_00 3.00 群JJ主-Gi虫 SS3､55 ルタン ト㈱

FC.9 あすなろ歩道依 都筑区牛久保 昭和】63年3月 pCiP耗 U桁府 逆T式雀台 射管ノ抗¢500x)950-21_50 3.00 TL14岱 一同解脱S53,55 i-代Ldコンサルタン ト(樵)

FC-)4 十代歩道礎 妬筑区北山田5丁目1718 平成3年1月 逆T式櫨台 dI500x13.50. 2720 (2630) 3.00 評JJs常並 愁 .同解説S55,Hz タン ト

FC-15下′ト山歩j丘府 杯洗区牛久保菌 3TE]9番 昭和】63年3月 低 迎T式培台 ITL78AL 3.00 肝JJsgT韮 i堕一同解3LSsヨ.55 _エス ,テ一 一コンサルタント(仲

FC-22 拓銑区北山Efl5T lヨ13番 平成】年12月 偵 迎T式絵台 済管JA:dI50 ×13.00-)5_00 5.00 TL_14i替一同解脱S53､55 タン ト

FC-23 LlTl321漆 平成ユ年11月 迎T式樵台 ¢500×15.50 29.50(28.60) 3.0〕 辞典弥生 S53､55

FC.24棉 平成1年lュ月 迎T式低由 ¢500 ×8_50-】0.(X) 3.00 群雛作並 S53､55
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棟梁N｡_ 榛 名 所 在 地 ･技工年月 上音844運河多 式 下部11造形 式 基礎一書道形 式 体長 (支局) 頼 員 諒王十荷重 適用示方書 投 J十所

FC-26 2丁 目2帝 平成8年3月 棉 迎T武備血柱式偶脚 PHC杭¢5∝)×11.α)-.13.〔氾 一1.00 評決 j道路橋示方H2､6 ロジー.セ ンタ

FC-27機 2T Erl2# 平成4年7月 3.00 群JJさ S55､T12

FC-28 山田大塚妙iE億 都筑区北LJJ田 平成4年2月 逆T式伐色,箱式壌台 pHC杭i)5【氾xlO_00 3.00 辞触荷束 S53､55 七 ン トラルコンサル タン ト㈱
6T El51葡

FC-29 耳士喋少遜価 都筑区北LIJm7丁 目3番 平成 PC2往伽連続V桝 ラーメン墳 逆T式墳丘 粥管杭dI8a)xll_00 4900 LI.00 辞兆櫛束 倣l品LtIコンサルタンツ8年7月 ラーメン徐脚 S55.H2

FC-30 夢i玉非道凍 lT EllO# 平成8年to月 空床版瞭 逆T式場台.蜂式楯脚 a)1700x650- 62_249 6.00 群処tp'i史 抄 .同解説H2.6
dI800×12.50 コ ンサルタント㈱

FCー31 人逮歩 北側 1TEllL斎 平成8年4月 ロー ゼjI床版 箱空床板墳 柱式偵脚 pHC抗4500×16_00.4700×7.00--16_00 (6.27+&68(32ー60)+7_5) 5_50 辞JJ!櫛王旺 i蛭,同解説rl2.6 コンサル タンツ㈱

東側 柱式依脚 PHC杭LbS(巾x15ー00.-. 111_05 3.(X)

遺徳 床版儀.RC3径 16.(X).a)700×14.00-.15.00 (2こ}_00)+12.00)(8.60+6.Ilo)

術Cd 床版峨 柱式偵脚 杭d700×7.00 4ー00

FC-33 都筑区北lM1] 平成 PCjfi耗 U桁倍 逆T式墳白 SH首杭 28_Ⅹ)(27_40) 3_(氾 辞JA櫛瓜
倫 lT EIl4-蘇 2年to月 4'5a)x16_50-17rOO 街 .同解説S53､55 ヤ リング㈱

FC-34 2T EI20=酔 平成2年io月 PC叫純 U桁墳 遭T式場台 知音杭dヌX)X7_50-.12_00 17_80 (17_00) 3_00 辞処櫛瓜 甘 .同解説S53､55

FC-35 平成1年9月 PCj尽挑 U桁橋 遭T式傭台 3.00 件兆!''r瓜 世 ,同解説S53,55 ルタン ト

FC-36 偶 2TEl2帝ト 平成】年9月 鋼管杭d5(拍×9.00 3.(X) TI/川 S53,55 ルタン ト

FCー37 4T日5轟 唱和61年1月 逝T式偵色 鋼管杭4500×)2.00 -13ー00 3.00 TLH 1u=一同解説SS3.55 ンサルタン ト(紺

FD-1 城山zB-逝槍 灘筑区東山旧3TEILI赤 平成2年3月 pC_%鈍 り桁雀 鋼管杭450)汁)2.50--15.00 24_80 (23.90) 3.00 TL.ll 血路墳示方捗 .同解説S53､55 ヤ リング錬)

逆T式境か

A 丑弥公地少 平成7年 TB!ラ-メン架l 逆T式僧一色､--メ､式 PHC杭 4.25 辞狐 3Zl掛偵示方I

逓倍 央 1TE18缶 3月 桁橋 ~7 /橋脚 dI600x6_00 砕鉱 i!F 同解説S55､H2 ヤ リング㈱

C 七 ンタ-北歩i丘傭 TEll希 lL七二L 棉 逆T式傭血ラーメン式柄脚 5.00 肝炎7ttj瓜 H2､6 ンサルタン ト

E 平成8年】月 揺 煙式:紹脚 pーiC枕4日)α)×18.00-19.00 32.60 5.00 押水 H2,6 ンサルタン ト

G ほのか少遜切 平成7年3月 也 A1常i式I飴 ､ AZPHC杭dI600Xl6.(氾 3&30(37.LlO) 5_00 群y与+Ill な .l司解説H2､6 ヤ リング聯
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■港北第二地区

棟梁No. 横 名 所 在 地 媒工年月 上部t書道形 式 下書61再遣形 式 碁石;tJJL形 式 横長 (支岸l) ●一 A 投≡†荷重 適用示方書 t史 書十所

A-l 夕やけ省 】番 昭和58年3月 A1遵T式絵台.AZ扶祭式俄台 直接基礎 1.50+6.00+3.00 TL20 道路磯示方せ +IllSS3.55 鰍 堤 大

A_2 都筑傭 満鉄区大丸 LI席 昭ノ印59年3月 逆T式橋台 銅管ノ抗dI800×llー00-13.00 27ー00 (26.10) L50+9r(め+1.50 TL【20道路ノ愉示方S53､55 (船長大横n't'一汁セ ンター

A-3 rr述傭 5TF]20冊 昭和56年11月 揺 I.50+6.00+1.50 TL-20秒 .同解脱S53､55 ㈱ オ リエ ンタルコンサルタンツ

A-4 Uと弓和59年3月 迎T式梯台 4)600 ×6.00--7_CO 5,03+6.00+1.53 TL-20S53､55 ルタン ト伽

A-5 郷のlAl揺 昭射160牛2月 桁債 逆T式ノ既台.壁式偵脚 63,00+19_05) I.50+6.(×) TL-201年一同解脱2丁目2缶 2600×&00.--12_00 +150 S53､55 ヤ リング㈱

A-6 将P'l墳 杯洗区仲町台 EIH射】 避T式蛤台､ 鋼管杭ヽ † 49_80 1_50+6ー00 TL20i正】格嬬示万I 也谷内査工gF

LlTI13Jh 〇9年3月 空床板墳 様式t汚脚 dSO0 4_50-14.(X) +I.引) i_‡一一司解説S53､55 ㈱

A.7 北川腹中裾 T EE3LI葡 眼前】61年3月 PC唯耗Ta!桁裾 U_4!頃由 PHCG45W X8.50-10.00 9r50 (&86) (2.25+7_25)×2 TL-20 i丘掩墳示方563､55 (托)

ら-1 木陰俄 禰筑区見花山208 昭和57年8月 バー ト - PC杭460)×Il.(氾 &00×3BO 5rOO TL20 道路墳示1JJ岱 L同解脱SS3､55 七 ンタ-

ら-2 御影橋 昭和58年3月 ′{- ト - PC杭¢LlOOx10.00-ll_00 8.00×3ー80 (3_00+725)x2 TL20S53､55 ルタン ト㈱

B｣ 4TH11節 昭和61勾二3):I RCアーチカルバ- ト - PC杭a)LZ(カ× 1̀.00 6.(X)×4.30 6.00 TLー20 S53､55
ヤ リ/グ㈱

a-5 rlH和58咋3月 29.00 (250+5.75)×2 TL-20ヤラ偵 壁式橋脚 十7ー65) S53､55 ル タン ト㈱

a-6 竹園紹 LITll7帝 .い小l62年lュ月 ト - ¢㈱ ×8.00 8.(X)×3.50 l.50+6r(め+150 TL-20S53.55 (柑長 大

t>7 昭舟Ⅰ60年1月 パー ト - 4r50×3.60 L50+6_CO+I.50 TL20空‡∴ 同僻見S53､55 ルタン ト㈱

Bー9 中の瀬地下 昭和 バー-ト - RC杭 5jOX3.00 三笠 ,x2 TL20杏 . 解況iE 4TE]2帝 58年3月 4.4(氾 8.0013_00 同S53,55 耕所

a.lO 芽:ケ崎地下j正 林筑一g3L:ケ崎架 3丁 ロ6粛 昭利58年3月 バー ト - 直接≠左横 4.00 ×3_10 (2_50+5.75):×9 TL20 杏 ,同解説S53､55 ヤ リング㈱

B-ll 芽:ケ崎貝塚 柿筑ー茎牙:ケ特 昭和58年 pC単純Tf17億 射管tILJldI60)x900-- (2.50+5.75)x2 TL-20む ,同解脱俄 12月 ll_α) S53､55 ヤ リング㈱

a-12 せせ らぎ偵 17qr 昭和57年6月 ルバー ト - PC杭¢LIOO>く7.00 x2 (2.50+5.75)x2 TL-20 iu=,同解脱S53,55

B-13 昭和61年3月 RCアーチ カルバー ト - RC杭i)400×7.00 6.00×4.10 1.50+9.00+1.50 TL_20S53､55 Jrリング㈱

a-14 梓山地下i正 T日42解 平或LL年11月 ト - pHC杭dI700x7_00 7_50x3_(X) 6.00 TL_20S55､日2 セ ン トラルコンサルタン ト柵

ら-15 rキLLL TEl12苗 平成Ll年lュ月 ト - pHC杭dI700×7ー00 7_50x4_(氾 150+6.00◆1.5 TL-20 弓!F.同解脱555､H2 セ ン トラ′レコンサル タントJrL1

C-I 荏EE]歩道坊 ･払筑区従田浦 昭和】 逆T式揺台. ペ ノ ト杭 37_20 3.α) 辞兆 (柑長 大

4T El24番 58年5月 桁壌 壁式捺印 dSO0 9_00-950 (1こ〉_IO+3.a)+】5.70) 拷盤 i竺 同書事況S53､55

C2 草炭壌 都筑区荏JZJJibA3TE]2番 昭ホ】56年lュ月 傭 避T式成台 iFl甘杭6600×800-11ー(XI 3_00 TL｣4道路壌示方i隼.同I拝説S53､55 ㈱ オリエ ンタルコンサル タンツ

C3 爽風歩道傭 凍筑区従m甫 昭和】 逝T式眉台 SFI管杭 3_00 辞身さ (仰オリエ ンタルコンサルタンツ3T E130番 56年lュ月 横 め600x15_50-16.00 砕鉱 S53､55

C一1 見花歩道橋 香 平成1年3月 鋼単純箱桁胎 迎T式億由 ペノ ト収め800 ×16.α)～17ー50 3.00 群船荷歪 杏 .伺解脱S53､55 (掛長 大

S53､55

C-6 幡 278 昭和61年3月 備 迎 T式備白 鞘竹仇dI7(氾×8rO0--ll.00 19.(刀 (18.30) 3.00 群兆1';j韮 (搾)底 大
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NLNo_ 横 名 所 在 地 #I年 月 上細叫遣形 式 下書6構造■ 基l琵絹遠方多 式 棟長 (支間) ●主 点 設計荷Ji 適用示方:i 1史書†所

Cー7 七両歩道低 lTE:ll7粛 平成1年12月 価 迎T式倭白 giI帯二院4700×12_(氾 3.00 辞典荷重 杏 ,同解艶S53､55 (鵬 大

C.8 大阪一桁 lrTFI2▲t爺 昭Jll61年3月 鋼管杭d700×&00一一)2.00 18ー30(17.50) 3.00 TL14怨 .同解脱SS3､55 (株)JBt 大

C.9 みず き歩i正価 dTLr9碑 昭和58年12月 迎T式傭由 30.00 (29ーlO) 3.00 肝JA荷亜 芯l格偵7班 .同S53､5rJ;-}}-解脱5 ヤ リング惟)

C.lO 倍 帽荊l58年5月 桁械 (X)0×4.50-5.50 47.500ー85) 3.00 群雄 方A (件)S53､

C.日 千 人倍 hr llEI和59年3月 鋼管杭4'800xlL(カーl2.(拍 9.80-6.(氾 TL_14S53､55 七 ンタ-

C.12 平成1年3月 遡T式横白 銅群杭 3.00 TL-14 一 ㈹ オ リエ ンタ､ レ備 香 桁桧 45W x10.00-10,50 tF,同解脱S53.55 ルコンサノタンツ

C.13 滞筑l亘IEm東4T r126葡 昭和56年日月 墳 逆 T式俵白 ¢60)×6一引) 22_40(21_50) 3.00 群Jjii 渉 ,r胡杵三托S53､55 紳
荷重

CーlLl 若水佑 昭和 L41坊fT. jN管tl-[ 29_(XI 3,00 TL_14 述旅峻フl 示-4- 千代rtIコンサ
3TU2-4i- 〇9年8月 尭i桁債 Vj盟iil培脚 4,500×5.50 .65) tト ー胡杵汲S53､55 )L,タント(任)

昭初】58年5月 射管ノ帆 Ll7_60 3.00 群JjS-6才韮 S53､55 (鵬2Tll9葡 fT7横 T_Q式偵脚 i.60)×IJ.00--12_OO 0.Ⅸ))

C-16 iEi傭 昭和 75.00 3.00 群JA ルタン ト付和
5席 59年3月 桁胎 1柱式柄脚 Lb600×L7.50--23.00 21.Ⅸ)) qT亜 S53､55

C.17 柄 市 平成8年3月 桁橋 珊杏辻傭脚 (b500×6.50-.7.50 3.(XI 伴JJi柿_qi 刀脱 ロゾーセ ンタS55､

C.】9 柄 lTE:ll# 昭和59年3月 28.10(27.20) 3_00 肺炎ミ S53､55 セ ンター..

C.20 UEi和 逆T式柄台 別tT-杭 47ー20 3_00 肝g! Jレタン ト(柑
蘇 59年3月 桁偵 TB!式低Jg dH泊Oy13.20-19_00 o_70) S53､55

C-21 新星聴 准筑区1'-缶91 昭和 逆T式｣臨ム 鋼管杭 46ー44 3_00 TL14 f代ー71コンサル タン ト(肘
# 59年3月 桁磨 T型式怯脚 ¢600x11.00～16.臥) (2032+5.00+20.32) S53､55

C-36 平白妙ZL墳 昭和 逆T式番台､ iNq-状 48ー(×) ~ ウ 3_伽 ET lt.l~
葡 58勾三5月 桁債 TB!式債脚 4)㈱ x5_00-7_00 HO) 1'.+tA 芸 ､" 説 ㈱

C｣l 昭和58年3月 pC単純 U桁1度 逝T式偲台 蔽棲2k礎 3700 辞JLLlp'i韮 j正路S3'､ ガ;鼠 ヤ リンクて相

C-Ll2 昭 1々58年3月 i庄7菱北伐 29rLIO (2&50) 3.00 群JjさTp'i並 j正路胎 ∫ ヤ リング㈱S53､5

CJL3 9帝 昭Ell59年3月 柄 ¢6(氾×7.50 46ノ10 3.00 TL-14S53､55 ルタン ト(抹)

CALL 昭和61年3月 dI6CN)X7.50 3.00 花Fjjt荷重 lS53､55

C-45 杯洗区仲Plr台 LLJN1 純中空床版Mi 荘式椴Jg 鞘苛税 102一双I 3.00 辞触荷重4T El20葡 59年3月 4,60).8(氾x16_00-18.50 -rl ーS53､55 ア㈹

C-46 扱者歩iE楯 ･杯洗lg仲IT台 昭木1 pC3径間連枝U 逆T式橋台. fI7+井 48_80 3.00 辞狐 退路債示jJJ

4TE]19葡 〇9年3月 桁壌 T型式坊脚 (23_IO十〇_00+19_20) I帯 符 同解鋭553､55 ㈱

C■7 新田歩道墳 杯洗区所栄rT1̀1番 昭和】58年ュo月 遭T式演台 瀬管杭 2_25 ##衛正 智 .同併設 ㈱4 ¢60)×7.00 S53､55

C48 北原歩道壌 都筑区新柴町16番 昭和60年2月 避T式債台 射管杭dI600×9.50-10.00 24.60 (23月0) 3.00 E一存丑 む ,同解脱S53､55 ㈱

CJI9 匠坊 林筑区仰I丁台 昭和 鋼 坪純鋼床版 ト ノ性式備脚 JITTt{ 41.60 5.00 TL_14i正路憤示方 ヤ リング(捕)
2TEI7恭 59年3月 ラス ト桁傭 6800×16.00-17_00 (5.00+30_(氾+5_CK)) S53､55

C.50 平成 鋼管杭 3.00 梓凝滞韮 _王.ス .チ- -
TE19帝 3年3月 樵 4)500×′.00-8.50 1｣.同解脱S53､55 コ /サル タノ卜㈱

C-51 丁 目21称 昭和58Lfl1月 ¢600×3.50 3.α) 揮JJ主称韮 LULTrやBt:.r'S53, -JJ脱 ㈱
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棟梁No. 棉 名 所 在 地 #I年月 上部構造形 式 下部佃道形 式 基礎構造形 式 横長 (支間) 中書 Ja 投書十帝王 適用示方書 -J II叫

C-53 西山少i在イ虎 都須二区中浦 1丁目32番 昭和58年10月 pC単純 U桁悼 迎T式場台 鋼管杭¢50)米lo_50-12.00 3.00 肝兆fp'i兎 1!Fーrqポ鋭S53,55 ヤ リング抑

C-5LI 林筑区芽:ケ崎柵 2TE)2番 平成3年10月 pC単純中空床版債 Alラーメン PHC杭dSW X4r50-5.00 3L00 (30.10) 4.00 辞JJ!櫛盃 i別格抽示方atーIq耕甑S53､55 ヤ リング㈹式橋台､A2避T式解せ

D.1 j別'&墳 都筑l茎大丸10# 昭和58年3月 アール填 迎T式場缶 iI管状dI700 ×日.00--)5_00 44_97(44_44) 3.00 TL14 i正路蛾示1J-=む 一同解3LS53.55 千代田コンサルタン ト伽

D-2 月LJ1位公l羽や 都筑区加27麻lTEI4番 昭和62年2月 しき!式墳b PHC杭dI500x13_00 29_00(28_50) 3.00 TL14 逝餓墳示方塘 一同群現S53､55
ヤ リンク■(紺

D-3 ささぷね墳 3TEl2番 昭和】60年1月 RC円型 ラーメ ン依 - ペノト抗4)LOOOX6_50 16_80 (13ー20) 3.80+1_20 TL_14ーlFーrq耶鋭S53､55 七 ンタ-

D-4 捲筑区荏田束 昭和 pC連続 vJg塑 ラ VB!債脚 ill寸抗 59_04(S二氾 5.00 TL14 道路墳示万 千代Ltlコンサ
3丁□2蘇 58年3月 - メン備 ¢600x5_50-7.50 +la00+6_00+la00+&50) S53,55 ルタント㈱

D-5 /iii-見依 推封ニrg-if田東4TEI10帝 昭和ー61年3月 迎T式場向 A1鋼管杭dSW X5.00.AJL紅横韮畦 6.00 TL-14S53､55 ヤ リング紳

Dー6 杯洗一芸芽:ケ崎 昭和 射管tllt 'l&00--ワ 3.00 TL-l4i別格偵示方Jt † ヤ リング紗
α)午2月 型式峨脚 dI500 ×6.00--lLL00 +ll_55) 召..['JJ解脱S53.55

D-7 平成 3.α) TL/L'l血路t< ガ況

1年3月 揺 ¢500 ×′.α)- ㌫ ､ー .比urコ/サルタン ト

H 退場 小火 9器 平成4年3月 ･iPl守で杭4)500x5.50-8.00 32.50(31.60) 3.(X) 肝JJim瓜 idrゝ十TlF.tS55､ 】三方年配2 _エス ,テ一 一コンサルタント仰

I 昭583 i)600×8.00-9.00 3.00 TL-lLlS53､55 ヤ リング仰

I 悩593 a)800×6.00-7.α〕 5.50 TL-1LIS53､55 七 ンタ-

J■ 3皿I招 平9 桁橋 3.(〉0 肝il_( 1-Ⅰ6 オ リエ ンタルコンサルタンツ㈱

K 平成8咋6月 低 LE!偵h 3.00 肝at 日6 サル タント(柑

L まちづ くり)p-迫1虎 中火32帝 平成73f三9月 ゼ盲 節大境fT AlPHC杭450)×7.00, 4ー20 群触佑可( H6 セ ン トラルコンサルタン ト(柑

M 都筑区茅 ヶ崎中央 33J# 平成8年6月 墳 逆T式偵b A】PHC杭dI60)x6_00､ 5_00 TL_)LlH2､6 扱計コンサルタント

!ヾ 拙 rrJ)J=-iE偵 杯洗一芸茅ヶ崎中火36J# 平成9月1月 桁墳 迎T式場b,柴式墳抑 鑑掘.追従 19_00 (18_54) 4ー60--5_20 群北1F.fJTqf H6 ヤ リング紳

0 そよ息)6-追 平成 逆T式場fT pHC坑 5.00 EF-瓜 i正路t角示方 (iP三枚設計4ー
舵 中火39J# 9年1月 境 dIOOx′.00--.10_00 狩オ王 .好一Ip1解説I.l6 務所

P 見附 らし}歩i正使 杯筑区茅 ヶ崎中央40番 平成9年1月 桁横 好l式墳b.賭Jt偵榊 PHCtrt¢㈱ ×11.00 4.60 EI掩yi示方i嬰.河解説I.Ⅰ2.6 ヤ リングく件
PJ,盈

Q み ちい.)歩道 杯筑区諾:ケ特 平成 避T式噛缶､ 虎接基礎 5.00 GF-E! i正路 ガ説 オ リエ ンタル
也 LIJ央Ll0番 9年3月 貨 7-メ/式墳柳 狩鹿 班 .同S55､ コ/サルタノツ㈹

S ･杯洗ふるさ 杯洗区芳:ケ崎 平成7年3月 逆T式場.良 AウPHC杭 3&50 (37_50) 6.00 TLl4i別格ei示7.I-廿 .ー司解脱H6 オ リエ ンタルコンサル タンと歩i江府 中央 5番 ･臨 a)6〔Ox9ー00 ツ㈱

T つ とい少j広檎 都筑区芽:ケ崎中央 LI番 平成9年1月 pC単純箱桁ノ蛤 AL苅式倣 ､AZ避T式拾台 止E権益礎 34rSO(33.92) 350 eTT'守盈也 .TG)解脱l12､6 ヤ リング(l勅

U 七 ンタ-何少造機 掃筑区穿:ケ崎中央 1漆 平成9年1月 揺 迎T二大I招fT.王廷式場脚 P1場所打 ち杭¢15a)x10.(カ 4.00 耶JLL-1訂j血 nF.同解脱fl2､6 ㈱

V 少i正僻 中央 2番 平成3年7月 桁樵 逆T武備一台 4ー50 TLI4む .同解脱S55､H2 サルタン 卜肺)

lV 平成8年12月 桁橋 公望式場脚 5.(×) 耶鵜仰砿 H2､6 サルタン ト㈱
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